









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。7
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　やぁ、タイシだよ。

　神々が試練と称して襲いかかってきたので返り討ちにしようとしたけど敢え無くフルボッコにされたタイシだよ。

『プフッ、ださいね！』

　そして良い感じに神の一人を追い詰めていたのに他の神をトレインしてきた戦犯駄神がこちら。しかも人様の頭の中に住み着くというおまけ付きのクソ駄神です。

『酷ひどい!?　寧むしろあの子達の手駒の大半を潰つぶして何人かブチ転がして時間を稼いでいたのにこの扱い!?　濡ぬれる！』

　しかも変態なんだ。酷いだろう？　こんなのが頭の中で四六時中騒いでるとか悪夢以外の何物でもないよね。しかもこいつ夢の中にまで現れやがるんだぜ？　最悪だ。

『あの時のタイシ……激しかったね』

　なんだ、そんなに顔面パンチが良かったのか？　次は腹パンも追加してやんよ。

『え？　実はそういうのが好きなの？　そういう好きな子に暴力ふるって悦に入るのってリョナラーって言うんだよね、確か』

　おいやめろ馬鹿。いい加減黙れ。お前が頭の中で騒いでいると考えがまとまらん。

『ああんもう。仕方ないにゃぁ』

　頭の中でチュッとかいう気持ちの悪い音が聞こえた気がする。背筋が寒くなるわ……まぁいい、やっと黙ったようだ。溜ため息いきを吐ついて寝返りを打ち、天井を見つめる。

　薄暗い部屋の天井には名も知らぬ花がいくつか咲いていた。月明かりや星明かりがほとんど差し込まないこの部屋に灯りを提供している花々である。蛍のような光を放つあの花は蔓つる植物の一種であるらしく、部屋の片隅のプランターから伸びて壁を這はい、天井を伝ってその燐りん光こうを放つ花を幾つか垂らしていた。

「ファンタジーな植物だな」

　どういう仕組みで光っているのだろうか。蛍みたいな光だし、なんらかの化学反応か？　いや、魔力を溜ため込んでいるとかそういう理由のほうが夢があるな。照明の魔法とかもそういやあんな感じの光だ。

　寝転がったまま人差し指を天井に向け、指先に魔力を集中して照明の魔法を発動する。込めた魔力はほんの些さ細さいな量であるため、その光は天井の光る花と同等程度の実にか弱い光だ。生まれ出た光球はふわふわと空中を漂い、光る花の咲く天井付近で停滞する。

　魔力を集中し、発動。

　この世界に来てから幾度となく行なってきたその一連の動作を繰り返す。今の俺は駄神の加護であるスキルシステムのサポートが利いていない状態であるらしい。

『それは正確な表現じゃないね。ボクが与えていたのはスキルポイントシステムで、スキルシステムそのものはこの世界の全ての生物に適用されている基幹システムだよ。君もその例外ではない』

　どういうこと──ああ、なるほど。そういや鑑定眼で見たらマール達も普通にスキルは持ってたもんな。

　ああ、マールに会いたい。もう色々と面倒なことを全部投げ捨ててマール達とイチャイチャしながらまったりと暮らしていきたい。結婚式も終わらせて折角その目め処ども立ったところだったっていうのにあのクソ神どもめ。別に世界征服を目もく論ろんでるわけでもなし、放っておいてくれりゃ良いものを。

『そりゃあの子達的には無理じゃないかなぁ。というか、ヴォールトとしてはかな？　あの子は超がつくほどの石頭だし』

　あー、なんだっけ？　世界の調和を乱すとかなんとかそんなこと言ってたよな。あれも意味がわからん。人が増えすぎたから間引くとかそんなことも言ってたと思うが。

『んー、まぁ経験からの行動かな？　魔物っていう共通の敵が脅威でなくなったら今度はヒト同士で争うだろうっていうね』

　それはお前、必ずそうなるとは限らんのじゃないか？

『でも実際そういうサイクルを繰り返してはいるんだよね。ヒトが減ると勇者が生まれて団結して、勢力を伸ばす。勢力が伸び切ったらヒトは勇者を魔王として排して成熟に至る。そして勇者を失ったヒトは魔物に滅ぼされて大きくその数を減らす。そしてまた勇者が現れて勇者のもとにヒトが団結する』

　カレンディル王国はその成熟期だったってことか？

『まぁそうかな？　もう少し伸び代があったと思うけどヴォールトはここらで刈り取るつもりだったみたいだね』

　それを俺が邪魔をしたと。

『うん。少なくともタイシが生きている間はヒトを大幅に減らすのは無理と思ったみたい。最終的にカレンディル王国とミスクロニア王国は大幅に勢力を伸ばすだろうと』

　それの何が問題なのか全くわからん。

『最終的に起こる破は綻たんが大きくなるってことだよ。ヒトの勢力がそこそこの間に適切に間引けば今の状態を維持できるけど、あまり伸びすぎると間引くのが難しくなる。間引かなければヒトは際限なく増える。そうして世界を席巻した後にヒト同士が争うと最悪、世界が修復不可能なほどに破壊される恐れがある。だからヒトの大躍進のキーマンたり得るタイシを排除したいと。そういうわけさ』

　うーん？　わからんでもない理屈だけどなんかモヤッとするな。なんかこう、何かが引っかかって釈然としない。

『ヒント：イージーモード』

　あ、あー……わかった気がする。つまりヴォールトは管理の楽な現状を維持したいわけだ。うん？　じゃあお前の目的は──。

『延々と堅実で〝小さい〟プレイを見てると飽きるよね。やっぱ伸ばすところは伸ばしていかないとさ』

　わからんでもない。

『折角下地を整えて移譲したのに世界を維持することだけに腐心するのはちょっとねぇ。まぁそんな中でも愉たのしめるコンテンツはあるけど、些いささか食傷気味だしここらで一つハードモードに移行してもらおうかと。ついでに楽しい観察対象もできて一石二鳥☆』

　やっぱりお前邪神の類たぐいじゃないか……それじゃあ、俺が打つべき手は──。

『あの子達も一枚岩じゃないからね。そこを突いていこうか……おやすみ、良い夢を見せてあげるよ』

　それは断る。

『そんなー』
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「起きなさい。ほら、起きなさいってば」

　誰かに揺すられている。うーん……この花みたいな匂いはメルキナか。薄らと目を開けるとまだ薄暗い。たまにこういう早い時間に俺を起こして森に散歩とか行くんだよな。

「もう朝よ。ほら、起きて身支度を整えなさい。森に入るって昨日言ってたでしょう？」

「んー、眠い。もう少し……」

　肩を揺するメルキナの手を取ってベッドに引きずり込む。こうしてしまえばなんだかんだで一緒に寝てくれる。このまま昼までイチャイチャするのも良い。

「寝ぼけてるの？　仕方ないわね」

「うぼあぁっ!?」

　鳩みぞ尾おちの辺りに凄すさまじい衝撃が走り、呼吸困難に陥りつつ一気に意識が覚かく醒せいするという稀け有うな経験をする。朝っぱらからあまりにバイオレンスな挨あい拶さつだな！

「ごほっ！　おぇっ！　ちょ、朝からなん──!?」

　俺から身を離してベッドから抜け出したメルキナ──ではないエルフの女性を見上げて思考を停止する。

「おはよう、タイシくん。朝からお義か母あさんをベッドに引きずり込むなんて悪い子ね？」

「すいませんでしたぁー！」

　全身全霊で土下座した。





─☆★☆─






「何やら騒がしかったようだが？」

「寝ぼけたタイシくんが私をベッドに引きずり込んだのよ」

「命知らずだな」

「大丈夫、幸いどこももげてないわ」

　もげるの？　幸いってことは下手したらどこかもげてたの？　お義母さんコワイ！

「本当にすみませんでした」

「良いのよ。久しぶりに昔を思い出してちょっと楽しかったし。朝ごはんを用意するから座って待っててね」

　そう言ってお義母さん──エルミナさんが笑ってキッチンへと向かう。目の前にはムッツリとした様子で座っているエルフの男性。彼はエルミナお義母さんのお父さんで、メルキナにとっては祖父にあたるデルフィーダさんだ。相当な高齢だと思うのだが、どう見ても三十代前半にしか見えない。

　そもそもエルミナさんが二十歳くらいにしか見えないしな。初見でメルキナのお姉さんだと思ったのも無理はないだろう。二人ともエルフのイメージに違たがわず美男美女である。

　エルミナさんはメルキナを一回り成長させて少し目つきを鋭くしたような感じだ。女め豹ひようって感じだな。

「今日は森に入るという話だったな？」

「ええ。働きもせずに居候するのも心苦しいですし」

「ふむ」

　デルフィーダさんが俺の目をじっと見つめてくる。そういえばたまにメルキナもこうやって俺の目をじっと見ることがあったっけ。

「まぁ、良いだろう。あまり迷惑をかけぬように」

「はい」

　何か納得したのか一つ頷うなずいて彼は編み物を再開することにしたようだ。編み針を使って黙々とレースのようなものを編み上げていく様を見ていると、クスハを思い出す。あいつもよく執務で頭を抱える俺を横目で見ながら器用に糸を編んで色々作ってたな。

　結局神々との戦いで最後に残ったのはクスハが編んでくれた服だけだったな。ボロボロになっちゃったけど。

　今俺が着ているのはエルミナさんが用意してくれたエルフ風の民族衣装だ。デルフィーダさんの着ているものと似ているが、柄とかが微妙に違う。そういえば俺とデルフィーダさんとだと体格が結構違うんだけど、この服は誰のものなんだろうか？

　ふと視線を感じてそのほうを向くと、料理を載せたお盆を持ったままボーッとして立ち尽くすエルミナさんが居た。なんだろう？　と首を傾かしげると我に返ったのか、エルミナさんが首を振って止めていた歩みを再開する。

「それ、食べたら昨日の広場に来てね。私は先に行ってるから」

「え？　あ、はい」

「それじゃ。さっさと食べて来るのよ」

　エルミナさんは早口でそう言うと弓と矢筒を抱えてさっさと家を出ていってしまった。俺はその姿を見送り、どういうことなのかとデルフィーダさんのほうを向く。さっきまでそんなに怒ってるような感じではなかったが、やっぱり朝の件が響いているのだろうか。

「アレにも色々あってな。まぁ、なるようになるだろうが……ううむ」

　デルフィーダさんはそう言ってむっつりと黙り込んでしまった。結局よくわからんぞ。

『これは面白いものが見られる予感』

　駄神が言うともう嫌な感じしかねぇな。とりあえずこの『焼いて塩振りました』という料理というのも烏お滸こがましいようなモノをいただくとしようか。もしかしたら食べてみたら実はってこともあるかもしれないし。

「砂糖だこれ!?」

　ステーキのような肉に白い塩がかかっているかと思いきやこれ砂糖だよ！　甘いよ！　違う、手順が違う！　ステーキに予あらかじめ砂糖を少量揉もみ込むのは実は割とアリな手順だけど焼いてから振ってどうするんだよ！　ていうか朝からステーキか！　意外とガッツリ系なのかエルフ。菜食なイメージだけど。

「あいつが厨ちゆう房ぼうに立ったのは十数年ぶりだからな」

「ブランクのスケールがすげぇなエルフ」

　早く食って来いという話だったのでレアな砂糖振りステーキをさっさと平らげることにした。レアなのね。大丈夫なんだろうね？　この肉レアで。

「食後にこれを飲むように」

「ほわい？」

　デルフィーダさんがそっとテーブルの上に置いた小瓶に目を落とす。緑色のドロリとした液体が入った小さなガラスの瓶だ。コルクのようなもので蓋ふたをしてある。

「その肉は生だと腹を壊す」

　居候として、エルミナさんが料理する時は俺が代わるとしよう。絶対にだ。





─☆★☆─






「エルミナさん、なんでそいつがここにいるんです？」

「ん、なんか居候としてタダ飯を食うのは居心地が悪いからって」

　苦い苦い薬を飲んで広場に赴くとエルミナさんの他にも何人かのエルフが集まっていた。そして俺を見るなりそのうちの一人が騒ぎ始める。

『負け犬クンちぃーっす』

　お前それあいつに聞こえないだろうな？　背中から射うたれるのはごめんだぞ俺は。

　エルミナさんに食ってかかっているのはメルキナに片思いしていたというアレス君だった。見た目は十五～六歳に見えるが、きっと俺よりずっと年上だろうな。

「足手まといを連れて森に入るなんて自殺行為ですよ」

「その時はその時よ。なんとでもするし、もし死んだらそれはそこまでってことでしょ」

　わお、お義母さんドライ。でも大丈夫だ、多分足手まといにはならないさ。

「はい、発言よろしいでしょうか」

　手を上げてそう言うとエルフ達の視線が一気に集まった。

「装備が根こそぎ壊滅してるんで何かまともな武器貸してくれませんかね。できれば剣か槍やりがベストなんだけども」

　流石さすがに棒切れ一本で森を駆け回るのはもう勘弁願いたい。結局加工もできてないしな。服と編み上げサンダルを借りて身なりだけは整ったが、得物が何もないのは心許なくて仕方がない。

　しかしエルフ達の反応は芳しくない。どうにも俺を警戒しているというか、不信の目を向けてきているというか、有り体に言うと敵意すら感じる視線である。

「ダメ？」

「人間に武器を渡すエルフがいると思うか？　貴様らがエルフに何をしたか考えてからものを言え」

「えぇ……そんなん俺に言われても」

　大森林のエルフは何百年か前に人間に追いやられた過去があるとは聞いたが、俺は知らん。そもそも俺、この世界の人間じゃないし。まぁ人間嫌いのエルフにとってはそんなのは関係ない話なのかね。俺も人間には違いないし。

「どちらにしても初日から何かできるってこともないでしょうし、今日は見学のつもりでいなさい。皆の邪魔にならないようにね」

　その心配はないでしょうけど、と小さな声でそう言ってエルミナさんはこちらに背を向けた。どうやら議論は終わりということらしい。実際昨日俺とやり合っているエルミナさんは俺の実力をそれなりに評価してくれているようだ。

　エルミナさんが樹上の広場から地上に向かって飛び降り、他のエルフ達は俺を一いち瞥べつしてからそれに続く。置いていかれる俺。

「わぁ高い」

　エルフの樹上村は巨木の上にある。地上何メートルくらいかな、ここ。二十メートルくらい？　もっとあるかな？　皆さん飛び降りたけど多分風魔法併用してますよね。俺ね、風魔法ほんと初心者レベルまでしか使えなくなってるんだよね！

　いや待てよ、地魔法がある。いけるいける。地面を柔らかくすればええねん。最悪叩たたきつけられても高レベル故のＶＩＴで耐えられるはず。よっしゃいくぞ。

「とぅっ」

　魔力を集中し、イメージを固める。地面を柔らかくして、かつ衝撃を吸収するように──！




　ズボッ。




　うん。怪我はしなかったね。でも腰まで埋まったね？

　エルフの皆さんが注目する中、地面から這はい出して土を払い、浄化で身綺麗にする。ついでに空いた穴を埋め戻しておく。やめろ、その可か哀わい想そうなものを見る目で俺を見るのをやめろ。

「……風魔法練習しとくし」

「……なんかごめんね？　気がつかなくって」

　エルミナさんに謝られた。いたたまれない。

　取り敢えず控えめに見てひのきのぼうのようなもの……まぁ所謂いわゆる棒きれをトレジャーボックスから取り出す。ただの棒きれと侮ることなかれ、この棒きれは神力とやらが濃く宿っているらしく、魔力との相性が非常に良いいのだ。いくら魔力で強化しても所しよ詮せん未加工の木の棒だから全力で叩きつけたら折れそうだけど。

「なんだ、その棒きれは」

「ひのきのぼうのようなものです」

「何？」

「ひのきのぼうのようなものです。普通の棒きれよりも凄すごく魔力を通すよ」

　そう言って魔闘術の応用で棒きれに魔力を通し、地面を叩いて軽く爆裂させる。聞いてきたエルフは思った以上の威力に納得したのかそれ以上何も言ってこなかった。

　しょうがないじゃない、君達が武器を貸してくれないんだから。ただの棒きれよりは頼りになるから素手よりはマシ……いや、ぶん殴るなら素手のほうが強いか？

『ああ、間合いを犠牲にするなら素手のほうが回転率と物理的な攻撃力は高いかもね。ちゃんと加工すれば魔力をプールできるだろうから魔力撃に関しては神木のほうが強いだろうけど』

　ああ、この状態だと魔力の通りは良いけどダダ漏れですぐ拡散するもんな。手足の延長としては申し分ないけど。

「取り敢えず見回りから行くわよ。縄張りに魔物がいたら駆逐、一通り見回りをしたら北側で狩りをするわ」

「「「「了解」」」」

　エルミナさんの指揮のもとにエルフ達が二人一組で散っていく。エルミナさんと名も知らぬ浅黒い肌のエルフの娘さんがペアになるようなので、俺もそれについていくことにする。

「まぁ適当についてきなさい」

　そう言ってエルミナさんが風魔法を併用して跳ぶように駆けていく。褐色エルフの娘さんは俺に冷たい一瞥をくれてからエルミナさんと同じように跳ぶように駆け出した。俺もその後を追うことにする。

　エルフ達の森の駆け方はなかなかユニークだ。風魔法を纏まとってぽーんぽーんと軽やかに跳んで移動するのだ。地面はできるだけ踏まず、木の根や幹、枝を蹴けってほぼ無音で進んでいく。森の妖よう精せいとはよく言ったものだ。

　俺もできるだけ足音を立てないように落ち葉や枯れ木の落ちている場所は避さけてむき出しの土や岩、木の根を飛び石のように飛び移っていく。どうしようもない場所だけは普通に走るけど。

「あら、弁わきまえてるのね？」

「メルキナにっ、仕込まれたんでねっ」

「そう」

　必死に走る俺を見てエルミナさんは少し楽しげだ。もう一人の褐色エルフの娘さんは依然として冷ややかな視線を向けてきているが、先程までよりは幾分その冷たさも和らいだような気がしないでもない。無様ながらもちゃんとついてこられているので見直してくれたのかもしれない。

『デレるかな？』

　そういうのはいいです。嫁がたくさん居るんで。

『現地妻♪　現地妻♪』

　お前は俺に一体何を求めているんだ……妻のある身でそんな節操ない真似はできんよ。

『エルフハーレムとかロマンじゃん？』

　ロマンであることは認めよう。だがそんな真似をしてマール達に失望されたり怒られたりするほうが怖い。

『何人でも養えるんだし気にしなくてもいいじゃん』

　神に追われている今の状況でどうこうする気にはなれんね。黙ってろ。

『ちぇ～……ま、そういうのはなるようになるもんだから黙って見守るとしようかな？』

　そう簡単にフラグなんぞ立たんわ。

『あはは、その発言そのものがフラグに聞こえるけどね？』

　二人の後を追いながら頭の中で益体もない話をしていると急に二人が立ち止まった。二人ともが同じ方向に視線を向け、尖とがった耳をピクピクと動かしている。なにそれ可愛かわいい。

「何か厄介なのが出たみたい。向かうわよ」

「了解」

　俺には何も聞こえなかったが、二人には何か合図のようなものが聞こえたらしい。方向を変えて駆け出した二人を追って気配察知を全力で発動させる。ううむ、範囲がかなり狭くなっていて前方を跳ぶ二人とちょっとした小動物以外には何も察知できないな。

　目に力を入れて鑑定眼や魔力眼も試してみるが、これもまた発動しない。魔眼も当然ダメか。でもスキルが失われたことで見えなくなったってことは、なんらかの方法で再び開眼することも可能なのかね？　肉体に関連する先天的な要因が必要ならそもそもスキルとして取ることはできないだろうし。でもスキル習得によって肉体が変質して、失ったことで変質した肉体が戻ったとかだと無理か。

『訓練で後天的に取得することはできるよ』

　回答ありがとう。そういえばこういう知識的なことはお前に聞けばいいよな。頭の中に勝手に住み込んでいるんだから最大限使い倒していこう。
















『与えた知識量に応じて対価を要求させていただきまーす』

　なんだとこの野郎。

『夢の中でアハハウフフさせてもらうからね☆　この前みたいに顔面パンチとかしたらもう教えてあげないぞ』

　今後一切この手の話題は振らないようにしよう。俺は決意を固めた。

『知識がもらえて気持ち良い思いもできるのに何が不満なのさ!?』

　精神の均衡を保つのが知識の獲得よりも優先されるだけだ。知識を与える邪神の甘言に惑わされて正気度喪失とかコズミックホラーじゃねぇんだぞ！　俺は御免だ！

　ぶーぶーと文句を言う邪神を無視して暫しばらく進むと、前方から焦げたような匂いが立ち込めてきた。おいおい、森林火災とか洒落しやれにならんぞ。

「マズいわね……」

　エルミナさんが風魔法の出力を上げて一気に加速していく。俺もその後に続いて全力で走った。

「ちょっ、速っ!?　わぁっ!?」

　褐色エルフさんを引き離して置いていく形になったのは許して欲しい。スキルを失っても培われた高レベル故のステータスは健在なのだ。まぁ肉体強化のスキルがなくなったから素の脚力は結構落ちてるけど。もしかしたらスキルレベル１か２くらいは残ってるのかな？　自分のステータス見られないからよくわかんないんだよね。

　でもまぁ足りない分は魔闘術の応用で補える。地面を蹴る瞬間に足の裏から魔力を炸さく裂れつさせて加速する。

　後ろで罵ば声せいが聞こえる気がするが、緊急事態らしいので許して欲しい。

『Ｇｒａａａａａａａａ!!』

　現場に駆けつけると怪獣が暴れていた。いや、怪獣というか……なんだこれ。ムッキムキにしたライオンの身体に凶悪な牙きばが生え揃そろってる凶悪な面相の牛の顔？　角でけぇ。

　大きさはゾウより二回りくらいはでかい。かなり俊敏に動いて地響きが凄い。巨木や地面が一部焼け焦げてるってことは火でも噴くんだろうか？

　アレス君と他三人のエルフが周りを取り囲んで風魔法を纏わせた矢を射掛けているようだが、さほど効いていないように見える。いや、痛がってはいるみたいだけど。射掛けられるごとに怒りのボルテージは急上昇しているようだ。

「どうすんですかあれ。弓で倒せる相手に見えませんが」

「数を射てばそのうち倒れるわよ。それよりも森が燃やされるのがマズいわね。この辺りの木は普通の火ではそう簡単に燃えたりしないんだけど、あいつの吐く火は魔力の炎でね。普通に燃やしちゃうのよ」

　エルミナさんがぼやきながら弓に矢を番つがえ、魔力を込めて放つ。他のエルフが射る矢よりも格段に威力の高い矢が怪獣の側頭部に突き刺さり、怪獣が悲鳴を上げてよろめいた。

「軽い矢じゃ効果は薄いわ！　一射一射に魔力をしっかり込めて射ちなさい！　矢の威力に自信があるなら頭部を！　そうでないなら目を狙って！」

　怪獣がよろめいている間に位置を変えながらエルミナさんが指示を飛ばす。先程まで居た場所が怪獣の吐いた紅ぐ蓮れんの炎で焼き尽くされた。おおう、あれは食らったら熱そうだ。

　そうしているうちに置いてけぼりにしてしまった娘さんや他のエルフ達も合流して怪獣に対する包囲網が厚くなる。エルフ達の連携は洗練されており、怪獣に向かって四方八方から急所を狙った矢が繰り出される。怪獣も炎を噴いて反撃するのだが、炎が噴射される頃にはエルフはその場所から退避済みだ。

『でもこれ、薄氷の上を歩くような戦術だねぇ。火力が足りてないよ』

　そうだな。集中を欠いて風魔法の制御をしくじれば炎に巻かれるし、魔力が尽きてもヤバい。そうなる前に戦線離脱するんだろうけど、そうすると更に火力が下がる。そうなる前に倒しきらないとジリ貧だ……って、早速誰か逃げ遅れそう。

『負け犬くんだね。ここはあの名も知らぬエルフ娘さんかお義か母あさんが逃げ遅れるところじゃないの？』

　駄神の愚痴を無視しつつ怪獣の火炎放射ゾーンに棒立ちになっているアレス君に突進する。風魔法の制御をしくじりでもしたのか、それとも魔力切れか。間の悪い奴だ。

　火ひ炙あぶりになるのはちょっと熱そうだが、魔力の炎ってんなら多分大丈夫だろう。

「ちょっと、タイシくん!?」

　エルミナさんが俺の動きに気づいて声を上げるが、もう既に地は蹴ってしまっている。間に合うか？　微妙だな。

　前傾姿勢で突っ込む中、耳の中でごうごうと風の流れるような音がする。時間が引き延ばされるような感覚。

『Ｖｏａａａａｈａａａａａ!!』

　怪獣が咆ほう哮こうとともに灼しやく熱ねつの火炎を吐き出す。あ、これ退避間に合いませんわ。

　仕方がないのでアレス君を力いっぱい突き飛ばす。骨の一本や二本は折れてるかもしれないが、まぁ焼け死ぬよりはマシだろう。

　アレス君が驚きよう愕がくの視線を俺に向けながら森の奥に吹き飛んでいく。ははは、マヌケな顔だ。全身を守るように魔力で覆いながら迫る炎を見据え、更に魔力を込めた棒きれを盾にして顔を庇かばい、正対する。

　そして一気に俺の全身を魔力の炎が包み込んだ。




「アツゥイ!?」




　超熱い。顔を庇っている腕やら何やら皮膚がジリジリと焦げるような感覚が俺を襲う。痛い、超痛い。今にも叫び出しそうだ。いや、叫んでいるのかもしれない。喉のどが焼けるように熱い。

　ここまで痛い目に遭ったのは大だい氾はん濫らんの時に戦った黒い怪物以来じゃなかろうか？　やるな怪獣、お前は間違いなく強敵だ。俺が弱くなってるだけかもしれんけど。

「がああああぁっ！」

　叫びながら前に踏み出し拳こぶしを握る。いつの間にか手に持っていたはずの棒きれは無くなっていた。燃え尽きたのか？　まぁ些さ事じだ。握りしめた右拳に思い切り魔力を込める。

「だぁっ！」

　ブレスを吐き終わって口が半開きになっている怪獣の懐に潜り込み、その胸元に全力の拳を突き刺した。

　ズドォン！　と素手で殴ったとは思えないような手応えがあり、怪獣は一瞬ビクリと身体を震わせた後、全身の穴という穴から血を噴き出して絶命した。

　横倒しになる怪獣の身体に巻き込まれないように無様に地面を転がって逃れる。超痛い。全身火傷やけどで泣きそうだ。でもよく見てみると服は燃えてボロボロになってしまっていたが、皮膚は真っ赤になって水ぶくれができ、ケロイドになりかけているだけだった。

　いや、だけだったも何も結構重傷だと思うけど焦げてたりはしなかった。

　とりあえず回復魔法を重ねがけして自分の治療をする。回復魔法のレベルは１相当で正直しょぼいが、何度も重ねがけすればそれなりに効果はあるようで痛みが引いてきた。

「無茶したわねぇ」

「折角貰もらった服をダメにしちゃってすみません」

「ん……まぁいいわ。許してあげる」

　エルミナさんは少し悲しげな顔をしたが、すぐに優しく微笑ほほえんで許してくれた。そして俺の頭をさわさわと触ってくる。

「髪の毛もちょっと焦げてるわね。軽く切っちゃいましょうか」

「ああ、お願いします」

　絶命した怪獣に取り付いて何やら処理を始めたエルフ達を横目に見ながらエルミナさんにされるがままになる。凄すごく痛い目に遭ったせいかどうにもすぐに立ち上がる気力が湧かない。

　エルミナさんは小ぶりのナイフでサクサクと髪を切ってくれる。そのまま視線を別の方向に動かしてみると、俺が持っていた棒きれは真っ二つになって離れた場所に転がっていた。力を込めて握りしめすぎたせいなのか、魔力を篭こめすぎたせいなのか、それとも炎の魔力に耐えられなかったのかはわからないが、まぁ棒きれだしな。あとで拾っておこう。

「奴は何か使える素材が取れるんですか？」

「殆ほとんど全部使えるわね。毛も皮も丈夫だし、内臓は食用にも薬にもなるわ。爪や牙や骨や角は加工して武器にできるし肉も美お味いしいわよ」

「あー、内臓とか肉とかはダメになってるかも」

「血抜きは水魔法でなんとかなるわよ、少し味は落ちるけど。破壊された内臓は仕方ないわね。はい、おしまい」

　最後にブワッと強めの風が吹いて細かい髪の毛を吹き飛ばした。うーん、手足のように風魔法を使うな。これもやっぱ慣れというか修練なのかね。今までスキルに頼って魔法を使っていた部分も多いし、真ま面じ目めに魔法の使い方っていうのを修行したほうが良さそうだな。

　髪も切ってもらったので立ち上がると俺がふっ飛ばしたアレス君が他のエルフに支えられながら歩いてきた。おや？　回復魔法を使える人は居ないのかな。

「回復してやろう」

　ジッと俺を見てくるアレス君を浄化し、何度か回復魔法をかけてやる。回復魔法ももっとこう、色々と試してみないとなぁ。でも回復魔法って怪我しないと使わないし、怪我するのは嫌だしな。三度ほどかけたあたりで傷が治ったようなのだが、アレス君は相変わらず俺をジッと睨にらみつけている。

「お前……何な故ぜ俺を助けた？」

「何故って言われてもなぁ。特に理由なんてないけども。まぁ助けられそうなら助けるのは自然だろ？」

　俺の答えが気に入らないのか、アレス君は仏頂面のままだ。そして何を思ったのか腰に下げていた大振りのナイフを剣帯ごと外して俺に差し出してきた。

「命を助けられた礼だ」

「おお、いいのか？　助かるな」

　これは素直に嬉うれしい。早速受け取った大振りのナイフを革製の鞘さやから引き抜いて刀身を確かめる。これは所謂いわゆるブッシュナイフというやつだな。ククリナイフ、あるいは山刀と言ったほうがわかりやすいだろうか？　肉厚で、先端に行くほど幅広になっている。鉈なたと違うのは切っ先があるから突き刺すこともできるという点だ。

　しかしこれはなかなかの業物のようだ。重心が先端に寄っていて振り回しやすいし、よく研がれていて切れ味も良さそうだ。剣帯にはもう一本程良い大きさのナイフと小さな砥と石いしもセットでついていた。

「随分良さそうな品だが、本当にいいのか？」

　後から返せとか言われても返さないぞ。

「二言はない」

「そうか、ありがとうな。とても嬉しい」

　早速剣帯をつけたいところだが、俺の服は焼け焦げてボロボロなので無理そうだ。後で新しい服をもらえるだろうか？　ううむ、あまり世話になりすぎるのもアレだが、こればかりはエルミナさんに頼るしかないんだよなぁ。

　とりあえず山刀だけを鞘ごと剣帯から抜いて手に持ち、剣帯はトレジャーボックスに入れる。それを見てアレス君だけでなく他のエルフも少し驚いたようだ。どうやら空間魔法を見たことがなかったらしい。

　トレジャーボックスのことを軽く説明すると、アレス君ではない男性のエルフが興味津々といった様子で聞いてきた。

「どれくらい運べるんだ？　あの獲物はそれで運べるのか？」

「わからないな、限界までものを入れたことがないんだ。いい機会だから試してみようか」

「そうね。じゃあ処理を進めていきましょうか」

　エルフの男性と俺のやり取りを聞き、エルミナさんが音頭を取って怪獣の解体が始まる。

　持ち帰って処理をすると臭いがするし、それがまた別の魔物を引き寄せることもあるということでここで処理をすることに決めたようだ。

　ただ見ているのもなんなので俺も手伝うことにする。力持ちなのは言うまでもなく、土魔法も水魔法も使えるし魔力も多いから何かと役立てるだろう。獲った獲物を捌さばくのもクローバーの獣人達とよくやったし、補助くらいはできる。

「手慣れてるのね？」

「地元じゃそれなりに狩りもしたんで。大きい獲物をみんなで協力して捌いた経験もそこそこありますよ」

　勿もち論ろんこいつを捌いたことはないが、結局のところ魔物も『いきもの』には違いないのである程度応用は利く。こいつはいかにも動物型って感じだし、まぁ大丈夫だろう。虫型とかワーム型とかはまた捌き方が違ったりするけど。

　この怪獣も動物型の例に漏れず、まずは腹を搔っ捌いて臓物を取り出すらしい。内臓は壊滅かと思いきや、肺と心臓以外は大丈夫だったようだ。ただ、心臓が破裂していたので水魔法を使って血抜きをしないといけない。

「なんかすみませんね、手間かけさせたみたいで」

「こいつ相手なら仕方ないわね。まぁ死人も出なかったし上々よ？　怪我人はタイシくんが治してくれたしね」

　普段は矢でハリネズミのようにするしかないので、皮のほうは穴の空いていない部分が多くて逆に良かったようだ。こいつは特に大きくて強かったからいよいよ倒しきれないとなれば集落のない方向に誘導して一時撤退、後に戦力を整えて再度討伐という流れも検討していたらしい。

　そんな話を聞きながらエルフ達と協力して怪獣を解体する。そうして得た有用な臓物や剝はいだ皮、魔法で血抜きをして切り分けた肉などをトレジャーボックスに収納していく。いつ収納限界が来るのかと思いながら収納していったが、結局全部収納できてしまった。

『トレジャーボックスは使用者の魔力量と空間魔法の習熟度に依存して容量が増えるよ。君の魔力量と空間魔法の習熟度から考えるとほぼ限界じゃないかな？』

　なるほど。魔法の練習もしなきゃなぁ……魔法の練習ってどうやるんだ？　スキルポイントで覚えたことしかないし、修練方法とかわからんぞ。夜にでもエルミナさんに聞いてみるか。

　捨てる他ない部位を埋め、再び散開して見回りを再開することになった。こんなトラブルがあったとしてもちゃんと見回りをしなければ集落に魔物が入り込みかねないので、怠ることはできないのだそうだ。

　結局その後は特にトラブルもなく見回りを終えて帰還することとなった。本来なら見回りを終えた後は狩りの時間らしいのだが、今日は既に十分な戦果があるので狩りはおやすみということらしい。

「タイシくん、広場に獲物を出して頂ちよう戴だい。まずは皮を広げて、その上にね」

「アイアイマム」

　エルミナさんの指示通りに怪獣の生皮を広げ、その上に肉を出していく。何もないところから肉がぽんぽんと飛び出してくる光景にエルフの皆さんが驚くやら感心するやらで広場は大騒ぎである。

「すごい！　お肉！」

「これはすごい大物だな」

「氷室を整理しなきゃ入らんな。おい、行くぞ」

「しばらくお肉には困らないわねぇ」

「ベヘモスの肝？　でかいなぁこれ。中和剤と薬草の在庫足りるかな？」

「角も牙きばも爪も立派だな。こいつは腕が鳴る」

　こういう時の光景というのは人間も獣人もエルフも変わらないな。子供がはしゃいで大人は驚き、職人達が色めき立つ。

　一歩引いた場所でその光景を眺めているとエルミナさんに手を取られて獲物の直すぐ側そばに連れ出された。エルフの皆さんの視線が一気に集中する。一体何が始まるんです？

「はい、皆聞いて。今日の殊勲者はこのタイシくんよ。ベヘモスのブレスに巻き込まれそうになった子を庇かばって、その上でベヘモスを仕留めたの」

　エルミナさんの言葉にエルフの皆さんが静まり返る。人々の表情は様々だ。単純に驚いている人、興味深げな視線を向けてくる人、猜さい疑ぎの目を向けてくる人……比率は３：４：３といったところだろうか。思ったよりは好意的な視線が多い気がする。

「人間に対して思うところがある人は多いと思うけど、彼が庇わなかったら多分狩人に死人が出ていたわ。彼の内心は私にだってわからないけれど、打算でベヘモスのブレスに突っ込めるような人はそういないと思う」

　エルフ達がざわめく。概ね同意といった意見のようだ。普通、あの怪獣──ベヘモスと呼ばれている──のブレスをまともに食らうと良くて真っ黒焦げ、下手すると骨も残らず消し炭になるらしい。

　俺としては魔力の炎って話だったし俺のＰＯＷならまぁ即死することはないだろうという考えでの行動でもあったのだが。割と危ない橋を渡っていたのだろうか？　今更嫌な汗が出てきそうだ。

「まぁ、受け入れてあげてとまでは言わないけど嫌わないであげて頂戴。私からはそれだけね」

　そう言ってエルミナさんが俺に視線を向ける。これは何か言えということだろうか？　浄化はかけてあるから煤すすだらけ泥まみれってことはないけど、こんな焼け焦げてボロボロの状態じゃどうにも締まらんなぁ。

「あー、その。こんな格好で失礼。タイシです、どうぞよろしく」

　なんかあれだ、自己紹介って照れくさいよな。

　特に拍手などはなかったが非難の声もなかったので概ね受け容れられたと考えて良さそうだ。俺なんかよりも目の前の獲物の処理に忙しいだけのような気もするけど。

「さて、タイシくんと私の取り分を持っていきましょうか」

「取り分？」

「美味しいところを貰っていくわよー。タイシくんの分は私が取ってきてあげるわね」

「アッハイ、おねがいします」

　エルミナさんが腕まくりをして積み上げられた獲物の肉の山に突入していく。少しすると大きな骨付きの肉塊や血の滴る肉塊がエルミナさんの指示によって運び出されてきた。どちらも骨付き肉のほうは多分あばらの辺りと足のあたり。血の滴る肉塊は肝臓だろうか。

「今日のメニューはベヘモスの肝臓ね。肉のほうは食べる分と保存用に分けておきましょ」

　肝臓は濃厚な味で大変美味しいらしい。骨付き肉も脂が乗っていて良さそうな感じである。これは早めに食べる分と冷凍保存する分と干し肉にする分とで分けるようだ。

「地下に大きな氷室があってね。そこに保管しておくのよ」

「氷室ですか」

　この大森林は大陸の北側に位置しており、雨が多めで年中暖かく雪が降ることもない。ここに比べるとクローバーのほうが寒い。そんな気候だと生肉はすぐに腐るので地下に氷室を作り、水魔法が得意なエルフが管理人となって巨大な冷凍庫として使っているのだそうだ。

　ローテクなのかハイテクなのかわからんなファンタジー。結局人力だからローテクなのか？





─☆★☆─






「また随分とボロボロになって帰ってきたな」

　俺の姿を見るなりデルフィーダさんがそう言って編み物の手を止め、眉まゆを顰ひそめた。

「大活躍だったのよ」

　エルミナさんはデルフィーダさんにそう言って弓と矢筒を出入り口近くに立てかけ、さっさと自分の部屋のほうに歩いていってしまった。うーん、怒ってるのかな？

　首を傾かしげているとエルミナさんが服を持って戻ってくる。

「大事にしなさいよ？」

「すみません、折角貸して貰もらった服を……」

「違うわよ。いや、違わないけど服よりも貴方あなた自身のことよ。貴方、メルキナの旦だん那ななんでしょう？　それが本当ならあんな無謀なことしちゃダメじゃない。貴方が死んだらどうするの？　ただでさえ貴方達は私達を置いていっちゃうんだから、せめて天寿は全うしないとダメよ」

　エルミナさんは少し怒っているようだった。確かに少々迂う闊かつであったというか、考えなしであったかもしれない。多分大丈夫だろうという感覚はほとんど確信に近かったが、初見の魔物なのだから万一ということもあり得るわけだし。

「軽率でした」

「そうね、反省なさい」

　俺が頭を下げるとそれで満足したのかエルミナさんは微笑ほほえみを浮かべてくれた。うむ、こうしてみるとやはり母娘だな。笑った顔はメルキナにそっくりだ。というかマジでお母さんに見えん。お姉さんで十分通るな。

「あー、それじゃ着替えてきます」

「はい、いってらっしゃい」

　なんだかエルミナさんを見ているとメルキナを思い出して切なくなってきたので貸し与えられた寝室に戻り、服を着替えることにする。

　しかし焼け焦げてボロボロだな。でもある程度原形が残っているのにも驚きだ。魔力の炎に炙あぶられても燃え尽きないとか特殊な布なのかね？

『防御する時に身体に魔力を通したでしょ？　多分服にもある程度魔力が通ってそれで焼けずに済んだんだと思うよ』

　魔力を通さなかったらＺＥＮＲＡだったかー、危ねぇ。

　新しく渡された服をベッドの上に広げ、アレス君から貰った剣帯もトレジャーボックスから取り出す。

　うーん、やっぱり不思議だ。何な故ぜエルミナさんの寝室に男物の服があるんだろ……うん？　ああ、そういう。あれ？　それってヤバくね？

『そうだね。思い出の品を迂闊に燃やしてボロボロにするなんて君は鬼畜だなぁ』

　あああああああああああああ!?　これもしかしなくてもエルミナさんの旦那さんの服じゃねぇの!?　うわああああああああああやっちまったうわあああああああああ！　謝るしかないけど謝って許されることじゃねぇえええええ！　許してくれるだろうけど罪悪感が！　うわああああああああ！

　下着姿で悶もだえていると唐突に寝室のドアが開け放たれた。何事かと思って振り返ると、そこにはなんとも言えない表情のエルミナさんが。

「タイシくん何やって……って」

「すいませんでしたぁ！」

　光の速さで土下座した。いや、光の速さどころか音速も超えてないだろうけどそれくらいの勢いで土下座した。こんなに見事な土下座はマールにもしたことがない気がする。

「えぇ……？　どうしたの突然。というか服着てよ」

「いやほんとすみませんこれ旦那さんの服ですよね？　大事な思い出の品を」

「何を騒いで……エルミナ、タイシ君、そういう特殊なのは私が外に出ている時にでもやってくれないか？」

　騒ぎを聞きつけたデルフィーダさんまで現れてもうしっちゃかめっちゃかである。しかもかなり斜め上方向の勘違いをしてらっしゃる。そういうのじゃねぇから！

「違うわよ！　いいから、服を、着なさい！」

「イエスマム！」

　最初に貸してもらった服よりも幾分厚手で丈夫そうな服をささっと着込む。厚手なのに通気性が良いいのか着心地の良い服だ。剣帯もしっかりと装着する。いや、今は良いか？　まぁいいや。着けとこう。

　着替え終わって居間に行くと、頭にたんこぶを作ったデルフィーダさんとプリプリと怒っているエルミナさんがいた。

「第一タイシくんはあの子の旦那よ？　私がどうこうするわけないでしょ」

「そうなのか？　まぁお前がそう言うのならそうなのだろうな」

「含みがある言い方ね……」

「私も一応お前の親なのでね。久々にお前が楽しそうで何よりだと思っているよ」

　頭にたんこぶを作っても淡々としているデルフィーダさんである。俺どうにかされちゃうの？　ちょっと怖いような期待しちゃうような不思議な感覚だな。

『君、業が深すぎない？』

　なんでやエルミナさん美人やろ。

『ダブルスタンダード乙』

　貞操は守ろうと思うが、こういう類たぐいの男のロマンを考えることまでやめるつもりはない。美人で若いお義か母あさんとかロマンじゃん？　ファンタジーじゃん？　エルフだからこそなせ……いや、人間でもいたわ。イルさんとかあれおかしいよな。

『あー、あの娘こはちょっと特殊だからねぇ』

　駄神がイルさんについて何か知っているような感じだったが、対価を求められたら面倒なのでスルーしておく。今はそんなに重要な案件でもなさそうだし。

『もっと頼っていいのよ？』

　お断る。

　何やら侃かん々かん諤がく々がくとやり合っているエルミナさんとデルフィーダさんを横目にキッチンに立ち、竈かまどに火を入れる。朝のアレみたいなのはごめんだからな！　アレみたいなのが出てくるくらいなら俺が作るよ！
















「デルフィーダさん、ベヘモスの肝とか肉ってしっかり火を通したほうが良いんですか」

「ああ、そうしたほうが良い。臭みがあるから臭み消しを忘れずにな」

「ちょっとタイシくん、料理なら私が」

「「いや、結構です」」

　まずはキッチンに備えられている調味料を吟味する。塩、砂糖、胡こ椒しようのようなスパイス、カレー粉のような混合スパイス、ごまっぽい匂いのする油、ニンニクめいた匂いのする油、壺つぼの中に入っているドロリとしたソースめいた何か──味見をしてみるとウスターソースみたいな味だ。醬しよう油ゆや味み噌そは残念ながらなかった。

　野菜は青い色をしたタマネギのような何か、キャベツのようなもの、どう見てもニンジン、紫色のダイコンめいた根菜、ニラのような葉っぱの束、色とりどりのキノコなどが見つかった。

　どれも使ったことのない野菜だ。困った。とりあえずニラのような葉っぱを少しちぎって口の中に入れる。うん、ニラだな。多分ニラ。

　とりあえずレバニラ炒いためにしよう。

　あとはキャベツのようなものと薄切りにしたベヘモス肉とキノコと塩でスープをでっちあげるか。このキノコ、食材だよな？　まさか毒キノコをキッチンに置いてあることはあるまい。ないよね？

「このキノコ、食用ですよね？」

「勿もち論ろんだ」

　安心した。

　なかなかデカいしいたけのようなキノコをスライスしておく。軸もスライスして一緒に入れちゃおう。キノコは最後にあまりグラグラと煮立っていない状態のスープに投入することにする。

　スープを作っている間に大きなレバーの塊を一口大にスライスし、塩水に浸して臭み取りをしておく。

　黒パンの塊があったのでそれも適度な数にスライスしておく。主食は大事。

　そして臭み抜きをしたレバーをごまっぽい油で炒めて軽く塩を振る。そこそこに火が通ったらザク切りしたニラを投入して炒める。ここでまた軽く塩胡椒。そして仕上げに謎ソースをほんの少し垂らして絡めれば完成。

　スープは塩胡椒で味を調えて煮ただけだ。アクはちゃんと取ったぞ。

　エルミナさんに食器を出してもらい、三人で食卓に着く。

「意外とまともね」

「お前が言うのは失礼だろう」

「私だって本気出せばこれくらいやれるわよ」

　雑な男料理なんですが本気が必要ですか、そうですか。やはりエルミナさんをキッチンに立たせてはいけない。

　レバニラ炒めの味はまぁ無難だった。本当は醬油が良かったのだが、ウスターソースっぽいやつでも十分美お味いしい。レバニラ炒めにはごはんが欲しいところだが、まぁ黒パンに載せてもいける。スープはキノコかベヘモスの肉から良い出だ汁しが出たのかなかなかに良い出来だ。

「じゃあ夜は私が」

「いや、私が作ろう」

「そう？」

　デルフィーダさんによって晩ばん餐さんの危機は救われた。塩振って焼くだけのエルミナさんにあれだけの調味料は必要ないだろうから、あれらの調味料はきっとデルフィーダさんのものに違いない。ならきっと大丈夫だ。

「それじゃあ色々と聞かせて貰おうかしら。昨日は本当に軽く聞いただけだし」

「ああ、メルキナの話ですか。俺も出会う前の話は寝物語に聞いただけなのでどこまで正確な内容なのかはわかりませんけど、それで良いなら」

「それで良いわ。飲み物を用意しましょうか」

　そう言ってエルミナさんがお茶を用意し、そのままリビングで俺が聞いたこの森を出てからのメルキナの話をすることになった。昨日はメルキナが俺の嫁になった経緯を本当にサクッと話しただけだったからな。








第二話　～おてんば娘の足跡を語りました～









　メルキナがこの大森林を出たのはおよそ三十年ほど前のことだったと聞いている。

　特に何か大きな理由があったわけではないらしい。ただ、この集落や近在の集落に子作りをしたいと思うような相手がいなかったのと、ここでの生活が退屈だったからとか美味しいものを食べてみたいとかそんなフワッとした理由だったと言っていた。

　その時点でメルキナは既に大森林で一人前の狩人として活躍できるだけの腕を持っていたので、外の世界でも生きていくだけならなんとでもなるだろうと楽観的に考えた。いざとなれば森に逃げ込めばいいし、大森林に帰ってきてもいい。

『ちょっと外の世界を見てくるわ』

　たったそれだけの置き手紙を残して風のように居なくなったらしい。自分の弓矢と少しの保存食と着替え、そして大森林では使うあてのない外のお金を持って。

『そのお金ってパパの遺品？　ってやつだったのよね。私のパパは外から迷い込んだ人間だったから』

　大森林ではカレンディル王国やゲッペルス王国で流通しているような金貨や銀貨、銅貨は流通していない。基本的に物々交換でモノをやり取りしているからだ。

　メルキナの父はかつて大森林に迷い込み、傷つき倒れてエルミナさんに拾われ、そして大森林から出ることなくその生を全うした。貨幣を使う機会などなかったわけだ。

　数枚の金貨と銀貨、そしてそこそこの数の銅貨を持って旅立ったメルキナはまず東に向かった。

　大森林の北には断だん崖がい絶壁から望む海とその断崖絶壁に住む鳥人族の集落があるばかりであるし、西には峻しゆん厳げんな山々が聳そびえ立ち、その先にはドワーフ達の王国であるマウントバスがある。酒好きで穴蔵住みのドワーフ達にも別に用はない。興味の対象は人間達の沢山居る街やそこで売られている食べ物だった。

　そうなると南のカレンディル王国か東のゲッペルス王国、更にその先にあるミスクロニア王国が選択肢となるのだが、南のカレンディル王国では獣人を明確に差別している上にその他の亜人もあまり良い扱いを受けないというもっぱらの噂であった。

　現に大森林にはカレンディル王国から追われてきた獣人達が沢山の集落を作っていたし、少し前にはエルフ達も排斥されたのだとじいじ（デルフィーダさんのことだろう）が言っていた。

　だから南もなし。そうなると消去法で東にあるゲッペルス王国が目下の目的地となる。

　大森林の魔物達は危険なものが多い。

　しかし狩人として一人前の力を持つメルキナにとって大森林の踏破そのものは特に難しいことでもなかった。勝てない相手は振り切って逃げるなり隠れてやり過ごすなりすれば良いし、夜は高い木の上で眠れば良い。

　それに大森林にはエルフや獣人の集落が幾つか点在している。外から奴隷狩りに来た人間ならともかくとして、大森林の同胞であるエルフであればそういった集落で一晩の宿を借りることは難しくもなかった。

　そうして大森林を東に抜けたメルキナはゲッペルス王国に辿たどり着いた。

　ゲッペルス王国の国土は広大で、その大半が草原や未開拓の荒野だ。動物が多く、魔物は非常に少ない。しかも数少ない魔物も大森林の魔物とは比べるべくもなく弱い魔物ばかりであった。メルキナは冒険者として商隊の護衛や魔物狩りをしながら路銀を稼ぎ、暫しばらくゲッペルス王国を渡り歩いた。

　しかし、いくらメルキナが大森林で狩人として一人前の腕前を持っていたとしても、やはり女の一人旅。それも美しいエルフだ。トラブルにはそれなりに巻き込まれた。

　商隊の護衛ではせいぜい下品な言葉をかけられたりする程度であったが、他の冒険者と組んで狩りに行ったりすれば寝込みを襲われることなど珍しいことでもなかった。

『何人かもいでやったらそういうのはほとんどなくなったけどね』

　そう話すメルキナの目は怖かった。ヒュンッてなった。

　ゲッペルス王国を一通り渡り歩いたメルキナは次にミスクロニア王国へと向かった。

　その頃のミスクロニア王国は少し荒れていた。魔王を名乗る邪悪な魔法使いがミスクロニア王国の姫や若い娘達を拐かどわかし、魔物や悪魔を操って国土を荒らしていたからだ。

　メルキナも冒険者としてそういった魔物や悪魔を討伐することがあった。悪魔はなかなかしぶといし、魔法も使ってくるので厄介な奴らだったらしい。

　しかしメルキナが食べ歩きをやめることはなかった。既にこの時、メルキナの目的はただのグルメ旅になっていたらしい。

『あの頃のミスクロニア王国の食事は結構酷ひどかったわね』

　魔王のせいで醬油や味噌の生産はおろか作物全般の収穫すらままならないような状況で、どこに行っても魔物の肉、肉、肉というような感じだったらしい。それでも地元の名物は細々と作られていたりするので肉中心の食事に辟へき易えきしながらもメルキナはミスクロニア王国を渡り歩いた。

　そうしているうちに剣の勇者によって魔王を名乗る魔術師が討伐され、紆う余よ曲きよく折せつの末に勇者と拐かされていた姫が結婚した。拐かされていた姫は一度命を失ったが、件くだんの勇者が神に直訴してその命を取り戻したのだという。

　話が逸それるが、愛しの姫の命を取り戻すために勇者が神に挑んだ『剣の勇者の物語』はこの大陸中で人気度ナンバーワンの物語だ。未だに加筆修正されたり二次創作されたりと新刊に事欠かないらしい。

　この前、最新の全巻セットをすぐ斬りかかってくる短気なおっさんに贈ってやったら凄すごく情けない表情で勘弁してくれと言われた。なんでも行動や言動が美化されすぎていて読むと恥ずかしくて死にそうになるらしい。

　ちなみに後に王妃となった愛しい姫との純愛を貫く王妃派と、神への直訴の際に出会い、後に伯爵にまで上り詰めた女勇者との秘めた愛を推す伯爵派、そして勇者が姫と女勇者の板挟みになる現実派の三派閥が鎬しのぎを削けずっているらしい。

　正確には王妃派と伯爵派の二大勢力が激しく争っており、現実派はひっそりと存在している。俺が贈ったのは王妃派の最新刊だ。別派閥の推し本なんて贈ったら俺の命が危ない。

　閑話休題。

　ミスクロニア王国で暫く過ごしたメルキナは次にカレンディル王国へと足を延ばすことにした。ゲッペルス王国経由でミスクロニア王国まで商売に来る商隊と知り合い、その護衛としてカレンディル王国に足を延ばすことにしたんだそうだ。

　暫くはその商隊を運営する商会の護衛としてカレンディル王国内を渡り歩いて色んな場所で色々なものを食べた。食事の好みとしては野菜を多く使うカレンディル王国の料理が一番口に合ったらしい。

　そんな感じで過ごしていたある日のこと。

　その日、メルキナはカレンディル王国の王都であるアルフェンに滞在していた。

　そろそろカレンディル王国の料理も大方食べたし、次の目的地としてドワーフ達の王国であるマウントバスにでも行ってみようかなと考えていたらしい。マウントバスのドワーフ料理を味わう機会も何度かあり、その本場に行ってみようと思っていたのだそうだ。

　そんな折、アルフェンの裏路地で二人の獣人の少女と出会った。

　カレンディル王国で獣人と言えば奴隷だ。その扱いを見るたびにメルキナは気分が悪い思いをしていたが、ゲッペルス王国とミスクロニア王国を放浪して様々な文化や風習を目にしてきたメルキナとしてはこれもカレンディル王国の文化なんだろうとそういう面には目を瞑つぶっていた。

　不快だし、野蛮だとは思うがそれがその国の文化であるならば異邦人である自分が何かを言うのは筋が違うだろうと割り切っていたのだそうだ。

『たすけて』

　だが、面と向かって助けを求められてしまうと困ってしまった。

　二人の獣人の少女は奴隷にしては非常に身綺麗であった。髪もふわふわで、奴隷とは思えぬような高価そうな服を着ていた。そういった獣人奴隷をメルキナも何度か目にしたことがあった。カレンディル王国の貴族が持つ愛あい玩がん用の獣人奴隷という存在だ。

　獣人と一口に言ってもその容姿は様々だ。

　殆ほとんど人間と変わらぬ容姿で耳などのごく一部にだけ獣の特徴を持つ者もいれば、二足歩行の獣といった容姿の者もいる。貴族の愛玩奴隷として珍重されているのは前者のような容姿を持つ者達だ。

　この二人もそういった容姿の少女達であった。

『助けてって言われてもね、困ったわ』

　奴隷というのは主人の所有物で、財産だ。勝手に連れ去ればそれは立派な窃盗である。

　しかし実際のところ奴隷の窃盗などそう簡単にできるものではない。なんせ連れ去っても隷属魔法を用いればその追跡は容易であるし、隷属魔法の解除や書き換えには専門の知識と技術が必要なのだ。助けてと言われても、助けようがない。

　しかし、経緯は不明だが少女達にはまだ隷属魔法が施されていなかった。彼女達が言うには隷属魔法が施される前に逃げてきたらしい。

　そんなことがあり得るのだろうか？　と、疑問に思いながらもメルキナは少女達をとりあえず自分の部屋へと連れ帰ってその身体を検あらためた。そうすると確かに隷属魔法をかけられている痕こん跡せきはなかった。

　メルキナは悩んだ。面倒事はごめんだ、しかしこんなに幼い少女達を見捨ててむざむざと奴隷にしてしまっても良いものだろうかと。

　エルフのメルキナにとって人間や獣人の年齢を推し量ることは難しかったが、二人がとてつもなく幼いということだけはわかる。二人とも自分の腰くらいまでしか身長がないのだから。

　悩んで悩んで悩み抜いた末に次の日の朝にはアルフェンを発っていた。本当に悩んだのかと問いたくなるようなスピードでの即決である。

　大森林に帰ることも検討したのだが、幼子二人を抱えて大森林を踏破するのは流石さすがに厳しい。なのでメルキナはアルフェンから少し離れた場所にある深い森に潜伏することにした。

　王都アルフェンに滞在し続けるのは愚策だ。早晩追っ手にかかってメルキナ共々捕らえられるのがオチである。メルキナだけであれば逃げられるかもしれないが。

　それに対して深い森であれば追っ手から逃れるどころか撃退するのも容易である。森で大森林の狩人に勝る存在などそうそういないのだから。幼子二人が少々心配ではあるが、幼いながらも二人で逃げ出してくるような聡さとい子達だ。メルキナが狩りに行っている間、隠れ潜むくらいのことはできるだろう。

　それに、向かう先の森には獣人の隠れ里があるという噂があった。合流さえできれば助けてくれるに違いない。そう思っていた。

『助けてもらうどころかこっちが助ける羽目になったわよ』

　彼らは確かに集落を築いていたが、それはメルキナから見るとあまりにも拙つたなく、危なっかしいものだった。子供が生まれても健やかに育つことは稀まれで、食料は少なく、狩りの技術も未熟の一言だ。よくこれで今まで森で生活してこられたものだと呆あきれるばかりだった。

　こんな場所に二人の幼子を預けていってもきっと生き残ることはできないだろうと判断したメルキナは集落に留とどまり、自分の知る大森林の狩人としての知識と技を獣人達に教えることにした。

　そうして十数年、やっと集落が落ち着いてきた頃に大だい氾はん濫らんが起きた。深い森の中の集落にも大氾濫は押し寄せてきた。いつもは森の深部でしか見ないような魔獣や魔物、悪魔族までもが姿を現した。

　獣人の集落もなんの対策もしなかったわけではない。大氾濫が起きること自体はメルキナが街や村へと買い出しに行った際に耳にしていたので、村の防備も整えてはいたのだ。村の周囲に空堀を掘り、逆さか茂も木ぎを設置して大氾濫に備えた。

　だが激しい戦いの末になんとか大氾濫は退けたものの集落の戦力の殆どが戦闘不能に陥り重傷者多数。薬草も食料も足りず物資は尽き、背に腹は代えられず疎開で無人になった近くの村に略奪に行くことにした。

「そこで俺と出会ったってわけです」

「なんでそんな場所で？」

「その頃俺はカレンディル王国の勇者として各地の大氾濫を鎮め終えたところだったんですよ。勇者として持ち上げられる前にその村とは縁があって、どうなったかと見に行ったところで偶然に、ですね」

「ふぅん、まぁ運命なんてそんなものかしらね。それで？」

　その先は俺とメルキナの物語だ。物語なのだが。

「いやそれが、なんでメルキナが俺に惚ほれたのかはよくわからないんですよね」

　そう前置きしてから俺は語った。

　獣人の村の惨状を見てそれを救ったこと、カレンディル王国とミスクロニア王国に大樹海の領有を認めさせたこと、大樹海を大きく切り拓ひらいて新天地を獣人達に与えたこと、大樹海に住んでいた他の種族と交渉したこと。

「信じ難い話だな」

「まぁ、今の俺を見るとそうですよね。力を失う前の俺は本当にこう、無敵って感じだったんで」

　お茶を飲んで呟つぶやいたデルフィーダさんに頭を搔かきながら答える。

「それは父さんがタイシくんの戦う姿を見ていないからよ。私は信じられるわ」

　対してエルミナさんは微笑ほほえみながら俯うつむき、お茶の入ったカップに視線を落とした。その様子を見てデルフィーダさんが片かた眉まゆを上げる。

「同じ方向を向いて生きていけると思ったのね、あの子は」

「同じ方向を？」

「タイシくんが獣人達に対してやったことと、あの子が獣人達に対してやっていたことは殆ど同じことでしょう？　最初、あの子は二人の女の子を助けるのに一晩悩んだ。タイシくんは集落一つを背負うのに殆ど即断だった。そうよね？」

「まぁ、そうですね」

　まったく何も考えずに決断したわけじゃないが、まぁ即断だったと思う。

「それだけの命を背負う覚悟を決めて、ちゃんとその責任を果たす。口で言うだけなら簡単なことだけど、タイシくんは実現したんでしょう？　あの子はそれを目まの当たりにして、あなたとなら生きていけると判断したのよ」

　そういえばメルキナが嫁になる宣言をしたのは大樹海に新天地を確保した直後だったな。それまでは警戒心を隠さずツンツンしてそんな素振りはなかったのに、いきなりデレて嫁になる宣言した時は何があったのかと非常に困惑した覚えがある。

「お菓子云々はきっと照れ隠しね。半分くらいは」

「半分は本気か」

「あの子、食い意地は人一倍だから」

　まぁ食い歩きぶらり旅をするくらいだからそうだろうなぁ。

「それで、身一つで大森林に来た理由というのは？」

「あー、その理由はですね。信じてもらえるかどうかちょっと自信がないというか、正直に言うと正気を疑われそうな内容なんですけど」

「いいから、話してご覧なさい」

　デルフィーダさんとエルミナさんに促され、事の次第を話すことを決心する。うーん、ドン引きされる未来しか見えない。

「どこから話したものか……全部話すとなると俺がどういう立場なのか話してからのほうが良いいか。まず、俺はこの世界の人間じゃありません。エリアルドの外の世界から来た勇者です」

「……続けて」

「とあるアホな神によって俺はこの世界に連れてこられました。で、紆余曲折あって大氾濫で大量の魔物を倒して、俺は大きな力を得ました。俺がもらった神の恩恵は倒した魔物の数と質に応じてより大きな力を得られるという類たぐいのものだったんですよ」

　俺の説明にエルミナさんは頷うなずき、デルフィーダさんは腕を組んで瞑めい目もくした。

「で、力を得て先程話したように自分の領地を得たわけですが、俺をこの世界に招いた神とは別の神々にとって、力を持ちすぎた俺は邪魔な存在になってしまったようでして。つまるところ神々とガチで喧けん嘩かをすることになりました」

　エルミナさんも目を瞑ってお茶を飲み始めた。

「で、雷の槍やりを投げてくる神を名乗る男を追い詰めたんですが、その俺をこの世界に連れてきたアホな神が違う場所で敵対陣営の神々に負けた上に、俺が戦っている場所に他の神を引き連れてきやがりまして」

『引き連れていってないし！　足止めしたけど力及ばなかっただけだし！』

「あーうるさい。で、激戦の末に敗北して力を奪われ、トドメを刺されるってところでそのアホ神と一緒にこの大森林に落ち延びてきたってわけです。一昨日おととい、この辺りに雷落ちましたよね？　それです。で、そのアホ神は俺と同化して今、頭の中で騒いでます」

「……エルミナ」

「私もどう反応していいか決めかねてるところだからちょっと待って」

　デルフィーダさんが助けを求めるかのようにエルミナさんに視線を向け、エルミナさんは頭痛を抑えるかのように眉み間けんに手をやる。

「信じられる話じゃないですよね！　知ってました！」

　俺もテーブルに突っ伏す。こんな話を一発で信じられたら俺だって正気を疑わざるを得ない。こんな話を信じるのは絶対詐欺師とかに騙だまされる人だ。

「とりあえず、今の状態じゃ俺は嫁達のところには帰れないんですよ。十中八九監視されてますんで、帰ったら今度こそトドメを刺されますから。今は俺と同化したアホ神が神々の目を欺いてるんで、それこそ神殿を訪れない限りは見つからないみたいですけどね」

「話の真偽は別としてタイシくんの話はわかったわ。何か見通しはあるの？」

「今も言ったようにまずは力を取り戻すことですね。地水火風と光、空間、純粋、結界魔法あたりは極めてたんですが、今は初級程度しか扱えませんし、剣とかの腕も落ちてるみたいですから訓練し直さないと。あとは装備も整えなきゃいけません。その後は……まぁ策はあるみたいです」

　一枚岩ではないという神々に協力者を作って切り崩していくというのがとりあえずの策だが、今は力を取り戻すのが最優先だ。

　問題はそれをどうやって実行するかなのだが。まぁ地道に訓練するしかないのだろうか？　何か方法があるか後で駄神に聞くしかあるまい。

「すぐに出ていかなきゃならないとかそういうことでなければ暫しばらくここに居れば良いわ。私もタイシくんのことをもっとちゃんと知りたいしね」

「そうだな、もっとお互いに理解を深めるべきだろう」

　エルミナさんの言葉にデルフィーダさんも同意した。頭がおかしい奴だと思われて追い出されるとかそういう事態にならなかっただけでも儲もうけものだな。いやほんとに。

　冷めたお茶を飲み干し、何気なく外に目を向ける。かなり長い間話していたが、まだまだ日は高い。日の差し方から考えるに午後三時前後といったところだろう。

「まだ陽も高いですし、少し身体を動かしてきます。まだ自分がどの程度の力を残しているのか把握しきれてないんで」

「そう、いってらっしゃい。心配はいらないと思うけど、気をつけるのよ」

「はい、いってきます」

　二人に見送られ、エルミナさん達の家を後にする。

　まずは自由に樹上村と地上を行き来できるように風魔法の練習をしないといかんな。








第三話　～物資の調達に同行することになりました～









「ちがうよー、こうだよ」

「こうか？」

「ちがーう。でかいのにへたくそー」

「あはははは」

「ぐぬぬ」

　俺よりもよほど上手に風魔法を使ってぴょんぴょんとそこらを跳ね回るエルフの子供達にからかわれながら風魔法の練習をする。

　ここは樹上村の一角、落下防止用のネットが張られたエルフの子供用のアスレチックである。アスレチックと言うか訓練施設？　いや、ほぼ遊び場と化しているようだしアスレチックで良いか。

　巨木から張り出した自然の枝と、木材で作られた人工の足場が幾つか空中に張り出しており、その下には何かの植物で編まれたらしい丈夫そうなネットが広く張られている。この枝と足場の間にはロープが渡されていたり、あるいはずっと上の枝からロープが垂らされていたりしており、子供達は風魔法を併用して枝から枝に飛び移ったりロープからロープに飛び移ったり張られたロープの上を渡ったりして遊んでいた。

　俺もそれに交ぜて貰もらったのだが。

「あーッ!?　ちょっ、待て、落ちる落ちるって！」

　割と必死な俺に子供達は容赦なく練習用の弓矢で矢を放ってくる。子供の練習用なので弓もごく弱いものだし、矢も木の矢の先端に布を巻いたものなので当たっても大して痛くはないのだが、不安定な足場の上でビシビシ射うたれるとバランスを崩して落下しそうになる。

　ネットは張られているが、足場からネットまではそこそこの距離があるし何よりネット越しに見える地面は遥はるか数十メートル先だ。ケツがむず痒がゆくなる高さなのである。

「容赦ないなお前ら!?」

　高レベル故の身体能力をフルに活用すれば子供達を捕らえるのはわけもないのだが、それでは修練の意味がない。よって俺は子供達に翻ほん弄ろうされつつ、慣れない風魔法を操って足場から足場へと飛び移って彼らを追いかけている。

　身体を動かしながら魔法の行使も並行するというのは意外と難しい。しかし子供達の動きを見ているうちに矢を見切ることはできるようになってきた。

「よっ、ほっ、このっ」

　足場の上で上う手まくバランスを取りながら四方から飛んでくる矢を摑つかみ取ったり手で払ったりする。そうすると子供達は新しい遊びだとでも思ったのか矢の数がどんどん増えてきた。

　というかおい、少し離れたとこで弓の練習してた子まで射ってくるのはやめろ。いくら俺でも迎撃能力の限界というものがある。

「痛っ!?　子供はともかく大人が交ざるのはやめろ！」

　やたらと鋭い一矢が飛んできたと思ったら子供達の指導役だった大人のエルフまで射ってきやがった！　おでこにヒットした。

　そして俺にヒットした一矢を見て何か学んだのか次々と命中弾が増える。

「あっあっ、痛っ、あっ、ちょっ、落ちっ、アーーーー!?」










「酷ひどい目に遭った」

　見事にネットに受け止められた俺はネット上に落ちた練習用の矢を回収し、アスレチックに併設された射撃練習場へと這はい上がった。エルフの子供が落ちた落ちたーとか指差しながらキャッキャと笑っている。

『悔しいのう、悔しいのう』

　別に悔しくねーし。遊んでやっただけだし。

『それで、こういう方法で力を取り戻していくの？　このやり方だと元の力を取り戻すのに数十年かかると思うけど』

　んなこと言ったってなぁ。俺は結局のところスキルポイントシステムでしか力を得たことがないんだ。そりゃ魔闘術に関しては俺自身の修練で手に入れたものなのかもしれんが、結局のところ他の魔法スキルのサポートがあってこその習得だったしな。

　急速に力を取り戻せる方策があるなら是非ご教授願いたいね。

『対価を請求させてもらうよ？』

　超やだ。

『そう嫌わずに。優しくするから』

　死ぬほどやだ。

『ネタバレすると、そうする以外に方法はないよ？』

　マジかよ最悪だな。なら仕方ないか。

『あれ？　意外とあっさり』

　他に手っ取り早い方法がないなら仕方ない。俺が死ぬほど嫌な思いをするのは我慢すれば良いだけだし、今のマール達と離れ離れの状態のほうが俺にとっては苦痛だ。

『……そんなに嫌？』

　自分でもどうにもならないレベルで嫌って感情が迸ほとばしるな。これはもう俺の意思を超えた超越的存在の関与が疑われるレベルだね。意外とお前に何か問題があるんじゃね？

　見た目とか性格そのものは冷静に考えれば好ましいような気がせんでもないんだがな。喩たとえるなら共食いに通ずるような忌避感がある。

『えぇ……？　おっかしいなぁ、なんか初期設定でミスったのかなぁ』

　駄神がそう言って意識の底に沈み込んでいく。大人しくなったのはいいけど初期設定ってなんだよ。不穏な言葉を残していきやがって。

　トレジャーボックスに回収した練習用の矢を全て返し、子供達と指導役に別れを告げてエルフの樹上集落を歩き始める。この後どうするにせよ、とりあえずの拠点となるこの樹上集落に自由に出入りできるようにしなければならない。

　子供達とエクストリームなアスレチックで遊んだおかげでなんとなく風魔法を使っての移動のコツは摑めた気がするので、あとは実践だ。

　元々風魔法で空すら飛んでいた俺である。レベル補正によって魔力も十分にあるし、感覚を思い出しさえすれば意外と簡単に魔法を使えるようになるのではないかと思っている。

「問題は魔力の制御と精度だよな」

　なんとなく使えるようになった風魔法を駆使してなんとかかんとか樹上村から地面に降り立ち、ちょっと全力で走って村を見失わない程度の距離まで離れた。

「今まで感覚で使ってたからなぁ……」

　魔法を使うという感覚を言葉で表すのは難しい。

　身体の中に魔力を集中し、体内で魔力を魔法として練り上げ、そして体外に放出するというのが基本的なプロセスだ。それこそ単純な魔法であるウィンドバレットとかファイアアローなんかは正にそんな感じで、コツさえ覚えれば連射もできる。弾頭の形状や飛ひ翔しようする軌道の変更なんかはイメージで簡単に変更できるので、同じ魔法でも人によってかなり形状が異なったりするらしい。

　今使える範囲の魔法を何度も連続して放ち、その扱いに習熟する。なんでもかんでも一足飛びにできるはずもないので、まずは足元をしっかり固めることにしよう。

　まず、今使える魔法の確認だ。

　地魔法レベル２、水魔法、火魔法、風魔法レベル１、純粋魔法レベル２、回復魔法と空間魔法はレベル１といったところだ。

　地水火風の四属性魔法に関してはレベル１で初歩的な単射の攻撃魔法、レベル２で発展型の攻撃魔法と防御魔法って感じだったはず。

　感覚的に使ってたしスキル欄からいつでも確認できたから意識してどんな魔法だったのか覚えてなかったのが痛いなぁ……メニューとかの基本機能が一切使えなくなる事態ってのはまったく想像してなかったと言えばそんなこともないのだが、危機感が足りなかった。

　純粋魔法はレベル１でマジックアロー、レベル２でマジックミサイルとマジックバリアだったかな？　純粋魔法は四属性魔法と違って対象をロックオンして発射する感じだから使いやすいんだよな。弾速速い上にめっちゃ曲がるから遮しや蔽へい物でもないと殆ほとんど躱かわされない。

　回復魔法のレベル１は負傷の回復、レベル２で確か解毒だったはず。酒で酔った時にも効いた覚えがある。空間魔法はレベル１でトレジャーボックス、レベル２で短距離転移だった気がする。

　掘り起こした記憶を頼りに魔法を使っていく……が。

「全然捗はかどらねぇなこれ！」

　試しにウィンドカッターを使おうとしているのだが、全然上手くいかない。

　この世界に来て最初に取ったのが確か風魔法レベル２で、ウィンドバレットとウィンドカッターを色々試し撃ちしたはずだ。あの時は割と自由自在にウィンドカッターも扱えたはずなのだが、まずもって発動すらしない。確かに戦闘では純粋魔法ばっかり使ってたけども、こんなにも使えないものか。スキルアシストの凄すごさが身に沁しみるな。

　落ち着け、イメージだ。イメージが大切だ。風の刃やいばを飛ばすなんてゲームでも漫画でもアニメでもサンプルに事欠かないじゃないか。魔力を集中しろ！　イメージだ！

　何度も何度も不発を繰り返しているうちに気持ちも萎なえてくる。それに不発でも魔力をちゃんと消費しているようで、心なしか疲れてきたような気もする。

「うーむ」

　唸うなりながら座り込み、掌の上にウィンドバレットを作り出す。

　無色透明な空気の塊であるからして、目で見ることはできない。陽かげ炎ろうのように微かすかに景色が歪ゆがんで見える程度である。ちょっとした思いつきでウィンドバレットを圧縮し、球形の弾頭を円盤状に薄くしていく。

　極限まで薄く、圧縮した状態で放ってみる。しかし、放った瞬間に円盤は球状に戻って霧散してしまった。なんとか飛ばした後も圧力を維持できるように試行錯誤しているうちに放った後も円盤状の形を維持できるようになってきた。

　その時、不意に頭の中でカチリ、と抜けていたパーツが嵌はまったかのような感覚があった。

　そうするとどうしたことか、今まであんなに苦戦していたウィンドバレットの圧縮とその維持が簡単にできるようになった。今のがスキルレベルが上がった感覚か？　でもこんな話聞いたこともないな。常識的な話だからだろうか？　それとも俺特有の感覚なのかもしれん。

　繰り返しウィンドカッターを使い、慣熟訓練をする。ふと閃ひらめいてウィンドシールドを使ってみると、以前と同じ感覚で発動することができた。これは恐らく風魔法がレベル２になったということなのだろう。

　ウィンドシールドの応用で身体に風を纏まとわせ、そこら辺を跳ね回ってみる。うむ、これなら子供達に馬鹿にされることもなさそうだ。恐らくこの感覚を拡大して飛翔の魔法に繫つなげていくんだろうな。はて、レベル３魔法はなんだっただろうかと思い出しつつ樹上村へと戻る。

　風魔法レベル２になった今の俺なら自分ひとりで樹上村にも上がれるはず。

「とぅっ！」

　身体を押し上げるように風を纏いながら思い切りジャンプする……届かなかった。偶然樹上村からこちらを見ていたアレス君と目が合う。

　ちゃうねん。今のはな、ちゃうねん。本気じゃなかったから。ちょっと事故を恐れて魔力控えめにしてたから。本気出せばこんなの一発だから。見とけよ見とけよー。

「とぁっ！」

　さっきより多めの魔力を篭こめ、自分の身体を風で押し上げながらジャンプする。

　ドォン！　と足元で凄い音がした気がするけど気にしない。よし届いた。指先だけでも届けば這い上がるのは簡単だぜ。どうだ見たか。

「無駄が多すぎる。子供以下だな」

「うっせ、すぐにカンを取り戻してやる」

　まったくダメダメな状態からほんの少し練習しただけでウィンドカッターとウィンドシールドを使えるようになったんだし、意外とすぐに元の力を取り戻せるんじゃなかろうか。




　そんな希望的観測を抱いて修練すること一週間と少し。




「なんでや！　レベル２相当まではすぐ使えるようになったやないか！」

　遥か頭上にある巨木の枝葉を見上げながら叫ぶ。うん、三日で上達が止まったんだ。

　地水火風の基本属性魔法と回復魔法はすぐにレベル２相当の魔法が使えるようになったのだが、純粋魔法はレベル２相当のままで空間魔法にいたってはレベル２魔法である短距離転移ですら全く使えるようにならない。

　地水火風の基本属性魔法もレベル３相当の魔法が使えない。

　レベル３魔法は印象が薄いんだよなぁ。確か火魔法は範囲内を火柱が蹂じゆう躙りんするような魔法だった気がする。風魔法は範囲内を風の刃が切り裂きまくるやつだったか？　水魔法は容易に人体を貫くレベルのウォータージェットで、地魔法はなんだったか。地面から石でできた槍やりが突き出してくるやつだっけか。

　その辺がよくわからなくて駄神に聞こうかとも思ったんだが、あの役立たず、意識の底に沈み込んだまま出てきやしねぇ。静かなのはいいんだけど肝心なところで役に立たないのはいかがなものか。
















　基本属性魔法はレベル３からが所謂いわゆる中級魔法と呼ばれる領域なので、今の俺は見事に中級の壁というやつにぶち当たってしまっているというわけだ。どうしたもんかと座り込んで考えていると、樹上集落の方向から誰かが近づいてきた。

「随分とまたすごい魔力の無駄遣いね。魔力溜だまりになってるじゃない」

「練習、練習です。無駄遣いチガウ」

　辺りを見回して呆あきれたような表情を浮かべるエルミナさんに俺は断固として抗弁する。

　ＮＯＵＫＩＮ理論に従って初級の魔法に大量の魔力をぶっ込んでみたりと色々と試した結果、俺が練習場にしているこの広場はちょっとした魔力溜まりになってしまっていた。

　魔力溜まりというのは読んで字の如く魔力の溜まり場である。通常空間よりも濃い魔力が漂う空間のことを指し、環境に様々な影響を与えるらしい。どんな魔力が溜まるかによって与える影響も様々なのだが、俺の魔力が溜まった結果この広場は謎の燐りん光こうが漂い、何な故ぜか植物がふさふさと育ってきている。

　樹上村のある巨木地帯の地面は赤茶けていて巨木以外の植物はあまり育たないのだが、ここ数日ほどでこの魔力溜まりの周辺だけやたらと植物が生えてきているのだ。まぁ数日のことなので殆ど生えかけの新芽というか弱々しい植物達なのだが。

「魔力の無駄遣いをするくらい暇ならちょっと塩の買い出しに付き合ってもらえるかしら？　北の岸壁に住んでる鳥人族のところまで」

「そりゃまぁかまいませんが」

　一宿一飯どころじゃない恩があるのでそれくらいお安い御用だ。早く皆のもとに戻りたいという焦りはあるが、焦ってばかりいても仕方がないというのは自分でも理解している。そもそも今の状態でクローバーに戻ったとしてもすぐに奴らに見つかって袋ふくろ叩だたきにされるのがオチだろう。そして次に負けたら生き残れる保証はない。

　今の俺には力が、そしてそれを取り戻すための時間が必要だ。しかし根を詰めすぎても効率が落ちるだろうし、エルミナさんに付き合って鳥人族の住んでいる場所に行くというのは良いい気分転換になるかもしれない。

　しかし鳥人族ってどんな姿なんだろうな？　そういや鳥の獣人はあまり見かけたことがない気がする。岸壁に住んでるって言ってたしやっぱワシみたいな奴らなんだろうか。海だからカモメか？

　まぁ楽しみにしておこう。

「ベヘモスの肉の塩漬けが出来上がったから、それと交換で塩を買い付けに行くの」

　骨や爪も海水の腐食に強いらしく、需要があるらしい。それらを加工した武具や道具、そして未加工の素材そのものも大変価値があり、人気商品となるそうだ。

「タイシくんがいればいっぱい荷物を運べるからね」

「荷物持ちなら任せてください」

　トレジャーボックスがあるのでいくらでも荷物持ちはできる。水も食料も道具も商品も全部運べるので実際すごく便利だろう。問題は全物資を抱えた俺が万が一死んだりした場合、とても大変なことになってしまうというところだろうか。まずあり得ないとは思うが。

　エルミナさんの後に続いて樹上村へと戻る。ここ数日で俺も修練を積んだからな、樹上村に上がるのにエルミナさんの手を煩わせる必要はない。

　魔力を集中しながら地を蹴けり、強い風をその身に纏って一気に飛び上がる。

「乱暴な風ねぇ」

「精進します」

　俺の風魔法の余波を間近で受けた筈はずなのにエルミナさんはその髪にも服にも全くその影響が見られない。エルミナさんに風魔法教えてもらおうかな。駄神に教わるより良いかもしれん。

　樹上村の広場に行くと俺が運ぶことになるのであろう荷物達が並べられていた。大半が塩漬けのベヘモス肉で、他にはベヘモスの皮革や骨、牙きばや爪などを加工した武器や道具であるらしい。果実や樹液のようなものが入った樽たるもあるようだ。

　先日俺に矢を射掛けてくれた子供達も興味津々といった様子で荷物を見物しているようだ。

「いつ出発ですか？」

「今からよ？」

「今から」

　思わず聞き返した。まだ夕暮れまでには時間があるが、昼も過ぎてそこそこ時間が経っている。今から出たところで野営の準備とかも考えると三時間も進めないと思うんだが。

「まぁ、わかりました。んじゃ荷物を収納していきますよ」

　内心首を傾かしげつつ運び出されてくる物資を次々とトレジャーボックスに収納していく。道中の食料などもこの中に含まれているらしい。エルミナさんに譲ってもらった着替えや杖つえに加工した例の枝などといった俺の持ち物は元よりトレジャーボックスに収めてあるので、俺の準備はいつでも大丈夫と言えば大丈夫だ。

「しかしなんでこんな中途半端な時間に？」

「背負う荷物がなければ宿泊予定の集落に十分間に合うからね。今の時間から出ても」

　どちらにせよその集落に下ろす荷物もあるからその集落をすっ飛ばして次の宿営地に向かうわけにもいかない。あまりに早い時間に向こうに着いて先方に気を遣わせても悪いので、荷物を背負っている時と同じくらいの時間に着くように出発を遅らせたのだそうだ。

「明日以降は荷物が少ない分野営の数は減らせそうだけどね」

　そう言ってからエルミナさんが旅の行程を簡単に説明してくれた。

　まずは最寄りにある獣人の集落に向かい、そこで一泊する。荷物なしで走れば日暮れ前には着けるそうなので、今晩と翌午前中にかけて獣人の村で物々交換。それから次の集落に移動して同じ行程を繰り返し、徐々に北上していく。大体一週間程で鳥人族の住む断だん崖がいに辿たどり着く予定であるらしい。

「今回は私とタイシくんとリファナ、ブリーダの四人で行くわ」

　リファナと呼ばれた彼女は先日のベヘモス騒動の際に最初にエルミナさんと一緒に行動していた褐色エルフ娘さん。全力で走った反動で土まみれにしちゃった子だ。

　ブリーダさんは俺にトレジャーボックスのことを熱心に問いかけてきたエルフのお兄さんだな。二人とも狩人の役目を果たしているのだからきっと優秀なエルフなのだろう。

　二人ともすっごい若く見えるというか、今の俺とさして変わらない年齢に見える。でもエルフだからきっとずっと歳上なんだろうな。

「よろしく」

「ええ」

「ああ」

　物もの凄すごく素っ気ないというか、淡白なやり取りだ。いや、いきなりハイテンションで自己紹介されても困るけど。これから二週間くらいは共に行動する仲だ、少しずつ仲良くなっていくとしよう。

　暫しばらくして全ての物資の収納が終わり、エルミナさんが何か目録のようなものを受け取っている。

「この集落から持ち出す物のリストと、交換希望の物品リストね。持ち出す物を全部塩にするわけじゃないから」

　少し見せてもらったが、この集落では手に入らない香辛料や調味料、保存食や雑貨、嗜し好こう品や布地など様々な品と交換するつもりであるらしい。お使いメモみたいなものか。色々な品物が書いてあって見ているだけで結構面白い。

「物々交換なら俺も何かしてみたいな」

「するなら帰りが良いかもね。交換する塩はタイシくんの取り分もあるし」

「塩が通貨代わりになるのか」

　そういえば前の世界でも貨幣経済が発達する前は塩が通貨として使われていたなんて話を聞いたことがあった。サラリーマンのサラリー（給料）の語源が塩だなんていうのは割と有名な話だろう。

　しかし、俺は一体この前の一件でどれくらいの塩を得ることができたのだろうか？　あまりその辺はエルミナさんに聞いていない。居候の身なので衣食住が与えられるだけでも上等だと思っていたし。

「俺の取り分とかよくわからないんで、どうしても欲しいものがあったら相談します」

　そう言うとエルミナさんはなんとも言えない表情をした。眉まゆ根ねを寄せて、どこか困ったような、或あるいは悲しそうな表情だった。しかしそんな表情を見せたのは一瞬で、すぐに俺から視線を外してフイッと俺に背を向けてしまう。

　何か変なことを言っただろうか？

「うん、わかった。それじゃ行くわよ」

　そう言ってスタスタと歩いていってしまう。あるぇ？　おかしいなぁ。なんだろうこの感じ。なんか知らぬ間に地雷を踏んだ感が半端ないんですけど。

　聞くわけにもいかないのであまり気にしないことにしてエルミナさんの後を追う。村に残るエルフの皆さんが見送りしてくれる中、俺達は樹上村を出発した。

　大樹の足場から飛び降りて風魔法で落下速度を減衰させる。それにしてもエルフの皆さんは風の使い方に無駄がないなぁ。俺なんて降りるのにも結構な暴風を撒まき散らしてしまうのだが。

　エルミナさん以外のエルフ二人にちらりと見られたが、特に気にすることなくエルミナさんを追って走り出す。ポーンポーンと木々の間を跳ねるように駆けていくエルフを後ろから追うのは結構楽しい。見目麗しい女性の尻しりを追いかけ放題である。

　男エルフ？　そんなのはどうでもええねん。

　一時間近くぴょんぴょんしていると植生が変わってきた。見上げるような大樹は徐々に少なくなり、代わりに普通サイズの杉の木のようなものが多くなってくる。地面も赤茶けたようなものではなくなり、黒っぽい普通の土に枯れた枝葉が降り積もったような感じになってきた。その他の植物も多くなって視界が悪くなってきた。

　こうなると流石さすがにダイナミックにぴょんぴょんと跳ねることもできないので、エルフ達も普通に走り始めた。それでも身体に風を纏まとって走るエルフ達の足は速い。ウィンドシールドを張っているのか下草やちょっとした枝に引っかかるようなこともなく進んでいく。

　ちなみにここまで会話は一切ない。ただ黙々とぴょんぴょん跳ねて走っているだけである。無駄口を叩たたく暇があったらさっさと進むというスタンスらしい。交流に関しては集落に辿り着いた時にでも期待するしかなさそうだ。

　そうして走ること更に一時間ほど。視界が急に開けた。

「ここが目的地の集落？」

「そうだ。獣人の集落だ」

　足を止めたので聞いてみると男エルフのブリーダが答えてくれた。なるほど、獣人の村ね。こうして見るとなかなか立派な村である。村の周囲は丸太で作られた防壁に囲まれており、その防壁よりも高い物見櫓やぐらが三つ建っている。集落の規模はそんなに大きくはないようだが、空堀も掘ってあるしなかなかの防備だ。

「向こうもこっちに気づいたみたい。行くわよ」

　エルミナさんに促されて防壁をぐるっと回り、頑丈そうな門へと辿り着く。

「姐あねさんじゃないですか。今日はどうしたんで？」

「少し前にベヘモスを仕留めたの。今日は交換よ、あと一晩泊めて頂ちよう戴だい」

「泊めるのは勿もち論ろん構いませんが、ブツはどこに……ってそいつはこの前の人間じゃないですか」

　門番をしていた見覚えのあるトラ男が俺に視線を向けてくる。俺はそれに片手を挙げて応こたえた。

「タイシくんっていうのよ。彼は荷物持ち。魔法で荷物を持ってるの」

「魔法で？　そんな便利なもんがあるんですかい」

　トラ男が門の中に合図をすると木製の頑丈そうな門が軋きしむような音を立てて開かれた。開いた門から中を覗のぞいてみると、どこか懐かしいような光景が広がっていた。ああ、クローバーに移る前の獣人村と雰囲気が似てるな。こっちのほうがかなり立派だが。

「ようこそ、俺らの村へ。とりあえず歓迎するぜ、人間もな」
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　獣人の集落に着いた俺達は早速物々交換を始めることになった。

　地面に草を編んで作った敷物を敷き、その上に交換物の工芸品やベヘモスの素材を並べていく。そうするとたちまち俺達の周りは獣人達で溢あふれることになった。ちょっとだけ獣臭い。

「ベヘモスの肉なんて久々だな」

「ああ、それよりも見ろよこの皮！　殆ほとんど無傷だぞ！」

「牙が欲しいが流石に手が出んなぁ」

「なぁ、塩が欲しいんだが帰りも寄ってくれるのか？」

　交渉はエルミナさんやリファナの役目で俺は荷物を出し入れする係。ブリーダは荷物を持ち去る者がいないか目を光らせる係である。

　獣人ちみっ子達は無邪気にこっちに寄ってきそうなところをお母さん達に首根っこを捕まえられている。お母さん達の視線が度々俺に注がれるので、人間の俺が警戒されているのかもしれない。

　エルミナさんの指示通りに荷物を出し、物々交換されたものをまた収納する。そしてリファナがそれを記録し、ブリーダが全体に目を光らせる。そんな作業を延々とこなしているうちに日が暮れ、篝かがり火びが焚たかれた。篝火に照らされる広場で宴うたげが始まる。

「客人が来たときくらいはパーッとやらないとな」

　なんてことをトラ男が言っていた。普段は慎ましく暮らしているんだろう。

　獣人の集落で取引された商品は獣の毛皮や毛織物、薪が多かった。岸壁に住む鳥人族にとってはよく乾いた薪は結構貴重なもので、人気が高いらしい。

　森の果物を発酵させて作った果実酒や蜂はち蜜みつ酒が振る舞われ、焼かれたベヘモスの肉に舌鼓を打つ。そんな宴の片隅に俺とエルフ達も参加していた。

　獣人達の宴はどこでもそんなに変わらんなー、と思いながら眺めていると数人の獣人が近づいてきた。その目には若干剣けん吞のんな雰囲気が漂っており、見るからに厄介事といった感じだ。

「おい、人間！　俺と殴り合え！」

「何な故ぜにホワイ？」

　どうやら酔っ払っているらしい猿の獣人に思わず聞き返す。殴らせろ、じゃなくて殴り合え、ってあたりはなんとなく好感が持てるが。

「俺は人間が嫌いだ！　殴りたい！」

　ビシィッ！　っと指を指してくる猿男。実に本能的な動機だな！

「だが一方的に殴るのは男らしくない！　だからお前も殴れ！」

「ＯＫ！　ただし俺は強いぞ！」

「望むところだ！　人間！」

「というわけで、ちょっと遊んできます」

「明日に影響しない程度にしなさい」

「……やっぱ人間って野蛮ね」

「……」

　エルミナさんが釘くぎを刺し、リファナが呆あきれたような表情で俺を見て、ブリーダは無言で席を立つ。ブリーダは俺についてくるつもりらしい。

　やんややんやと喝かつ采さいが飛んでくる中、広場の中央に焚かれた大きな篝火の傍そばまで来た。一応篝火の方向に倒れ込んだりしないように何人かの獣人がその傍に立って備える。

「覚悟は良いいか、人間！」

「おう、俺には一応タイシって名前があるんだ、よろしくな」

「俺はゴルバだ。行くぞっ！」

　俺が構えると同時に猿獣人のゴルバが突っ込んでくる。その速度は速く、揺れる篝火に照らされたその姿が一瞬ブレて見える。顔を狙って繰り出してくる右拳こぶしを敢えて避よけず、逆に勢いをつけて額で受ける。

「ぎっ!?」

　俺もダメージを受けるが、ゴルバの拳はそれよりも酷ひどいダメージを負っただろう。その証拠に拳を引いて滅茶苦茶痛そうな顔をしている。

「そらっ！」

　引きそこねていたゴルバの左腕を摑つかみ、力ずくで振り回して地面に叩きつけようとしたがゴルバは空中で巧みに身を捻ひねってしっかりと両足から地面に着地した。しかし俺はまだゴルバの左腕を摑んだままだ。今度は引き寄せてローキックで足を狙う。

「ふっ！」

　しかしゴルバは身軽に跳んで自分の足を払おうとした俺の蹴けりを避け、そのまま身を捻ねじりながら俺の身体に足を絡ませようとしてきた。なんだか関節技に持っていかれそうな感じなので思い切り振り回してゴルバを放り捨てる。

「チッ！　やるな人間！」

「いや、お前も相当なもんだと思うが」

　俺は関節技の類たぐいには明るくない。今は咄とつ嗟さにゴルバを放り投げて難を逃れたが、関節技は極きめられてしまうとパワー差があってもどうにもならなくなることが考えられる。ここはインファイトを避けてアウトレンジから打撃戦を仕掛けたほうが良さそうだ。

　構えを変え、フットワークを活いかしてチクチクと攻撃するスタイルに変える。拳速も瞬発力も俺のほうが上で、何より利き腕である右の拳を痛めているゴルバは防戦一方になった。

「オラー！　人間汚ねぇぞ！」

「いや、上う手まい手だろう。あの獣人は組み付いた時に強いタイプのようだ」

「いけー、ゴルバ！　飛び込め！」

　野次の中に冷静な意見があるのはブリーダだろうか。どうもこのスタイルは不評のようなので、今度はこちらから飛び込んでショートレンジの打撃戦に移る。要は組み付かれても極められないように気をつければ良いのだ。

　摑みかかってくるゴルバの手を鋭く手の甲で払い、そのまま手刀で鎖骨を狙う。身を引いて躱かわしたゴルバに更に踏み込み、ボディに拳をめり込ませてやる。

「ゴフッ!?」

　ゴルバの身体がくの字に折れた。すかさず顎あごに掠かすらせるように拳打を放ち、脳を揺らしてやった。いくら強きよう靭じんな獣人だろうと人型で頭に脳がある以上はこれが効かない筈はずがない。

　案の定ゴルバはそのままダウンした。意識はまだあるようだが、かなり朦もう朧ろうとしているようだ。野次馬の中から出てきた数人の男がゴルバを引きずっていく。

「よし、他には居ないか？　何人でも受けて立つぞ！」

　俺の挑戦に獣人達がざわめく。次に出てきたのは熊の獣人だった。ゴルバとは打って変わって正面からの打撃戦を仕掛けてきたのでこちらも正面から受けて立って打撃戦で沈めてやった。

　その後にも二人ほど殴り倒してやったところで意外な奴が現れた。

「おい、あんたもか」

「別に良いだろう？」

　狩人の外がい套とうを脱ぎ、引き締まった二の腕を晒さらすブリーダだ。エルフは華きや奢しやというイメージがあるが、その実、引き締まった身体にはしっかりと筋肉がついている。

　俺が構えると同時にブリーダは間合いを詰めて拳を放ってきた。速いが、なんの変哲もない突きなので右手で払おうとし──嫌な予感がしたので咄嗟に半身を逸そらしてその拳を避けた。

　ボッ！　という恐ろしげな音を立てて俺の顔の真横を拳が通過する。当たらなかったはずだが、頰に鋭い痛みが走る。どうやら今ので切れたらしい。

「おい、魔法を使うのは禁じ手だろ！」

　ブリーダは俺の言葉に薄く笑みを浮かべたが、今度は無言で蹴りを放ってきた。それに対抗してこちらも腕に魔力を篭こめてその蹴りを打ち払う。俺の魔力を纏まとった腕とブリーダの風魔法を纏った足がぶつかり合い、重い打撃音が響き渡った。

　息をつく暇もなく連続で蹴りが襲い掛かってくる。エルフ式格闘術は蹴り技が主体なのか？　武器が弓だからそうなのかもしれない。蹴りなら弓持ったまま打てるもんな。

　蹴りの間合いで防戦一方になっていても仕方ないので、前に出て間合いを詰めようとする。その瞬間、凄すさまじい衝撃を受けて後ろに吹っ飛ばされた。

「いっ……てぇ!?」

　咄嗟にガードした両腕がジンジンと痺しびれる。俺が前に出た瞬間、目にも留まらないスピードで繰り出された拳打が俺を打ち据えたのだ。顔を上げてブリーダを睨にらみつけると、既に彼は構えを解いていた。

　彼も俺を打った右手が痺れたのか顔を顰しかめて手を振っている。

「それを受け切られたなら私の負けだ」

「納得いかねぇ……」

　ほぼ一方的に殴られただけでこっちは有効打を一発も当ててないぞ。しかし負けを宣言している相手に殴り掛かるわけにもいかない。仕方ないので回復魔法で痺れる両腕を治す。ついでに俺が殴り飛ばした獣人も回復魔法で癒いやしていく。

　そうしているうちに獣人達も俺を受け入れてくれたのか、食べ物や酒を振る舞ってくれた。殴り合って仲良くなれる脳筋思考ってのは手っ取り早くて良いよな。ちょっと面倒だけど。

　エルミナさんのところに戻るとトラ男がいた。そういやこいつは殴り掛かってこなかったな。

「俺はもうあんたの実力を知ってるからな」

　俺の視線に気づいたのか、トラ男はそう言って肩を竦すくめた。そういえばこいつは俺と一回戦ってるし、エルミナさんと俺が戦うところを見てもいるんだったな。そりゃそうかと納得して座り込み、自分の身体と服に浄化をかける。うん、とりあえず汗臭さも埃ほこりっぽいのも消えたな。

「そういや今日の寝床はどうなってるんです？」

「私とリファナはあっちの家、タイシくんとブリーダはあの家よ」

　エルミナさんが指差す先にあるのはなんの変哲もない普通の家だった。まぁ宿屋とかがあるわけもないか。雨風に晒されないで地べたに寝るんじゃなければなんでもいいっちゃいいや。

　少しして宴もお開きとなり、俺はブリーダと共に寝床であるという家に向かった。先導しているのはトラ男である。

「そういや名乗ってなかったな。俺はティガだ、あんたはタイシだったよな」

「ああ、よろしく」

　トラ男で名前がティガか。それらしい名前だな。ティガの家に入ってみると、思ったよりも片付いている小奇麗な家だった。木の匂いに混じって何か香草のような匂いがする。

「悪いが寝台は一つしかないんでね。寝具を敷いて雑魚寝してくれ」

「十分だ」

　寝具というのはふかふかとした毛織物だった。これを何枚か重ねて寝具にするらしい。大森林はこの大陸の北側に位置しているので、気候はかなり暖かい。特に上に何もかけなくても寒いということはなさそうだ。

「ブリーダ、明日はいつくらいにここを出るんだ？」

「昼前だろうな。今日のペースを考えればそれで野営を挟まずに次の集落に着けるはずだ」

「次の集落ね。どんな奴らが住んでる集落なんだ？」

「ハーピィだな」

「ハーピィ。ハーピィというと、顔と胴体が人間っぽくて腕と下半身が鳥っぽい感じの？」

「そうだ。知っているのか？　あまり人間には知られていない種族のはずだが」

「まぁ、ちょっと縁があってな」

　そう答えてから俺は腕を組んで考える。

　俺が知っているハーピィは一人だけ。ミスクロニア王国でサイデン子爵に囚われていた違法奴隷のうちの一人だ。確か名前はピルルだったか。子供の頃に故郷の森を飛んでいたら人間に捕まえられたって言ってたな。それがもう十年くらい前の話らしいし、故郷の森の場所もわからないからって寂しそうに笑っていたのを覚えている。

　もしかしたらそのハーピィの集落がピルルの故郷なのだろうか。

「なぁ、ハーピィの集落ってそこだけなのか？」

「どうかな。私の知っている集落はそこだけだが、ハーピィなら他の集落も知っているかもしれん」

「そうか。うーん……実は俺の知人にハーピィの子がいるんだが、十年前に人間に攫さらわれてきたらしいんだよ。故郷の森の場所もわからないから帰れないって寂しそうにしてたんだよな」

「……そうか。今はどうしているんだ？」

「ちょっと色々あって違法奴隷として囚われていたのを俺が助け出してな。今はその時に一緒に囚われていた違法奴隷の他の子達と一緒に大樹海の街に暮らしてるよ。俺が大森林にぶっ飛ばされてきてから何事もなければ今もそこにいるはずだ」

　クローバーの防備は十分だ。相手が神となるとどうしようもないかもしれないが、そうでなければよほどのことがない限り今も無事だろう。

「そうか。明日ハーピィの集落に着いたら聞いてみると良いかもしれないな。私も協力しよう」

「そうか？　悪いな」

　故郷がわかったところで今の俺にできることは何もないが、彼女に家族がいるならその身の無事を伝えてやるだけでも救いになるだろう。後はいずれどうにかして会わせてやりたいな。俺が元の力を取り戻せばすぐにでも会わせてやれるんだが。
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「貴女が人間を連れてくるのは久しぶりですね？」

「いい子よ？　私の義理の息子らしいし」

「そうなのですか？」

　エルミナさんがなんかゴージャスな感じのハーピィさんと談笑している傍で俺は昨日と同じく荷物を出していた。ハーピィの皆さんはスリムな方が多い。というか見る限り男性が見えないのだが、もしや女性しか居ない種族なのだろうか？　どうやって増えるんだろう。

　なんだかハーピィさん達が俺に向けてくる視線がすごく気になる。これなんか狙われてない？　野獣と化したマールに近いものを感じるんだけど。

「気をつけろ」

　ボソリとブリーダが耳打ちをしてくる。

「何を」

「油断したら食われるぞ。性的な意味で」

「ああ、やっぱりそういう？」

「エルフや獣人の男は発情期でなければ問題ないが、人間はいつでも大丈夫なのだろう？　彼女達にとっては格好の獲物だ」

「やだこわい」

「いつでも発情期なんていう破廉恥な生物同士仲良くしたら？」

　リファナが汚らわしいものでも見るような目で俺を睨みつけてくる。そういう差別的な発言は良くないと思います！　そういうふうに身体ができているんだから仕方ないじゃないか。

「とにかく一人にならないように気をつけろ」

「わかった」

　内心ちょっと興味が湧いたが、嫁達を裏切るわけにはいかないと気を引き締める。ハーピィ達になんか絶対に負けない！　ってフラグを立てると即落ち２コマみたいになりそうだからあくまで緩く警戒しておこう。

　気がつけばエルミナさんが長おさらしきゴージャスな感じのハーピィさんとヒソヒソと密談モードになっている。チラチラこっち見てくるしなんか不穏な感じなんですけど。もしや売られそう？　俺売られそうなの？　まさかね、お義か母あさんそんなことしないよね。

「俺、エルミナさんに売られたりしないよな？」

「「……」」

　ツイッと目を逸らすのやめてくれませんかね。不安がＭＡＸなんですわ？　お？

　命に別状があるわけでもないし、困ってるなら少しばかり協力するのはいいけども。でもマール達に無事の連絡も入れずにそういうふうな感じになるのは流石さすがになぁ。

　あー、駄目だ。こういうこと考え始めると思考がどん詰まりになってハマるんだよなぁ。なるようにしかならないし、あまり深く考えるのはやめよう。思考を放棄するのもいかがなものかと思うが、思い悩みすぎて硬直するのも馬鹿らしい。下手の考え休むに似たりなんてことわざもあるしな。

　とりあえず今は力を取り戻すこととなんとかして俺の無事を伝えること、この二点に全精力を注ぐとしよう。そのためならなんでもするって気概で行こう。

「タイシくん？　大丈夫？」

　気がつくとエルミナさんが心配そうに俺の顔を覗のぞき込んでいた。考え込みすぎて作業の手が止まってしまっていたようだ。

「いや、大丈夫です。ちょっと考え事をしちゃっただけで」

「そう？　慣れない環境で疲れが溜たまっているのかもしれないわね。今日は早く休みなさい。寝床も用意してもらったから」

「ええ、はい。その……」

　俺が口を開こうとするとエルミナさんは自分の人差し指を唇の前に立てて俺に喋しやべるなというジェスチャーをした。

「深く考えずに流れに身を任せなさい」

「いやその」

「いいから。そうしなさい」

　そう念を押してからエルミナさんは俺の肩を一つ叩たたき、ブリーダとリファナに何かを話してからスタスタと何ど処こかに歩いていってしまった。入れ替わりにブリーダが近づいてくる。

「明日の出発は初日と同じく昼過ぎにするそうだ。早めに身体を休めろ、と言っていたぞ」

「休まるのかねぇ」

　ブリーダは苦笑して俺の肩を叩き、ハーピィに先導されて去っていった。リファナも俺を鋭い視線で一いち瞥べつして去っていく。

「だーもう……ままならんなぁ」

　慣れたつもりでもこの世界はやはり異世界だ。文化というか考え方の違いを嚙かみ締めながら、薄暮の迫る森の空を見上げた。
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　スゥスゥと穏やかな寝息を立てて眠るハーピィさんの羽毛に包まれたまま、ぼんやりと草と枝葉で編まれた天井を見つめる。ハーピィさん達の家は草や木の枝で編んだ球形の鳥の巣のような感じだ。

　これで雨漏りとかしないのかと聞いてみたら、そこは上う手まく作ってあって雨が沁しみてくるようなことはないのだそうだ。雨漏りのしない家を編めるようになったらハーピィは一人前として認められるらしい。

　俺を羽毛で包み込んで眠っているハーピィさんに寝物語として大森林の外の話をせがまれたので、各国の王都の様子や人々の暮らしを話した。森の中の生活とは全く違う人々の暮らしぶりにハーピィさんはかなり興味を惹ひかれたようだ。

　そのついでにピルルの話をしてみたが、残念ながら寝床を共にしたハーピィは彼女のことを知らなかった。仲間にも聞いてくれるということなので、帰りにもう一度この集落に寄ってくれれば集落のハーピィが結果を教えてくれるという。そんな話をしているうちにハーピィさんは俺をふわふわの羽毛で包んで眠ってしまった。

　ハーピィさんは体つきはスリムだけどふわふわの羽毛の包容力が凄すごい。なんかもう包まれて暖かくてほっとする。ちょっと泣きそうになった、というか泣いた。なんで俺、嫁と引き離されてこんなとこにいるんだろうか。帰りたい。
















　こんな状況に放り込んだ神どもに恨みが募る。駄神共々滅びてしまえばいいのに。

『ちょっとちょっと、ボク関係なくなーい？』

　久しぶりに出たな駄神。今の俺は哀しみに支配されて大層機嫌が悪いぞ。

『ちょっと深いところに潜って色々調べてたんだよー。色々と役に立つ情報とか、色々ね』

　色々、ねぇ。

　頭の中でそう呟つぶやき、久々に聞こえてきた駄神の甘ったるい声に溜ため息いきを吐つく。

『まず君がボクを受け容れられない原因はちょっとしたパラメータ設定ミスでした！　ちょちょいと直してきたよ』

　ちょっと待て、聞き捨てならない言葉を聞いたぞ。そのパラメータとやらを設定したらお前のことが急に好きになったりするのか？　やめろよ気持ち悪い。

『気持ち悪いとか言われた!?　別に急にそんなことになったりしないよ。今までが異常だっただけで、普通に戻っただけ』

　心をいじられて良いい気がするわけないだろうが。お前頭おかしいんじゃねぇの？

『心をいじったわけじゃないよ。ちょっと魂的なもののパラメータ設定ミスを見つけて修正しただけだし』

　なお悪いわ！　良い要素がどこにもねぇよ！

『そうは言うがな、大佐』

　誰が大佐か。

『結局のところスキルポイントを使ったスキル習得だって、それどころかレベルアップシステムだって同じようなものだよ？　ちょっとしたパラメータ変更なんて今更じゃない』

　その理屈はおかし……おかしくない？　か？　いやおかしいだろ。俺が主体性を持って変更するのとお前に恣し意い的てきに変更されるのとじゃ全然意味合いが違う。

『いいじゃない、今はもう名実ともに一心同体なんだから。絶対に受け容れられない存在とそうなっているよりも心理的に随分と楽になるよ？』

　そんなわけ……ああもう、いいや。どうせ俺がどう言ったところで今更どうにかなるわけじゃないんだろうし。

『効いてる効いてる』

　黙れこの駄神。それよりも役に立つ情報とかいうのを寄越せ。

『んふふ、いいでしょう。まずはボクの力を取り戻す方策についてだけど』

　お前の力かよ。

『ガイナ達に奪われたボクの力が戻れば君の力も戻せるってわけだよ。ＯＫ？』

　ＯＫ、それで？

『まず奪われた力そのものはガッチリ守られてるから、奪い返すのは無理。手を出してこっちの位置がバレたら元も子もないしね。だから別のところから持ってこなきゃいけない』

　別の場所ねぇ。そもそも力ってのはなんだ？　神力ってやつだよな。魔力とは違うのか。

『エネルギーって意味じゃ同じだね。ただ、神力のほうがより高度に精製されていて、かつ密度が段違いに上かな』

　俺の魔力から精製すれば？

『できるけど、全然足りないよ。ボクが元の力を取り戻すくらい君の魔力から神力を精製するとなると、君が一切魔法を使えなくなるくらい搾ったとしても五百年はかかるね。魂そのものを捧ささげてくれるなら話は別だけど』

　お断る。

『だよね。まぁ今も少しずつ拝借してプラス収支にはしてるけど、それじゃいつまで経っても元の力を取り戻すなんて無理だ。だからこの大森林に眠っている擬神格を取り込む』

　ぎしんかく？　なんだそりゃ。

『んー……古代の超エネルギー的なアレ』

　お前、説明するのめんどくさいから適当に言ってるだろ？

『細かい理論を聞きたいなら話すけど、まる一週間くらいかかるけど良い？』

　結構です。でももう少し詳細な説明プリーズ。

『えー、めんどくさいなぁ……所謂いわゆる神様っていうのはエネルギーの塊みたいなもんなんだよ。ただ、次元の違う領域に居るから通常は祈りに応じてほんの少しの力を現世に及ぼすことしかできない。この世界の古代の人間はその神様を現世に引きずり下ろして現出させることによって無限のエネルギーを得ようとしたわけ』

　スケールのでかい話だなぁ。でもまぁ、発展した社会ではエネルギー資源に悩むことも多いだろうし、わからなくはない話だ。元の世界で言えばゼロポイント発電とか反物質発電とかダイソン球とかそういう次元の話だろ。

『まぁそんな感じかな？　結論から言うとその試みは成功したのさ。この世界の神は次々と現世に引きずり出されて人間に嬲なぶられ、貶おとしめられて隷属させられることになった。人間はそれによって栄華を極めたよ。そりゃそうだよね、神の力を振るえるようになったわけだからさ。獣人やエルフ、その他諸々の奉仕種族が創られたのもその時代だねぇ』

　奉仕種族？　獣人やエルフが？

『人間以外の全ての知的種族がそうだよ。獣人や鬼人族、ドワーフなんかは単純労働兼愛あい玩がん用、ハーピィや夜魔は完全に愛玩用、エルフは人間の補佐兼愛玩用、晶人は観賞兼愛玩用』

　愛玩用ばっかじゃねぇか。

『交配が可能って辺りで察したほうが良いよ。逆に言えば愛玩用じゃない奉仕種族は殆ほとんど滅びたね。生き残ってるのは自己増殖が可能な生物兵器の類たぐいと、人間ベースのアルケニアみたいな特殊なケースかな。あれも元々は兵器用だけど、設計と刷り込みが雑で理性を取り戻したクチだね。そのおかげで滅びずに済んだのは皮肉だけど』

　なんかこの世界の知られざる真実を聞いてる気分だなぁ。

『実際そうだよ。で、話を戻すけどこの世界の神は残らず古代の人間に現世に引きずり出されてなんらかの形で利用されたわけ。でもまぁ、そんな強大な力を手にした人間の末路なんて想像がつくよね？』

　まぁ想像はつくというか、現状がそれを物語ってるよな。白い廃都でもそれっぽいこと聞いたし。文明が崩壊するほどの戦争が起こったんだろ。

『その通り。その身に神格を宿した人間と、ただ敵を殺すためだけに作られた奉仕種族、そして神格を宿した人間を殺すための神格を使った兵器が相争う悲惨な戦争が起こった。文明を破壊し尽くし、大陸をいくつも消し飛ばした末にこの世界に残ったのは大陸と呼ぶにはあまりにも小さい三つの大陸と、ぽつぽつと広大な海に浮かぶ小さな島々だけさ』

　で、この大森林にその擬神格が残ってると。

『うん、この大森林には黄金時代の破滅を逃れた軍事施設が幾つか残ってるみたいで、擬神格の波動をいくつか探知できたよ。それを取り込めば元の力を取り戻せる』

　なるほど。でもそんな危険なもの、あいつらもチェックしてるんじゃないか？

『それは大丈夫』

　随分自信たっぷりだな。

　あいつらも知らないようなことをなんでお前は調べられるんだ？　お前、神って言ってたけど本当は何者なんだよ？　あいつらの正体がその擬神格を宿した人間だってのは想像がついたが、そうなるとお前の存在が不自然だよな。

　お前の存在はあいつらよりも明らかに格上だ。俺を元の世界から引っ張ってきたことも含めると尚更おかしい。

『そんなこと最初から言ってるじゃないか。ボクは神だよ、神様。紛い物なんかじゃない真なる神さ。もっと敬うと良いよ？』

　つまりお前は擬神格を身に宿した人間じゃなく、生粋のこの世界の神だってことか。でもこの世界の神は悉ことごとく古代の人間に使役されたんだろ？

『そうそう、神という資源は枯渇したわけ。ところで人間って資源がなくなったらどんな行動を取ると思う？』

　ああ？　そうだな……持ってる奴から奪う？

『うん、それで戦争が起こったね』

　あー……新たな資源を探す？

『そうそう、それで彼らは手を出したわけ。ボクに。ところでキミはボクのことをなんて呼ぶんだっけ？』

　駄神。

『そっちじゃなくて』

　邪神かー。やっぱお前邪神じゃん？

『元ね、元。人に友好的ないし中立的な神は真っ先に狩られて、敵対的な邪神の類も調伏されて狩られていった。でもボクは力が強すぎて調伏できなかったみたいでね。だから放置されてたんだけど、ついに切羽詰まった間抜けが手を出してきたんだよねぇ。現出させられたボクは勿もち論ろん調伏されて使役されるのなんて御免だから暴れたよね』

　おい。まさかその古代の文明滅ぼしたのは。

『気がついたら世界そのものが滅びる寸前でさぁ。仕方ないから生き残った擬神格持ちの人間を従えてこの世界の再生に骨を折ったよ。いやほんと大変だったよ。邪神の本分を捨てて再生なんかに力を注いだせいで力も随分と失っちゃったし』

　お前。

『たまに他よ所その世界からパラメータ調整した人間を放り込んで安定しすぎた世の中に一石を投じるのがここ千年くらいの楽しみです☆』

　完全に邪神だ。

　まぁわかってたことだな、うん。はっきりしただけで。最初からお前の趣味で放り込んでニヨニヨ眺めてますみたいなニュアンスだったもんな。

『そうそう、今更だよね。そういえばなんの話してたんだっけ？　ああそうだ、擬神格を見つけていこうって話ね。で、擬神格があるのは基本的に軍事施設だから、ついでに古代の武器も手に入れてキミの装備も整えようってわけ。それこそ対神用の装備があるだろうしね』

　なるほど、一石二鳥だな。で、場所はわかるのか？

『近くに行けば波動を拾えるからね。でも地元民に聞くのが早いんじゃない？　古代遺跡の前まで行けばそこが当たりかどうかはわかるし』

　なるほど。じゃあこの行商を終えて村に戻ったら遺跡探しだな。それが力を取り戻す近道なんだろ？

『うん、間違いなくね』

　じゃあ、決まりだ。俺は寝る。

『うん、おやすみ。良い夢を見られるといいね』

　クスクスと笑う駄神の声を聞き流しながら意識を落とす。








第四話　～夢の中で再会できました～









　誰かの体温を感じて目を覚ます。

　どこか見覚えのある部屋だ。ああ、灼しやく熱ねつの金かな床とこ亭ていの部屋だ。ここはマールと二人きりで過ごした思い出の場所だ。横に目を向けるとスヤスヤと眠るマールがいた。なんだか不意に涙が出てくる。なんでこんなにも愛いとしく、胸が苦しくなるのか。

　よくわからないまま眠るマールに顔を寄せ、そっと触れ合わせる。そうするとマールも目を覚まし、少しの間ぼーっとしたような視線を俺に向けた後、いきなり抱きついてきた。

　胸の中で静かに涙を流すマールを抱き返し、その背中をそっと撫なでているうちにマールが顔を上げて俺を見つめてくる。何も言わずにキスをすると、マールはその目に涙を溢あふれさせた。知らず知らずのうちに俺の目からも涙が溢れている。ああ、なんでこんなに愛しく、哀しいのか。

『はいはい、イチャつくのはそこまで。目に毒ですよー！　というかボクも交ぜろオラァン!?』

　甘ったるい声と共に抱き合う俺達に何者かが覆いかぶさってくる。

「うるせぇぞ駄神！　邪魔すんな死ね！」

『夢の中での逢おう瀬せをセッティングしてあげた慈悲深いボクに酷ひどい言葉!?　もう少し優しくしてくれてもいいのよ？』

「タイシさん、タイシさん、タイシさぁぁぁん……」

　俺に振り払われて床に転がった駄神が抗議の声を上げ、俺の胸元に抱きついたままのマールは俺の名前を呼びながら凄すごい力で俺を締め付けてくる。ちょっと待ってマールさん、中身出そう。

「よし落ち着けマール、俺はここにいるから……っておい駄神、このマールは本当のマールなんだろうな？　夢の中で作り出した幻影とか言ってくれるなよ」

『正真正銘ほんものでーす。ライブラリ経由で意識を繫つなげてるよ。チッ』

　床に座り込んだ駄神が面白くなさそうな顔でそっぽを向きながらそう話す。なんかよくわからん単語が出てきたが、そんなに長い間話せるとは思えないな、手短に話そう。

「マール、聞いてくれ。俺はヴォールト達、神と戦って負けたが死んでない。北の大森林に落ち延びて、今はメルキナの母さんに拾われて世話になってる。ただ、負けた時に力を失って魔法が上う手まく使えないからすぐには帰れない」

　マールの両頰に手を添え、上を向かせて俺の言葉を聞かせる。涙と鼻水で可愛かわいい顔が台無しだ。でもそんなマールが愛おしい。再びマールを胸に抱き、頭を撫でながら言葉を紡ぐ。

「力を取り戻して神と話をつけてからでないと帰れない。きっとクローバーは監視されているだろうから、今帰ったらまた襲われる。今度は多分勝てないし、勝てなかったら多分殺される。だから今は帰れない、でも時間はかかっても必ず帰るから待っててくれ」

　マールが俺の胸に顔を押し付けたままコクコクと頷うなずく。

「もしかしたらお前たちも監視されているかもしれない。だから迎えに来ちゃダメだ。なんとかこっちから便りを出せないか模索してみる。そっちもできれば直接来るんじゃなく、誰かを介して便りを出せないか模索してみてくれ」

「わがりまじだ……」

　ぐいぐいと俺の胸に顔を擦り付けてからマールは顔を上げてそう言った。お前、今俺の胸で鼻拭ふいたね？　まぁいいけどさ。

『はい、どーん』

　見つめ合っていると、駄神が俺達の間に割り込んで引き離しやがった。グーパン再びか、と拳こぶしを握ると左手首に熱が走る。

「熱っ!?」

「きゃっ!?」

『これがただの夢じゃないって証あかしに慈悲深いボクが左手首に印をつけましたー。イチャイチャしやがって』

「本音が漏れてる」

「あの、タイシさん。この人は？」

『ボクは神です。タイシくんをこの世界に連れてきた神です。貴女あなたはボクに感謝するように』

「はい！　ありがとうございます神様！」

『素直だ!?　ちょっとキミ、この子素直すぎなんだけど？』

「当たり前だろ、マールだぞ」

　何言ってんだこいつ。

『あー……そうそう。故あって今、キミのタイシくんと一心同体になって毎日いっしょにイチャコラしてるけど嫉しつ妬としないでね？』

「そうなんですか？　でもタイシさん、帰ってくるんですよね？」

「当たり前だ。俺の帰る場所はお前たちのとこだけだし」

「ならいいですよ？」

『……あれぇ？』

　駄神が困惑している。もしかしたらマールは駄神に何かしらの特効効果を持っているのかもしれん。

『あー、その。とりあえずあんまり繫いでるとバレるかもだからそろそろ切るね？』

「はい！　タイシさんに逢あわせてくれてありがとうございました！」

『ああ、うん。それじゃあね』

　空間にノイズが走り、いつぞやの真っ白い空間に戻る。

『……あの子苦手だわ』

　流石さすがマールさん。俺にできないことを平然とやってのける。





─☆★☆─






　目元に何か柔らかく、温かいものを感じて目を覚ます。

「大丈夫？　なんだか泣いてたみたい」

　心配そうな顔でハーピィさんが俺の顔を覗のぞき込んでいた。身を起こし、左手首を見ると、十字形の赤い痣あざがついていた。やはりあれはただの夢ではなかったらしい。

『そりゃそうだよ』

　そうだよな。ありがとうな。

『なんだか素直にお礼を言われると調子が狂うなぁ』

　駄神はそう言って黙ってしまった。素直な心でお礼を言われたりするのが効くのかね。まぁ今後はもう少し素直にあいつの言葉を聞き入れてやるとするか。恩もできたし。

「痣？　痛いの？」

　俺の痣に気づいたハーピィさんが柔らかな羽毛でそっと俺の手首の痣を撫でてくれる。その羽先にそっと触れてからハーピィさんを抱き寄せる。

「大丈夫だ。ありがとう、慰めてくれて」

「ううん、いいよ。ごめんね、あまり慰められなかったね」

「そんなことないさ。慰めてくれたから泣けたんだ。俺が涙を見せた相手なんてそんなにいないんだ。黙っててくれよ？」

「うん」

　ハーピィさんはにっこりと笑ってから俺を再び柔らかな羽毛で暖かく包んでくれた。










「随分とすっきりした顔ね」

　寝床から出て水場に行くなりそんな言葉に出迎えられた。言葉の主であるリファナさんが湧き水も凍りつきそうな視線を俺に向けてくる。

　ううむ、もう既に朝とは言えない時間だ。だらしない時間に起きたから怒っているのだろうか。

「お陰様でな。ハーピィさんの優しさと暖かさと包容力にとても癒いやされたよ」

「ッ！　そ、そう。良かったわね」

　とりあえず穏やかな気持ちでそう返すとリファナは何かに怯ひるんだかのようにすごすごと水場から去っていった。はて？　もう少しチクチクとしてくるかと思ったんだが、どうしたのやら。

　首を傾かしげながら顔を洗っているとブリーダが現れた。手に水袋を持っているので、きっと旅に備えて水を補充しに来たのだろう。

「よう、おはようさん」

「ああ、おはよう。ふむ？」

　ブリーダが俺の顔をじっと見つめてくる。

「随分と表情から険しさが抜けたな。そんなに良かったのか？」

「あん？　ああ、まぁそうだな。うん。ハーピィさんは優しくしてくれたよ。もし俺に妻がいなかったらここに骨を埋うずめてたかもな」

「そうか」

　ブリーダは頷き、水場を使い始めた。ぼけっと見ていても仕方がないのでエルミナさんと合流すべくハーピィの集落の広場を目指す。するとそこにはエルミナさんとハーピィの長おさであるゴージャスなハーピィの姿があった。二人は俺の姿を認めると手を振ってくる。

「おはようございます」

「おはよう。うん、良いい顔になったわね」

「そうね」

「そうですか？」

　別に昨日となんら変わらないと思うんだが、と思いながら自分の頰を撫でる。まぁ夢の中だけでもマールと会えて、言葉も伝えられたから心配事が減ったのは良かったかな。随分と心に余裕ができた気がする。

「エルミナさん、帰りもここに寄れますか？」

「ええ、寄る予定だけど……」

　エルミナさんが苦笑する。何か勘違いされてるな、これは。

「いえ。いや、とても癒やされはしましたが主題はそれではなく」

　そう前置きしてから俺はハーピィさんに話したピルルの話を二人にも話す。

「というわけでして、結果を聞きたいんですよね」

「そういう理由ね。どっちにしろ帰りに塩とか届ける予定だから寄るわよ」

「私からも皆に話しておくわね」

「お願いします。やっぱり帰ることができるなら故郷に帰してやりたいですし」

　もしそれが叶かなわないとしても一目でも良いから会わせてやりたいし、最低限無事だけでも伝えてやりたい。手の届く範囲だけ、片手間で済む範囲でだけど理不尽から人を助けたいという気持ちは変わらないからな。力を失ってもこのスタンスだけは維持していきたいものだ。

　ハーピィの皆さんが用意してくれた森の果物で遅い朝食を済ませ、昨晩寝床を共にしたハーピィさんとしばしの時間を過ごす。もしかしたら子供ができるかもしれないし、その時に父親の存在を示すものが何もないのは寂しいかもしれない。ハーピィさんは気にすることなどないと言ってくれたが、俺は胸元を切り裂かれたままの、クスハが編んでくれた肌着を残していくことにした。

「切り裂かれちゃってるけど、とても丈夫なアルケニアの糸で織られてるんだ。こんなものしか残せなくてごめんな」

「ううん。もし赤ちゃんが生まれたらこれを産着にするね」

　胸元は切り裂かれているものの、浄化をしっかりとかけた肌着は輝くような光沢を放っている。ひと目で上等な布だということがわかるだろう。

「なぁ、名前は教えてくれないのか？」

「だーめ」

　昨日から何度もハーピィさんの名前を聞いているのだが、一向に教えてくれない。ハーピィの掟おきてで集落に留とどまらない男には決して教えてはいけないのだそうだ。お互いに心が風のように自由でいられるように、ということらしい。

「あまり重くなると私たちは飛べなくなってしまうから」

　少し寂しそうに笑うハーピィさんだったが、俺もこの集落に縛られるわけにはいかない身だ。わかってはいるのだが、寂しさを感じずにはいられない。よほどのことがなければもう彼女と会うことはないのかもしれない。

「だからね、私のことは気にしないで。貴方に良い風が吹き続けることを祈ってるわ」

「ああ、ありがとう」

「うん。じゃあ、ね？」

　彼女はそう言って俺を送り出した。最後に俺の背中をその翼で何度か撫なでてくれたのはハーピィ流の送り出し方なのだろう。

　再び広場に赴くと、エルミナさん達は既に出立の準備を終えていた。広げられていたハーピィの集落の産物を手早くトレジャーボックスに収納し、頷く。

「あら？　ちょっと待って」

　出立しようかというところでゴージャスなハーピィさんに呼び止められた。何か俺の後ろに回ってゴソゴソしている。なんだろうか？

「はい、大事にしてね？　あの子の気持ちだから」

　ゴージャスなハーピィさんが俺に差し出したのは一枚の羽だった。エルミナさんが取引していた羽よりも遥はるかに大きなその羽は、恐らくハーピィの尾羽根だろう。誰の尾羽根なのかは言うまでもなかった。

「尾羽根、ですよね」

「そうね、尾羽根ね。私達にとってとても大切な羽よ。色々と役割はあるけれど、この場合はつがいにアピールするための羽ね」

　そう言ってパチリとウィンクしてくる。

「大事にしてあげてね？」

「はい。一生大事にします」

　俺の言葉にゴージャスなハーピィさんは満足そうに頷うなずいた。
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　再び森を駆ける。

　身体が妙に軽く感じる。移動を補助する風魔法の調子が良い。キレがあるというか、繊細に操作できている実感がある。共に俺の横を駆けているブリーダやリファナもそんな俺の様子に気づいているようで、何度か俺に視線を向けてきていた。

　少しイメージを変えて魔法を展開しているのだ。ハーピィさんの包み込むような羽毛が今のイメージである。昨日まではジェット機みたいなイメージだった。

　一度上う手まく行けばあとは簡単だ。それこそ自転車のようなものである。よほど速く動きたい時は昨日までのイメージのほうが良いが、これくらいのスピードで駆けるなら今のやり方のほうが遥かにスマートだ。

　そうして駆けること数時間、森が開けて白い材質でできた構造物が見えてきた。

「着いたわね。今日はここで野営よ」

　エルミナさんが足を止めたのは白い材質でできた構造物群の中にポッカリと開いたすり鉢状の草地だった。どうやらここは魔力溜だまりになっているらしく、空気中の魔力が青白い燐りん光こうとなって蛍のようにハラハラと舞っている。

「ここ、遺跡ですよね」

「人間はそう呼ぶわね。私達は禁足地と呼んでいるけれど」

「禁足地、ですか」

「そう、決して足を踏み入れてはいけない土地よ。ここも立ち入りが許されているのはこの窪くぼ地ちまで。ここから先、あの白い門の先に立ち入ることは許されていないわ」

　エルミナさんが指差す先にはセキュリティゲートのようなものと、その先に大きなドーム状の白い構造物があった。白いドーム状の構造物は時折不規則な光を発しており、今でもその施設が『生きている』ことが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「興味があるの？　やめておきなさい、命がいくらあっても足りないわよ？　中には攻撃が効かない強力な魔物がウヨウヨしてるんだから」

「攻撃が効かない？」

「そ。あの建物と同じ白い素材でできた魔物でね。部外者を見つけるなり魔力の弾丸を乱射してくるの。矢も刃やいばも魔法も通らないわ」

　エルミナさんが溜ため息いきを吐ついて肩を竦すくめてみせる。

「まるで入ったことがあるみたいな言い方ですね」

「あるわよ？　だって気になるじゃない。這ほう々ほうの体で逃げ出すことになったけどね」

「なるほど」

　確かにエルミナさんは禁足地とか無視して気になったら入りそうだな。

『ここにあるね、擬神格。波動を感じるよ』

　いきなりヒットか。幸先が良いな。

『うーん、そうでもないね。ちょっとここはセキュリティがキツすぎるっぽい。ちょっと行ってすぐ帰ってくるってわけにはいかないね。もう少しちょろいところを探すか、時期を見たほうが良いと思うよ』

　どっちにしろ今勝手に行動するわけにはいかないな。エルフの集落だけじゃなく他の集落から預かった品も俺が持ってるし。

『マーカーつけといたからいつでもここに案内できるよ。また今度来たほうがいいね』

「ちょっと、行ってみたいとか言わないでよ？　タイシくんは今沢山の物資を預かっている身なんだからね？」

「ええ、わかってます。今日はやめておきます」

「今日は、ね」

　苦笑するエルミナさんにこちらも肩を竦めてみせてから野営に必要な道具をトレジャーボックスから出す。虫除よけの香炉や天幕、敷布、焚たき火をするための燃料や食料、水の詰まった樽たるなどだ。

「魔物除けは？」

「いらないわ。ここは魔物が近寄らないから」

　ふむ？　この魔力溜まりが何か関係してるのかね。

『神力砲のクレーターだからね、ここ。魔物は近寄らないと思うよ』

　よくわからんがそれは俺達は大丈夫なのか。

『一晩くらいなら大丈夫。まぁ魔物が嫌がる波長の魔力溜まりみたいなもんだと思えばいいよ』

　そいつは重畳。一晩くらいならって言葉が気になるがまぁいい。

　どうもエルフの三人は干し肉や果物だけで晩飯を終える気のようなのだ。それはちょいと味気なさすぎやしないか？　と思うのだが三人ともそうは思わないらしい。

「スープくらい作ろうぜ……」

「一晩くらい粗食で済ませても良いじゃない」

「そんなにスープが飲みたいならあんたが作れば？」

　エルミナさんとリファナはこの調子でブリーダに至っては座り込んで黙々と干し果実を味わっている。

「ＯＫ、じゃあ俺が作るよ。物資の中から適当に使って良いのか？」

「良いわよ。使いすぎないようにね？　ついでに私達の分もよろしく」

「へいへい」

　土魔法でサクッと簡易かまどを作り、その上に鍋なべを置いて適当にスープを作ることにする。明日の朝の分も一緒に作ってしまえば無駄がないだろう。

　そこそこの大きさの鍋に水魔法で生み出した水を注ぎ、火魔法で加熱する。沸騰するまでの間に塩漬けのベヘモス肉のブロックを取り出し、脂身のある部分を薄く削ぎ切りにしてこぽこぽと泡を生み始めたお湯に投入。そのまま煮込み、出てきたアクを掬すくい取ってから干し野菜と干しキノコを手で砕きながら投入。そのまま暫しばらく煮込み、塩で味を調える。

　あとはキノコと野菜の出だ汁しがしっかりと出るまでコトコト煮込む。キノコを入れる場合あまり煮立てないのが美お味いしさのコツだと思う。エルフの三人がスープカップを持って『まだか』という顔をしているのが微妙にムカつく。

　出来上がったスープの味見をして再度味の微調整をしたら完成だ。

　真っ先に突き出されてきたエルミナさんのカップにスープを注ぎ、次にリファナ、ブリーダのカップにスープを注ぐ。最後に俺のだ。

「うん、いい味ね」

「悪くないわ」

「美う味まい」

「そいつはどうも」

　虫が飛んできてスープに入ったら嫌なので土魔法で作った石製の蓋ふたに浄化をしっかりとかけてから鍋の上に置く。

　全員で寝るのは流石さすがに不用心なので、二組に分かれて眠ることになった。まず先にブリーダとエルミナさんが眠り、その後俺とリファナが眠る。正直こういう見張りは後番のほうが辛つらいのだが、お言葉に甘えることにした。

　食事を取ったらすぐに二人は天幕で寝たので、リファナと二人で火の番をしながら見張りをする。魔物も来ないらしいし、正直かなり暇である。魔法や剣の練習をして先に寝た二人を起こすわけにはいかない。大きな声で話すこともできないので、必然的にこうなる。

「なんで隣に座るのよ」

「いや、大きな声で話すわけにもいかないし仕方ないだろ」

「話すことなんてないわよ」

「そう言うなよ。暇だろ」

　ジト目で睨にらみつけてくるリファナを気にせずあくびをする。話でもしてないとこれ絶対寝るわ。今日も昼前まで寝床にいたけど、睡眠時間はそんなでもないからな。夢の中でマールと会ったせいかなんかあんまり寝た気がしないし。

「呆あきれた。あれだけ惰眠を貪むさぼったのに眠いわけ？」

「あんま寝てないんだよ」

「不潔」

「しっかりと浄化したから清潔です」
















「そういう話じゃないわよ」

「知ってる」

「殴るわよ？」

　なんかこのやり取り、デレる前のメルキナを思い出すなぁ。この子もデレたらメルキナみたいに激甘になってしまうんだろうか？

　リファナもエルフの例に漏れず、とても美人さんだ。ただ、色白のメルキナやエルミナさんと違って肌は日に焼けたような褐色である。所謂いわゆるダークエルフっぽい美人さんだが、胸は慎ましい。褐色エルフは胸が大きいイメージなんだけどな。美しい銀髪って点はイメージ通りなんだけどな。

　観察しているとキッと睨まれたので適当な話題を振る。

「メルキナとは知り合いなのか？」

「……幼おさな馴な染じみよ」

「そっか。まぁ歳としも近そうだしそうだよな……つってもエルフは見た目じゃいくつなのかわからんけど」

「人間が短命すぎるだけでしょ」

「寿命ばっかりはなぁ。その分繁殖力は上みたいだけど。エルフのことはよくわからないが、発情期にならないと子供が作れないんだろ？」

「あんたね、もう少しマシな話題はないわけ？　未婚の乙女おとめにそういう話する？」

　歯を見せて怒りを滲にじませるリファナに肩を竦めてみせる。

「ちょっとした下ネタじゃないか。そうだなぁ、んじゃ禁足地について教えてくれ」

「エルミナさんから聞いたでしょ？」

「ここ以外にもあるんだろ？　どの辺にあってどんなところか教えてくれよ。興味あるんだ」

「あのねぇ……禁足地の意味わかってる？　足を踏み入れることを禁じている地なの。それはね、ただ単に入ったら命が危険ってだけじゃないのよ」

「つまり？」

「そこには触れてはいけないものがあるのよ。禁忌の地でもあるの。口にするのも憚はばかられるの。それくらい察しなさい」

　リファナはそう言ってツンと横を向いてしまった。うーん、取り付く島もないな。まぁリファナがダメならエルミナさんかブリーダかマルス君にでも聞いてみるか。デルフィーダさんでもいいな。

「ねぇ、メルキナは元気にしてるの？」

「うん？　元気にしてるぞ。森を出てからは暫くあちこちフラフラして食い道楽してたようだ。俺と出会ってからはまぁ、最初はリファナと同じような態度だったけど今はベタ惚ぼれだな。甘やかされすぎてちょっと困るくらいだ」

「うん……聞く限りメルキナらしいわね」

　焚き火に照らされながらリファナが微かすかに笑みを浮かべる。

「メルキナは村での生活が退屈そうだったから。毎日毎日同じことの繰り返しで嫌になっちゃうって口癖みたいに言ってたわ。血の気も多くて、やっぱり人間の血が入ってるからって陰口叩たたかれたりもしてた」

「人間は大層嫌われてるみたいだもんな」

「私の親とか祖父祖母世代は人間に虐げられたみたいだからね。私は直接人間に何かされたことはないけど、そういう大人達から話を聞いて育ってきたのよ」

　リファナの瞳ひとみが揺れる炎を見つめる。

「人間がエルフにどんな仕打ちをしたか知ってる？　晩ばん餐さんに呼んで薬を盛ったり、大人達を残らず呼び出して子供だけになった村を襲ったり、やりたい放題だったらしいわ。百以上あった氏族は殆ほとんど滅ぼされて、今大森林に残っている氏族はたったの五つよ」

「メルキナも危ない目に遭ったことは一度や二度じゃないって言ってたな」

　寝物語に聞いたメルキナ危機一髪の内容を思い出す。

「だから、私は人間が好きになれないわ。あんたのこともね」

「んー、まぁ俺がエルフの立場でも簡単に気を許すことはできそうにないな。でもまぁ俺に関しては安心していいぞ、この世界の人間じゃないし」

　訝いぶかしげな表情で俺を睨みつけてくるリファナに言葉を続ける。

「ちょっとした呟つぶやきを悪い神様に拾われてこの世界にやってきたんだ、つっても信じられないよなぁ？」

「そんな与太話信じられるわけないでしょ？」

「ですよねー。ま、それは別に信じてくれなくてもいいや、証拠のある話でもないし。ただまぁ、人間だからってだけで嫌うのは少しもったいないと思うぞ。それじゃエルフだからって理由だけで酷ひどいことをした奴らとそんな変わらんし」

「そんなのっ！」

「しーっ、静かにしろって」

　大声を出しかけたリファナをなんとか落ち着かせる。

「ちょっと言葉が悪かったが、俺が言いたいのは人間って種族のくくりだけでものを考えて判断するのは良くないんじゃねってことだよ。人間って一口に言ってもいろいろな奴がいるさ。救いようのない悪人もいれば自分を犠牲にして他人を助けるような善人もいる」

「あんたは善人だって言いたいわけ？」

「俺はどっちかと言うと悪人だと思うなぁ。確かに人を助けちゃいるけどそれは結果的にそうなってるだけで、徹頭徹尾自分のためにしか動いていないし」

　ここは俺としては譲れないラインだ。誰かのために身を粉にして働くなんてまっぴら御免である。俺は俺のためにしか力を振るわないし、働かない。他人のためになんて絶対に働きたくないでござる。

　リファナはそんな俺の目をじっと見つめた後に目を逸そらした。

「なぁ、その人の目をじっと見つめるのってエルフの流は行やりなのか？」

「別にそんなんじゃないわよ」

「じゃあなんなんだよ」

「うっさいわね、なんでもないわよ」

　なんか態度がぞんざいな感じになった。これは関係が良くなったと見るべきか否か。まぁ気を遣わなくても良いい相手になったと考えれば良くなったということで良いのではないだろうか。

　その後はとりとめのない話をして時間を潰つぶし、程よい頃合いでエルミナさんとブリーダを起こして見張りを交代した。

「変なことしたら私の弓に誓って絶対に報いを受けさせるわよ」

「しないって」

「この矢よりこっちに来たら殺すからね」

「わかったって。良いからもう寝ろ、俺は寝る」

　結局リファナは俺が寝るまで何か横で騒いでいた。もう眠いから寝かせろ。
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　目が覚める。

　ぼんやりとした頭でテントの天井を見上げ、状況を思い出して横に顔を向けた。リファナが無邪気な表情でスゥスゥと寝息を立てている。どうやらツンツン褐色エルフ娘よりも早く目を覚ましたらしい。

　魔力溜だまりの燐りん光こうはテントを透過して内部に侵入してきているので、光源には事欠かない。しかしこうして見るとエルフというのは、まことに整った顔立ちをしているものだ。あどけない表情で眠るリファナの寝顔を眺めながら心からそう思う。

『食べちゃう？　食べちゃう？』

　できるわけないだろう。殺されるわ。

『そうかなー？　意外と許してくれそうな気もするけど』

　無理。精神的に無理。というか立場的にも状況的にも無理。黙っててくれる？

『ちぇっ』

　駄神が黙ったので、リファナの寝顔観察を続ける。可愛かわいい女の子の寝顔はいくら見てても飽きないし、見てるだけで心が癒やされるね。

　そうして暫く寝顔を眺めているとリファナが僅わずかに身じろぎし、目を覚ました。数秒ぼーっとした感じで俺の顔を見つめたかと思うと、次の瞬間顔を真っ赤にして境界線に置いていた矢を素早く手に取った。

「よう、おはよう」

　ズザザザッ！　っと凄すごい勢いでテント内の俺から一番遠い場所まで後あと退ずさったリファナが赤い顔のまま両手で持った矢の矢じりをこちらに向ける。

「待て、ラインは越えてないぞ。俺は悪くないよな？」

「ぐっ、むむ……うぅ！」

　真っ赤な顔のまま涙目で唸うなるリファナが可愛い。こうなるといじりたくなるよな。

「可愛い寝顔だったぞ」

「ーーーっ!?」

　ついに羞しゆう恥ち心しんが限界に達したのか、真っ赤な顔のまま涙目になったリファナがテントから飛び出していった。

　え？　ちょっと？

　それなんかまるで俺がリファナにセクハラでもしたみたいな感じに外の二人に取られない？　ちょっと？

　面倒くさいことになったなぁと思いながら溜ため息いきを吐つき、俺もテントから出る。テントから出てみると、リファナは耳まで真っ赤にしたままエルミナさんに縋すがり付いていた。エルミナさんとブリーダから向けられる視線が痛い。

「待て、話をしよう。君達は誤解をしている」

　そう前置きしてから俺は状況を説明した。寝る前に境界線として矢が置かれ、俺はそれを一切侵犯していないこと。目が覚めたらまだリファナが寝ていたので、起こすのも悪いと思って静かにしていたこと、そしてただぼんやりするのもなんなのでリファナの寝顔を見ていたらリファナが目を覚まして今の騒ぎになったこと。

「というわけで俺は悪くねぇ」

「ふむ」

「うーん……まぁ、うん」

　一応俺への不名誉な嫌疑は晴れたようなのでほっと胸を撫なで下ろす。

「不ぶ躾しつけに寝顔を眺めたことは詫わびる。申し訳なかった」

「タイシくんも謝ってるし、機嫌を直しなさい。ね？」

　エルミナさんがそう取りなしてくれたが、出発するまでの間リファナは一度も口を開かず、俺と目を合わせてくれなかった。

　そして軽く朝食を取って出発。今日はちょっと移動距離が長いということで普段よりスローペースで、かつ警戒を強めていく。次の集落までの距離が長い分魔物の勢力が強いため、この道程ではいつも魔物と戦闘になるらしい。




　気を引き締めて移動すること一時間──すでに何度か魔物に遭遇している。




　とは言ってもむやみに戦闘をすることはなく、基本的に移動速度でもって振り切っている。今までと同じペースで移動していれば追いついてこられる魔物はそんなに多くはないということで、群れの真まっ只ただ中なかに突っ込むというような凡ミスを犯さない限りは問題ないらしい。

　逆に振り切れないような相手が出た場合は速やかに仕留める必要があるということで、今回の移動はかなりの緊張を強いられる。

　隊列は前にリファナとブリーダ、中衛が俺、殿しんがりがエルミナさんだ。鬱うつ蒼そうと木が生い茂る森の中を全員で風のように駆ける。

　飛ぶように流れていく森の様子は今までと違い穏やかさが全く感じられない。この雰囲気はどこか大樹海を彷ほう彿ふつとさせる。言うなれば瘴しよう気きのようなものが感じられるような気がした。

『その表現はあながち間違いでもないね。魔物の多い領域では魔物の代謝によって魔力が澱よどむから。そして澱んだ魔力が更に魔物を呼び寄せる。そうして魔物の領域というものが作られるのさ』

　魔物も古代人関連のものなのか？

『一概には言えないけど大体そうかな。奉仕種族が野生化して知能を失ったようなのもいるし、単純に生物兵器が野生化したのもいるし、普通の動物が澱んだ魔力に長期間接して変異、定着したようなのもいるし』

　あー、オークとかゴブリンとか？

『そうだね、その辺は劣化・退化した奉仕種族だね。まぁ人間や奉仕種族と交配できるのは大体劣化・退化した奉仕種族だね』

　なるほど、でさっきから気配察知にちらちら引っかかってるしつこく後ろを尾つけてきているアレは？

『劣化した奉仕種族だね。元を正せば狼の獣人と祖を同じくしてるよ』

　まじかよ。元を正せばソーンと同じか……複雑な気分だな。

『系統的には大分昔に分かれてるだろうからあまり気にする必要はないと思うけどね』

　頭の中で駄神が肩を竦すくめたような気配がする。こいつ、なんか俺に伝えるイメージの鮮明さがどんどん洗練されてきているような……まぁいい。

「エルミナさん」

「振り切れないわね。やるわよ」

「んじゃ俺が突っ込みますんで、援護よろしく」

「ちょっと！　もう！」

　文句を言うエルミナさんを放置して木に向かって真っ直ぐ跳び、蹴けって１８０度ターンする。そうするとすぐに茂みから人型の影が飛び出して襲いかかってきた。

「さて」

　刃やいばのような鋭い鉤かぎ爪づめを振りかざして飛びかかってきた黒い影。その動きは俊敏で、鋭い爪は的確に急所である首筋に迫ってくる。

　突き出されてきたその爪を紙一重で避よけ、伸び切ったその腕を腰の鞘さやから逆手で抜いたブッシュナイフで切り上げる。

「ギャンッ!?」

　黒い剛毛に覆われた腕が突き出された勢いそのままに血の尾を引いて飛んだ。瞬時に順手に持ち替えたブッシュナイフを抉えぐり込むように胴体に突き立て、ねじりながら引き抜いて蹴り飛ばす。

　地面に血溜まりを広げながら痙けい攣れんするその姿は正にステロタイプな人狼だ。二足歩行の狼そのもの。しかし狼の獣人と違いその姿にはどこにも人間味を感じない。血走った眼に理性の色はなく、また刃物のように長く、鋭く、歪いびつな鉤爪をもつその腕は異形そのものだ。

　刃に魔力を通したブッシュナイフは仄ほのかに光を放ち、その刀身に血脂を寄せ付けない。太くて頑丈な骨を断ち切っても刃は毀こぼれ一つ起こしてもいない。

「良いナイフだ」

　そう呟つぶやき、辺りの気配を探る。どうやら真っ先に飛びかかった一匹があっけなく俺に倒されたので様子を窺うかがっているらしい。エルミナさん達の気配は突っ込んだ俺から遠ざかって追えなくなってしまった。見捨てられるということはないと思うから、恐らく一度離れてから迂う回かいし、人狼達を包囲するつもりなんだろう。

　次が飛びかかってこないので、足元で痙攣している人狼の頭部に刃を打ち込んでトドメを刺しておく。死んだと思って放置した挙げ句いきなり襲いかかられて怪我するのも面白くない。

　頭部に刃を打ち込まれた人狼がビクンと大きく震えて動かなくなった。俺が仲間にトドメを刺したことに激げき昂こうしたのか、残る人狼が一斉に飛びかかってきた。その数は三、一匹は正面から首筋狙い、もう一匹は右側面からナイフを持った右腕狙い、最後の一匹は真後ろだから見えないが、足狙いだろうか。

　魔力を足に集中しながら左に大きくステップし、人狼達を避ける。その回避先に更に二匹の人狼が飛びかかってきた。恐らくこちらが本命なんだろうが、気配察知ができる俺にはバレバレだ。

　ステップしたその勢いのままナイフを振るい、回避先の俺に飛びかかってきた人狼の首を飛ばす。そして足に集中しておいた魔力を爆風として放ち、飛びかかってきていたもう一匹を吹き飛ばす。大してダメージはないだろうが、狙い通り数メートルは吹き飛んだようだ。

　最初に飛びかかってきた三匹が向きを変えて俺に飛びかかってこようとしたが、どこからか飛来した矢が三匹の人狼に一本ずつ突き刺さってその強きよう靭じんな体たい軀くを吹き飛ばす。そのうち一本は正確に頭を射い貫ぬいて吹き飛ばしていた。

　エルフの矢こえぇな。これライフル弾並みの威力あるんじゃないか？

　吹き飛んだ三匹から視線を外し、俺が足からの風魔法で吹き飛ばした一匹に向かう。既に体勢を立て直していた人狼は不利を悟ると身を翻して逃げ出した。俺は魔力を集中しながらその背中に左手を振るう。

「魔弾マジツクミサイル」

　空中に発生した三発の光弾が光の尾を引いて高速で飛ひ翔しようし、逃げる人狼の背中に突き刺さって小爆発を起こす。ドドドン、という連続した爆発音を立てて人狼の上半身が弾け飛んだ。確認するまでもなく即死だろう。

　次いで矢を受けて倒れている人狼達に目を向ける。

「すまんね」

　一言そう言って俺はブッシュナイフを振りかざした。








第五話　～駄神に名前をつけました～









「ニャ？　このウェアウルフ随分新鮮ネ？」

「ああ、それは昼前に仕留めた奴だから」

「四人でウェアウルフ五匹を仕留めたネ？　流石さすがエルフネ」

　ウェアウルフを仕留めてから数時間。俺達は昼過ぎになって次の集落に辿たどり着いた。目の前でエルミナさんと話しているのはネコである。二足歩行のネコである。というか、クロスロードの武器屋以来久しぶりに見たケットシー族である。

　今日辿り着いたのはケットシー族の集落だった。二足歩行のネコがそこらじゅうを闊かつ歩ぽするという猫好きにはたまらないスポットなのではなかろうか。だが、俺は知っている。ケットシー族は見た目に反して割と武闘派だということを。

　いや、あのクロスロードの店主だけなのかもしれないし先入観は良くないか？

「人間なんて珍しいネ？」

「しかもエルフと一緒に行動してるなんて本当に珍しいネ。何十年ぶりネ？」

　何十年ぶりという単位で話すということは、エルミナさんの旦だん那なさんだろうか？　旦那さんも今の俺みたいに行商に参加してたのかね。

　しかし商いの内容を見ている限り、どうやらここで荷の半分くらいを捌さばくようだ。どうもケットシーの集落には大森林の外の製品が多いように見える。

「なぁ、ケットシーは外と交易をしているのか？」

「交易ってほどじゃないネ。外に出稼ぎに出てるのが何人か居て、年に何回かお土産みやげを沢山持って帰ってくるネ」

「へぇ、そういやクロスロードでケットシーに会ったな。武器屋の店主だったよ」

「ン？　知り合いネ？　あいつは暫しばらく帰ってきてないネ」

「そうか。もしいるなら頼みたいことがあったんだけどな」

　クロスロードに戻るならヒューイ経由でクローバーに手紙を届けて貰もらえると思ったが、世の中そう甘くはないようだ。




　ケットシー族の住居は小さすぎて中に入れないので、俺達は昨日に引き続き野営をすることになった。もっとも、今日は見張りをしなくて良いい分ぐっすりと眠れるわけだが。

　今日はテントを二つ張って男女で分かれて眠ることになった。結局今日一日言葉を交わすどころか視線すら合わせてくれなかったリファナに配慮したらしい。俺は悪くねぇ！

　取引は翌日の昼前までかけて行われ、積み荷のうちの半分弱ほど──大体四割ほどはケットシーの集落で捌いたようだ。その代わりに多数の金属製品や色鮮やかな布、大森林では採れない保存食の類たぐいや書物などを得た。取引された品の中には若干ながら煙草や酒、香辛料や砂糖などの嗜し好こう品もあった。

　俺もウェアウルフの素材で得た分け前でミスクロニア王国製の醬しよう油ゆの瓶を一つといくらかの香辛料を手に入れた。これで食生活の幅が広がる。米や味み噌そがなかったのが残念だな。

　ついでに何か良さげな武器はないかと聞いてみたが、残念ながら今使ってるナイフ以上の品は見つからなかった。数打ちの鉄剣はあったが、簡単に折れるか曲がるかしそうだったのでやめておいたのだ。せめて頑丈な鋼の剣だったらなぁ。

　いっそ工具を揃えて自分で打ったほうが良いかもしれない。鉄の精錬なら地魔法で作った炉と火魔法の火力でなんとかなりそうだし、ハンマーと鉄床が調達できれば……いや、鋳造なら鉄鉱石さえあれば道具そのものもなんとかなるか？

　そんなことを考えていると、今日はケットシーの集落でもう一泊するということになった。今から出て森の中で野営をするくらいならもう一泊して明日の朝早くに出発し、日暮れ前に鳥人族の集落に着けるようにしたほうが危険が少ないという判断らしい。

「確かに魔物がいつ襲ってくるかわからない場所で一晩過ごすよりもそっちのほうが安全ですね」

「そういうこと。それに少し疲労もあるしね、万全に体調を整えるに越したことはないわ」

「ごもっとも」

　というわけで俺達は丸一日をケットシーの集落で過ごすことになった。とは言ってもやることも特にないのでぶっちゃけ暇である。折角の休みなのに無闇に身体を動かして疲れてしまっては元も子もないし。

　というわけで俺はケットシーの集落で怪我人や病気に苦しんでいるような者はいないかと聞いて回ることにした。魔力はあり余っているし、治癒魔法の訓練にもなる。ついでに恩も売れるしあわよくば何かお礼に貰えるかもしれない。

「おおお、腰痛が良くなったネ」

「ニャ、よかったらこれ食え」

　さほど多くはなかったが年配のケットシーの腰痛治療やちょっとしたかすり傷の治療などを行った。お礼に川魚の焼き干しを沢山貰った。炙あぶって食っても良いし、スープの出だ汁しにするのも良いらしい。近くの小川で取れた魚だという。

「小川があるのか。水浴びでもしてくるかな？」

「村から出てあっちに少し歩けばすぐヨ。周辺の魔物は狩ってるから居ないと思うけど、行くなら気をつけるネ」

「アイヨー」

　なんかケットシーのイントネーションが移った気がする。

　ケットシー達の言う通り、集落を出て少し歩くとちょっとした清流に行き当たった。さほど大きくはない川だが、流れる水は清らかで川のせせらぎが耳に心地よい。

　川に来た目的はいくつかある。

　一つは水浴び。ここ数日浄化はしているが、風ふ呂ろに入っていないので身体を洗いたい。基本的には浄化で事足りるのだが、やはり気分的に水浴びくらいはしておきたいのだ。

　もう一つは鉄鉱石探し。

　河原では砂鉄や鉄鉱石が取れることがよくあるらしいので、見つかりはしないかと探しに来てみたのだ。その辺の知識はこの世界に来る前から持っていたのに加え、一気に鍛か冶じレベル５にした際に流れ込んできた知識もある。スキルシステムがなくなっても得た知識を全て失うわけではないようだ。というか、数千本単位で武器を作ったせいか鍛冶関連に関してはさして力を失った感じがしない。今でも余裕でスキルレベル３、もしかしたら４くらいは残ってるんじゃなかろうか。ある意味一番よく使ったスキルだよね、鍛冶。

　最後の一つは単純に癒やしを求めてである。ハーピィさんに癒やしてもらってなんとなく風魔法が上達したっぽいので、実際に水と触れ合って癒やされることで水魔法でも同じようなことが起こらないかという期待を仄ほのかに抱いている。まぁそううまく行きはしないと思うけど。

　そんなことを考えながら河原を歩き、ゴロゴロと転がる角の丸まった石を眺めながら川を上っていく。どうせ水浴びするし濡ぬれても構わないので服のまま川に入ってザブザブと川の流れに逆らっていく。

　ついでに探しているのは砥と石いしになりそうな手頃な大きさの岩だ。色は概ね黒っぽく、割と柔らかい岩で鋼のナイフで傷つけることができるようなものが良い。

　ザブザブ水を搔かき分けながら歩いていると良さげな岩がすぐに見つかった。地魔法で手早く成形して手頃な大きさに加工する。もしかしたら鳥人族の集落で売れるだろうか？　そう考えて砥石に使えそうな岩を次々と直方体に切り出してトレジャーボックスに収納していく。荒あら砥とに使えそうなものから仕上げ砥に使えそうなものまで色々と揃えられたと思う。実際にあとで試してみよう。

　しかし鉄鉱石のほうはなかなか見つからんね。餅べい鉄てつでもあれば最高だったんだが……お？　いいね、一つ見っけ。

　ふと思いついて地魔法を使って鉄鉱石の選より分けができないかと試してみると、思ったより簡単に鉄鉱石を選り分けることができた。一応地魔法では土だけでなく石や金属もある程度操れるのだが、土や泥、石、貴石、金属の順で操るのが難しくなる。それを利用して地魔法への抵抗が強い石を選別すれば簡単に選り分けることができた。

　なんか楽しくなってきたぞ。夢中になって地魔法を使いながらざぶざぶと川を遡さかのぼっていく。そうやって夢中になっていたのがいけなかった。

「あら？　タイシくん？」

「へっ？　ちょぉ──!?」

　急に声をかけられたのでびっくりしてそちらに顔を向けると、そこには一糸纏まとわぬ姿のエルミナさんがいた。水に濡れたスレンダーな肉体に美しい金色の髪の毛を纏わりつかせ、キョトンとした表情でこちらを見つめている。その輝くような姿に思わずゴクリと生なま唾つばを吞のみ込んでしまい、ハッと我に返る。

「やっ、あのっ、なんというかすみませんっ！」

『いいぞー、ラッキースケベいいぞー』

　マジで黙って？　今俺すごいテンパッてるから！　うわあああどうしようこれ!?

「ふふっ、まぁ別に見て減るものでもないし良いわよ。そんな川のど真ん中を遡ってきて覗のぞきに来たってわけでもないだろうし。夢中になって何か探していたみたいね？」

　俺に見られていることなどまるで気にしていない様子でエルミナさんが笑う。これが大人の余裕ってやつか。だがガン見するのも失礼なので一応背を向ける。

「餅鉄……鉄鉱石を探してました。いくつか見つけてるうちに夢中になってしまって」

「ふぅん？　それで、私の裸はどうだった？」

「ええと、最高に綺き麗れいでした。こう、輝くような感じで」

「そう……そう言われて悪い気はしないわね」

　クスクスとエルミナさんの楽しそうな笑い声が聞こえる。そしてすぐに背後でざぶり、とエルミナさんが川から上がったと思おぼしき音が聞こえた。次いで轟ごう々ごうと風が唸うなる。

「もうこっちを見ても大丈夫よ」

　そう言われたので振り返ると、エルミナさんは既に薄い肌着を身に着けていた。確かに隠れるところは隠れたが、まだ目に毒なお姿である。

「急いで乾かしたからちょっと冷えたわ」

　そう言ってエルミナさんが少し震えながら苦笑いする。俺も川から上がり、ずぶ濡れになっている上着を脱いだ。

「いや、すみませんほんと……」

「良いわよ。ちょっと火を出してくれる？」
















　脱いだ上着を絞りながら謝る。

「はい」

　言われるがままに火魔法でバレーボールサイズの火の玉を出してみせると、エルミナさんが操った風が火球の周りで渦を巻いた。そして渦を巻いた温風が俺を包み、身体を温めながら服を乾かしていく。エルミナさんも同じように自身を温風で包んでいるようだ。

「器用っすね」

「伊だ達てに歳としは取ってないわよ」

　全身にドライヤーをかけられてるような感じでなんか気持ち良いな、これ。

「歳って言ったってエルミナさんは綺麗じゃないですか。覚えてるかどうかわかりませんけど、最初はメルキナのお姉さんだと思いましたよ」

「そう言えばそんなことを言ってたわね。じゃあ息子だと思って接しないほうが良いかしら？」

「あー、んー……返答に困りますね」

　正直に言えば綺麗で若々しいエルミナさんをお義か母あさんとして見るのはなかなかに難しい。メルキナのお姉さんにしか見えないしな。しかし今更他人行儀に接されるのも正直言って寂しい。

「ごめんごめん、悪かったからそんな寂しそうな顔しないで」

　エルミナさんがカラカラと笑う。

『君はあれだね、見境ないよね』

　そうは言うがな、いくらお義母さんとはいえこんな若々しい美人が親しげに接してくれるんだぞ。全く意識するなってのも無理な話だ。それに若くて綺麗な未亡人のお義母さんとかエルミナさんが属性盛りすぎなだけだから。そこにロマン感じちゃうのは男として自然な反応だから。

『業が深いね』

　それは自覚してる。

「それで、まだ鉄鉱石探しを続けるの？　私としては可愛かわいい義理の息子に風邪を引かれるのは困るんだけど？」

「そこそこの量は見つかったんでもうやめときます」

　そう言ってゴトゴトと川から拾った鉄鉱石を出してみせる。手の中に握り込めるような大きさのものから拳こぶし大のものまでそこそこの量が見つかった。ただ、鉄床とハンマーを自作したら大した量は残らないだろうし、せいぜいナイフくらいしか打てないだろうな。

　鳥人族の集落で鉄床とかハンマーとか鍛冶道具が手に入ると助かるんだが。

「鳥人族の集落で鍛冶道具が手に入れば助かるんですけどね」

「鍛冶道具？」

「ええ、これでもそこそこの腕なんですよ」

　そう言って右腕で力こぶを作ってみせ、左手でポンと叩たたいてみせる。

「妙な特技持ってるのね。そういえばタイシくん自身のことはあまり聞いてなかったわ。教えてくれる？」

「ええ？　そう言われればそうですかね」

　河原の岩に腰掛け、エルミナさんに請われるままに俺自身の話をする。主にこの世界に来てからの話だ。既に神々との争いのことを話しているエルミナさんに隠すことは何もないので、ありのままに話す。

　エルミナさんはこの世界に来てマールと出会ったその日に食われた話で呆あきれ、フラムとの出会いをきっかけとしたカレンディル王国との諍いさかいの件を神妙な様子で聞き入り、大だい氾はん濫らんでの大暴れに関しては半信半疑といった様子だった。

「今のタイシくんを見ているとホラ話にしか聞こえないなぁ」

「ですよねぇ。自分でもそう思いますよ」

　実際、空を飛べるというアドバンテージと極大爆破の組み合わせが凶悪すぎた。超音速戦闘機の機動性に戦略爆撃機の火力を併せ持ってるような状態だったからな。案外飛行魔法と転移魔法を使用禁止にしたら神々は許してくれないだろうか？　ダメそうだなぁ、あの雷野郎は頭固そうだったし。

「タイシくんはここじゃない世界から神様に連れてこられたって言ってたよね？」

「ですね」

「その世界の話も聞かせてくれる？」

「ええ……うーん、まぁ差し障りのない範囲で良いいなら」

「うん、どんな国に住んでいたの？」

「そうですね、物もの凄すごく平和な国でしたよ。最後に戦争をしたのは俺が生まれるよりずっと前で、俺が生まれたのはもう戦後の復興が終わって暫しばらくしてからでした。だから、戦争というか戦い、争い事とは無縁の社会でしたね。経済的にも世界有数の国で、治安も世界でトップクラスに良い国でした」

「ふぅん、良さそうな国ね」

「そうですね。平均寿命も長くて医療や福祉も充実してましたし、実際に良い国だったと思います。他よ所その国では戦争で何十万、何百万って単位の難民が出てたりしてたみたいですし」

「難民ねぇ。そんなに魔物が凶暴な世界だったの？」

「いえ、魔物なんて一匹も居ませんでしたよ。俺の住んでいた世界はいつもどこかで人間同士で戦争をしている、そんな世界だったんです」

「それは……想像のつかない世界ね。魔物が居なければそんなものなのかしら？」

「魔法もなければ魔物も居ない、人の世に介入する神もいない。人間と動物だけがいる、そんな世界だったんですよ。俺の国は豊かで平和でしたけど。まぁ幸運でしたね」

　豊かで平和だからといっても幸福であったかどうかはまた別の話だが。自殺者数はかなり多かった筈はずだし、世界の幸福度ランキングでもそんなに上位ではなかった気がする。豊かで平均寿命が長くて戦争がなくて安全である代わりに何か大切なものを犠牲にしている社会だったんだろう。

「タイシくんの優しいところはそういう国で育ったからなのかしらね」

「優しいですか？」

「優しいという言葉では表現しきれていないかもしれないけれどね。縁もゆかりもない獣人達を助けるために住む場所から何から全部用意するなんて普通の人にはできないわよ」

　エルミナさんがそう言って俺の目をじっと見つめてきた。なんだか気恥ずかしくなって俺はそっと目を逸らす。

「ただの自己満足ですよ。事情を聞いて可哀想かわいそうだと思ったから、できる範囲で手助けしてやろうって思っただけで……いや、なんか偉そうなこと言ってるなホント。それに下心もあったわけですし」

　あわよくば可愛い獣人とお近づきになれるかなとかそんな思いも全くなかったわけではない。何より勇者として活躍した結果、欲が出てお山の大将になりたかったんだと思うし。

「タイシくんの思惑はどうであれ、やったことは間違いなく立派なことでしょう？　そうでなかったらあの子が貴方あなたに惹ひかれるわけないわ」

「いやその……」

　真っ直ぐに賞賛されてとてつもなくむず痒がゆい気分になる。

「どうしてエルミナさんは俺の言うことを信じてくれるんです？　俺の言っていることなんてなんの証あかし立てもないことなのに」

「あら、噓なの？」

「いや、噓は一切言ってませんけど、不思議で」

　俺がそう言うと、いつの間に近づいたのかエルミナさんが俺の両頰に手を添えてグイッと自分のほうに俺の顔を向けさせた。

「ええと……？」

「タイシくん、私の目をじっと見てくれるかしら？」

「はい」

　言われるがままにエルミナさんの目をジッと見つめる。互いの顔の距離が近い。吐息が感じられそうな距離だ。ふわりと花のような良い香りが俺の鼻孔をくすぐる。

「実はね、私達エルフは相手とじっと見つめ合うことでその人が噓を吐ついているかどうか判別できるのよ」

「えっ？　マジですか？」

　ちょっと近すぎる距離にドギマギしながら聞き返す。少し近づけば唇が触れてしまいそうな距離にエルミナさんの綺麗な顔があることに非常に落ち着かない気分になる。

「噓よ」

「ちょっと？」

　エルミナさんがニコッと笑って俺の胸を軽く突き放した。突然のことで思わず仰のけ反り、姿勢を戻したときにはすでにエルミナさんは俺から離れていた。

　どうやらサービスタイムは終わりらしい。安心したような残念なような少し複雑な気持ちだ。

『お義母さんにドキドキしちゃっていいのかなぁ？』

　良くないよ！　良くないけどドキドキしちゃうんだよ！　こういうとこが制御できるならもう少し違う人生歩んでたわ！　少なくとも……あれ？　あまり変わらないような？　いやきっと違う、違ったはず。

　というかなんか変じゃね？　もう少し分別があった気がするわ。お前なんか仕込んでない？　パラメータをいじったとかなんとか言ってたよね？

『人のせいにするのはよくないナー？』

　すげぇ疑わしい！　ゲロ以下の匂いがプンプンするぜぇ！

「タイシくん、大丈夫？」

「大丈夫、大丈夫です」

　急に額に手をやって悩み出した俺を心配したのか、エルミナさんが声をかけてくる。大丈夫ですからちょっと放置してください。お願いします。

「頭の中で例の駄神が騒いでまして……ああ、言葉そのままだとめっちゃヤバい人だ俺。でも本当なんですよ」

「あー、例の神様ねぇ。何者なのかしらね？　複数の神を相手に戦って時間稼ぎができるってだけでも普通じゃないのはわかるけれど、少なくとも私の知っている神様の中にそんなことができそうな神様はいないわ」

「そうなんですか。いや、そういやこいつの名前聞いたことなかったな」

　いつも駄神とか邪神とか呼んでたし。

『ボクの名前？　ないよ。神がボクしかいなくなってしまった今、そんなものは必要なくなってしまったからね。まぁ強いて言うなら神、あるいはこの世界の名であるエリアルドって呼ぶのが正しいかもね』

「ブフォッｗｗｗｗｗｗ」

「ちょっ!?　急にどうしたのタイシくん？」

　あまりの痛さに全俺が噴いた。お前どこ中だよ？

『別に厨ちゆう二に病とかじゃないし！　ほんとーのことだし！　そんなん言うならキミが名前をつければいいじゃないか！』

「くっ、ぶふっ……必死すぎワロタ」

「タイシくん？」

「ああいえ、すみません。駄神が痛々しいことを言うものでつい笑っちゃいました」

「い、痛々しい？」

「自分以外に神はいないから名前などない。敢えて言うならこの世界の名であるエリアルドです、キリッて感じで」

「ぷふっ」

『エルフの小娘にまで笑われた!?』

　しかし名前ね、名前。うーん、そうだな。エリアルドから取ってエリーとかリアなんて良いんじゃないか。エリアとかアルドとかでも良いかもしれんけど、二文字のほうが呼びやすいな。ああ、でも『リアル』なんてのは皮肉が効いてて良いんじゃないか？　ファンタジーな世界の神の名前が『現実リアル』なんてな。名目上でも表面的でもない『真の』なんて意味でも。

『ふむ？　リアル、リアルね……名前の響きも可愛らしい気がするし、悪くないね』

　気に入ったみたいね。

「リアルって名前をつけてやったら喜んでるようです」

「リアル、可愛らしい名前ね。女神様なの？」

「……両方あるのって女神って呼んでいいんですかね？」

「りょ、両方あるのね」

「まぁ見た目は悪くないし女神でいいんじゃないですかね。そう、見た目は悪くないんだよなぁ……」

　この世のものとは思えないような可愛らしい顔に見る角度によって色彩を変える虹にじ色いろに近い銀髪、無む垢くさを感じさせる瑞みず々みずしい肉体──見た目だけなら間違いなく女神そのものなんだよなぁ。

『あん、そんなに褒められるとその気になっちゃう』

　典型的な喋しやべらなければ美人ってやつだよな。なんて残念な奴だ。

『今更清せい楚そな女神様を演じてもねぇ。それよりもっとボクに熱くてドロドロとしたリビドーをぶつけても良いんだよ？　今晩辺りする？』

　しねぇよ。

『えー、名前をつけてくれたお礼をしたいのになぁ……それじゃあ他の方法でお礼をしてあげるね☆』

　おい待て馬鹿やめろ何もすんなおいコラ返事せんかい！　あの駄神、また潜りやがった。何をするつもりなんだよ。勘弁してくれ。

「えっと、どうしたの？　急に顔色が悪くなってるけど」

「……名前をつけてくれたお礼に何かやらかすそうです」

「えぇ……何かって？」

「皆目見当がつきませんが、多分、あー……あっち方面かと」

「あっち方面？」

　エルミナさんがこてんと小首を傾かしげる。美人のこういう仕草ってなんというか可愛かわいらしいよな。ずるいと思う。

「その、この前ハーピィの集落であったような……どうにもあいつはそっち方面に拘こだわる性質でして」

「ああ、そういう……えぇ？　どうやって？」

「夢の中だと俺に直接干渉できるんですよね。でもそれを断ったら別の方法でとか言ってたんで、何をする気なのか皆目見当がつきません」

　意識がこの前みたいに潜り込んでいったから、きっとまた碌ろくでもないことだろうが……俺をいじるのはともかく、他の人までいじったりしないだろうな？　それこそエルミナさんやリファナの魂をいじってきましたとか言ったら洒落しやれにならんぞ。今身近にいる異性ってこの二人だけだし、非常に心配なんだが。

「そ、そう……まぁ、気にしても仕方がないんじゃない？　相手は神様なんでしょう？」

「それもそうなんですがね」

　エルミナさんに歯切れの悪い返事をしながら頭を搔かく。

　俺の中に勝手に居座っているあいつに俺から何かすることはできない。共生というよりは寄生みたいなもんだよな、今の関係。まぁ俺も多分に助けられている部分はあるんだけどさ。あいつが居なかったらとっくに神々に見つけられて殺されているんだろうし。

「ええと……そろそろ戻ります？　陽も落ちますし」

「そ、そうね。戻りましょうか」

　なんとなくよそよそしい雰囲気になりつつ、エルミナさんと一緒にケットシーの集落へと戻った。俺とエルミナさんが二人で集落の外から戻ってきたところをリファナに目撃され、凄すごい目つきで睨にらまれた。なんでやねん。





─☆★☆─






　翌日、早朝にケットシーの集落を出発した俺達は特にこれといったトラブルもなく鳥人族の集落に辿たどり着いた。もっとも、トラブルこそなかったものの早朝に出発して昼過ぎまでずっと移動し通しだったのでやたらと疲れたわけだが。

　エルミナさんは知り合いの鳥人族の商人に渡りをつけてくるということで、他の三人は暫しばし身体を休めるということになった。断だん崖がい絶壁を見渡せる岬があったのでテクテクと歩いていくと、何羽かペンギンが居た。ここらへんに生息してるんだろうか？

　岬から断崖を見て微動だにしないので、俺もそのすぐ近くに座り込んでペンギンの見ている断崖絶壁を見てみることにした。

「ほぉ、あれが鳥人族の集落かね」

　断崖絶壁に幾つもの穴が空けられており、あの穴がどうやら鳥人族達の住すみ処かだろうと予想することができた。無数の穴が空いた断崖絶壁には岩を削って作った階段のようなものも多数拵こしらえられており、海面から崖がけの上まで安全に上がってこられるように手を入れられているようだ。

　感心して断崖を見ていると、断崖の穴から黒い影が飛び出した。

　飛び出した影は両足を揃えて黒い翼をピンと伸ばし、嘴くちばしを真っ直ぐ伸ばして──そのまま海に突き刺さっていった。

　その行動が皮切りとなったのか、断崖の穴から次々と黒い影が飛び出し、短距離を滑空して海へと突き刺さっていく。

「大人達はごっついなぁ。あんなん怖くて飛べんやん」

「そうかぁ？　余裕やろあんなん」

「お前んち下のほうやないか。うち上から二列目やぞ」

「それはごっついわ」

　周りのペンギン達が急に喋り始めた。

　うん、あの断崖の穴から飛び出したのがデカいペンギンだったからね。予想はしてたよ。

「ってなんか変なのおるやん！」

「なんやこいつ？　エルフか？」

「エルフはもっと細くて賢そうな顔しとるやろ。あと耳が長い」

「確かにアホそうな顔しとんなぁこいつ。で、お前なんやねん？」

　初対面のペンギンにディスられた。鳥類のくせに喋ってるお前らこそ何者だよ。いや、鳥人族なんだろうけど。

「人間だ」

「ニンゲン？　人間てアレやろ、アレ。森の奴ら攫さらうんやろ？」

「「「「うわこわ、近づかんどこ」」」」

　ペンギンズがよちよちと歩いて俺から距離を取る。口は悪いが可愛いなこいつら。

「攫わねぇよ。今日はエルフと一緒に商売に来たんだ」

「エルフと？　エルフは人間嫌いやろ」

「そうなんか？　エルフと人間はつがいになることあるって聞いたで」

「マジか。エルフごっついな」

　なんだろう、この……なんだろう、これ。ペンギンが似え非せ関西弁で喋るというこの状況。

「それよりも商売って何持ってきたんや？　また布切れか？」

「薪やないか？」

「いや、今回はベヘモスの肉とか皮とか牙きばとか角とか骨だな」

「ベヘモス？　ベヘモスってなんやねん」

「うち知っとるで。めちゃくちゃデカい化物やってん。肉は美う味まいらしいで」

「マジか。エルフはそんなん仕留めるんか。ごっついなぁ」

「海ではウチらが最強やけどな。陸では勝てんやろ」

「ウチら足が短いからな。走られへんし」

「薪拾いしんどいよな」

「肉、食ってみるか？　少しだけなら分けてやるぞ」

「マジか。兄さん太っ腹やん」

「味見して美味かったら親御さんに買ってもらってくれよ」

　トレジャーボックスから一塊のベヘモスの塩漬け肉を取り出し、ナイフで削そぎ切りにする。

「おお、美味そうやん」

「いっつも魚ばっかで肉はめったに食えんのよ」

「はよくれや兄さん」

「塩漬け肉だからこのままだと塩辛いぞ？」

「塩抜けばええんやろ？　楽勝やで」

　削ぎ切りにした肉がバレーボールほどの水球に包まれ、洗濯機にでもかけられたかのように内部で複雑に回転する。しばらくすると水球がペンギンと同じ数に分かれ、その口元へと飛んでいった。

　ペンギン達が水球にクチバシを突っ込み、削ぎ切りにした肉を啄ついばむ。

「美味いやん！」

「これぞ肉って感じやな。力出てくる気ぃするわ」

「親おや父じに買ってもらお」

　ペンギン達はプルプルと首を振り、ヒレのような翼をパタパタと動かした。なんだこの可愛い生き物。

「お前ら器用だな……今の水魔法だよな？」

「せやろ？　陸での運動は苦手やけど水魔法はうちらの右に出る者はおらんで」

「大人は陸でも氷作って滑りよるけどな。まだうちらには無理や」

「まぁ水魔法以外は殆ほとんど使えんけどな。大人でもちょっとした火を熾おこしたりすんのがやっとや」

　鳥人族は水魔法に特化した種族らしい。断崖に掘った住居も階段も水魔法で削って作るのだそうだ。俺も水魔法で水球を作ってみせる。

「全然ダメやで兄さん」

「生後半年でももう少しマシやで」

「密度が低すぎんで」

「マジかよ。これならどうだ」

　水球に篭こめる魔力を増やしてより圧縮してみせる。

「さっきよりあかんやん」

「無駄多すぎや」

「魔力量だけはごっついけどな」
















　全然ダメらしい。

「もっとイメージや！　イメージを固めんと！」

「魔力の無駄遣い多すぎや！　イメージよりも構築の緻ち密みつさや！」

「ギュッとしてバーンや！」

「どないせいっちゅうんじゃ！」

　エルミナさんもまだ帰ってこないのでペンギン達に囲まれ、半ばなじられながら水魔法の修練を進めた。疲れたし割と無茶苦茶な内容だったのに何な故ぜか水魔法の腕が少し上がった。解せぬ。





─☆★☆─






「刺し身うめぇ！」

「兄ちゃんわかっとるやんけ！」

「このショーユってのもええな！　今度ケットシーのとこで取り寄せてもらおか」

　鳥人族と速攻で打ち解けた。食い物の美味さを共有できる相手とは仲良くし易いよな。

「生で食べてる……気持ち悪」

「お腹なか壊しても知らないわよ？」

　焼き魚を食べながらリファナが心底気持ち悪そうに、エルミナさんは少し心配そうにそう言う。ブリーダは寡黙に海草入りの潮うしお汁を啜すすっていた。大皿に供されている刺し身はガン無視である。解せぬ。

「こんなに美お味いしいのに……勿もち論ろん焼き魚も煮魚も美味いけど、やっぱり刺し身が一番だと思うんだけどな」

「せやで。小魚なら躍り食いも美味いけどな」

「イカとかタコも美味いで」

「イカとかタコは陸の人は食わんやろ」

「俺好きだけどな、イカとかタコの刺し身。刺し身以外でもいいけど」

「兄さんマジか。陸の人は見ただけでドン引きすんのに」

　鳥人族達が驚いた顔──には見えない無表情で俺をじっと見てくる。あんまり表情変わんないよね、ペンギンだもんね。ちなみに大人の鳥人族は身長１５０ｃｍくらいで結構デカい。手先が器用じゃない分、手足のように水魔法を使ってみせる。宴うたげの料理とかも水魔法で作った手というか触手みたいなので持ってきた。

　正直この奇妙な光景には魔法の可能性を感じざるを得ない。スキルで使ってた戦闘用魔法のイメージしかなかったのだが、魔法とは本来もっと自由なものなんだろうな。

「美味いじゃん。あの独特の食感は他じゃ味わえない」

「わかっとるやんけ！　おおい、イカとタコ持ってこい！」

「あいつ、なんであんなに鳥人族に馴な染じんでるのかしら」

　やんややんやと鳥人族が喝かつ采さいする中、大皿に新しい料理が運ばれてくる。どうやらイカとタコの刺し身だけでなく、浜茹ゆでにしたタコ足も豪快に載っかっているようだ。

「ちょっ、それ食べる気!?」

「タイシくん、それはちょっと……」

「いやいや、見た目に騙だまされちゃいけませんよ。クニュッとして美味いんですって。イカはコリッとした食感に甘みがあってまたタコとは違う味わいなんですよ。少なくとも俺の知ってるタコとイカはそうでした」

　まずタコの刺し身から頂く。これは活ダコの刺し身だな。つるんとした舌触りに潮の味と香り、そしてなんとも言えぬ独特の食感に吞のみ込んだ時の喉のど越し。全てが美味い。

　次はイカ刺しだ。

　コリッとした食感の後にほのかな甘み、そこに醬しよう油ゆの旨さが合わさって得も言われぬ快楽が口の中に広がる。俺はタコのほうが好きだが、やはりイカも美味い。

　そして浜茹でのタコ足。これは豪快にそのままかぶりつく。美味い。タコが本来持っている旨みが最大限に引き出されている気がする。

「最高に美味い」

「良いい食いっぷりやな兄さん！」

「そんなに美味そうに食ってくれる陸のヒトは初めてやで！」

「マジかよこんなに美味いのに」

　エルミナさんとリファナに視線を向けると全力で首をブンブンと横に振る。ブリーダはガン無視を決め込んでいる。解せぬ。食わず嫌いは良くないよ？





─☆★☆─






　鳥人族の集落には三日ほど滞在するらしい。今回は取引量が多いので塩の在庫が足りず、鳥人族もそれなりの人員を割いて塩を精製するらしい。水魔法を使って精製するのだが、見学させてもらっても正直何をしているのかよくわからなかった。

　単に海水から水分を抜くだけでは苦味が残るそうで、それを上う手まく分離させるのが熟練の技なのだそうだ。多分その苦味というのはにがりってやつだろう。どんな成分かは知らん。温めた豆乳に入れると固まって豆腐になるとかそれくらいしか知らん。

　というわけで、塩が用意できるまで待機である。俺はお買い物タイムである。

「鍛か冶じ道具？　ないなぁ～」

「そんなん扱ってる奴おったかな？」

「海だと金属製品は錆さびるさかいな」

「せや、ガラクタ倉庫にあるかもしれんで」

「ああ、あそこならあるかもしれんな」

「ガラクタ倉庫？」

「せや。塩のカタに色々貰もらうんやけどな、中には使い途みちないようなものもあんねん。森で使う奴もおらんで全然取引されんもんはガラクタ倉庫に仕舞い込まれるんや」

「あそこにあるもんならなんでも持ってってええで。誰も使うもんのおらんガラクタやさかいな」

「お代はまぁ勉強するわ」

「おうジャリども、兄さんをガラクタ倉庫に案内したれや」

　鳥人族の子供に案内されて断だん崖がいに作られた階段を下りる。この階段は鳥人族用なので、正直俺には少々小さい。しかも手すりが低くて使えない。強風に煽あおられてバランスを崩したら海面に真っ逆さまだな。こええ。

「兄ちゃんめっちゃへっぴり腰になっとんで」

「ビビリやなぁ」

「お前らと違って足が長い分重心が高いんだよ」

　まぁ落ちても死にはしないと思うが、痛いのも怖いのも御免だ。

　ペンギンズに案内されるがままに断崖の中程まで下り、次は通路を通って端まで歩く。この時間帯はあまりこの辺りを出歩く鳥人族はいないのか、他の鳥人族とすれ違うことはなかった。

　しかし断崖から望む海はなかなかの絶景だ。陽の光を反射してキラキラと輝く海面がずっと水平線まで伸びている。紺こん碧ぺきの海面にはゆらゆらと大人の鳥人族が漂っており、しきりに海に潜って何かしているように見える。漁でもしてるのかね？

「あん？　なんやガキども。ここは危ないから入ったらアカンって言われてるやろ？」

「おっちゃんに言われてこの兄さん案内しに来ただけや」

「おん？　人間やないか。久々に見たなぁ」

　断崖の端、他の家屋にされているよりも遥はるかに大きな洞穴の入り口には一羽の──いや、一人の老鳥人族が居た。身体のあちこちに傷跡があり、片目も失っている鳥人族だ。歴戦の老兵といった雰囲気だな。

　俺をここまで案内した子供ペンギンズはさっさとどこかに行ってしまった。まぁ入ったら怒られるっぽいし俺を待っていても仕方ないと思ったんだろう。ヨチヨチ歩いていく子供ペンギンズから視線を外しつつ、老兵ペンギンに話しかける。

「ここに鍛冶道具はないか？　あったら譲って欲しいんだが」

「鍛冶道具？　あー、奥のほうに錆びた鉄床とかあった気がすんなぁ。どこにあるかわからんから勝手に探して持っていってくれや」

「んじゃお言葉に甘えて」

　ガラクタ倉庫に入り込み、中を見て回る。

　広さとしては鳥人族の一般的な住居よりはかなり大きいようだ。白っぽい岩を削って作られた倉庫内はひんやりと冷たく、潮風が入ってくるせいか少しジメッとしているような気がする。

　この倉庫に収められているものは実に様々だ。どれも塩の対価として置いていかれた品なのだろうが、ぱっと見て使い途がすぐわからないようなものも多い。見てすぐわかるものもおよそ実用的とは言えないものが多いようだ。

「装飾過多な武器防具が多いな……」

　宝石や金銀で装飾された剣や槍やり、鎧よろいなどが結構ある。だが、よく見てみるとなまくらや見た目だけの鎧が多いようだ。他には華きや奢しやすぎてすぐに折れそうな武器か、逆にデカすぎて使いにくそうな武器しかない。使い勝手の良さそうなものはすぐに交換されていってしまうのだろう。

　置いてあるのは武器や防具だけではない。宝石箱のようなものや、何かの実験器具のようなもの。得体の知れない機械のようなものもある。概ねガラクタ倉庫という名前に相応ふさわしい収容物が多いようだ。

　ガラクタを搔かき分けながら奥に進んでいくと、地べたに横倒しになって他のガラクタの下敷きになっている錆びた鉄床を見つけた。すぐ近くにこれまた錆びたハンマーとやっとこも見つけた。鉄床とハンマーは錆さびを落とせば使えそうだが、やっとこは要かなめネジの部分が錆びついてしまっていて、軽く力を入れた程度ではびくともしなくなってしまっている。これはダメかな？　まぁ試してみてダメだったら鋳い潰つぶして使おう。他にも数点鋳潰して使えそうな鉄製の小物を頂ちよう戴だいする。

　黒鋼やミスリルっぽいものもあったが、間に合わせの自作炉では細かな温度の調節ができないので扱うのは無理だ。残念。

　他にも何か使えるものはないかとガラクタ倉庫を見て回る。なんというかこういうのワクワクするよな、宝探しみたいで。元の世界でもリサイクルショップを見て回るのは結構好きだった。

　見る人が見ればお宝があったのかもしれないが、少なくとも俺はそういったものを見かけたことはない。まぁ、このガラクタ倉庫も例に漏れず錆びついた鍛冶道具の他には何か役立ちそうなものを見つけることはできなかった。

「目的のものは見つかった。ありがとう」

「良いってことよ。少しでもガラクタが減ってくれるのは助かるわ」

　ガラクタ倉庫を去る俺に老兵ペンギンが傷だらけのヒレを振る。こちらも老兵ペンギンに手を振り返しながらおっかなびっくり断崖を登った。別に高所恐怖症ってわけじゃないが、手すりのない狭い階段を上るのはやっぱ怖い。





─☆★☆─






「ふぅーむ……」

　手に入れてきた鉄床と金かな槌づちを砥と石いしで磨きつつ、何を作るか考える。正直手持ちの材料は非常に少ない。ギリギリ剣を作ることはできるかもしれないが、柄つかや鞘さやを作るための材料も乏しいのであまり作る気になれない。そうなると、何を作るかだが。

「投げナイフでも作るか」

　俺の膂りよ力りよくで投とう擲てきすれば石でも立派な武器になるのだが、石は簡単に砕けてしまうので魔物相手では少々殺傷力に欠ける。しかし鉄製の投げナイフや礫つぶてであれば表皮の硬い魔物にも手軽に有効打を与えられるだろう。魔法でも良いのだが、投擲武器のほうが静かで気づかれにくいという利点もある。

　そうと決まればまずはやっとこを作り直さなければならない。しかし蝶ちよう番つがいの部分が錆びついてるんだよなぁこれ。ちょっと無理矢理動かしてみるか。グッグッグッ、と何度か力を入れると錆びついていたやっとこが僅わずかに開閉した。動き始めればこっちのものだ。要ネジの部分にベヘモスの獣脂を擦り込み、根気よくガシガシと開閉する。少し時間がかかったが、使用するのに問題ない程度にまで機能を回復できた。

　最低限の道具が揃そろったので錆を落とした鉄床を設置し、土魔法で土台を固めて固定する。地魔法で作った器に焼き入れ用の水を溜ため、これまた土魔法で簡易型の精錬炉を作って餅べい鉄てつや屑くず鉄てつと一緒に予あらかじめ作っておいた木炭を投じ、火魔法と風魔法とを使って溶解させる。

　溶解させた鉄を冷やしたら炉を破壊して取り出し、地魔法で精錬してやっと鉄ができた。精錬した鉄塊を魔力を纏まとわせたブッシュナイフでぶった切って切り分け、加熱用に作った炉に突っ込んで火魔法で加熱する。こんなやり方は断じて普通の鍛冶じゃないが、十分な設備がないので使えるものはなんでも使う。

　加熱した鉄を叩たたき、成形して投げナイフを作る。まぁ投げナイフというよりは棒手裏剣と表現したほうが妥当だろうか。もう少し大型のものを作りたいが、いかんせん材料が豊富とは言えないので中指くらいの太さのものを五本ほど作るのが精一杯である。

　こんなことならもう少しケットシーの集落の近くの川で鉄鉱石を拾っておくべきだっただろうか。

　砥石でゴリゴリと研磨して五本目の棒手裏剣ができた頃には日も暮れかけていた。作業に熱中しているうちにいつの間にか時間が過ぎ去っていたようである。ふと顔を上げるとジト目で俺を睨にらんでいるリファナが居た。ちょっとびっくりして仰のけ反る。

「なんだ？　どうした？」

「どうしたはこっちのセリフよ。カンカンカンカン何やってるのかと思ったら鍛冶屋の真似事？」

「真似事とは失礼な。これでもそれなりの腕だぞ？」

「そう？　なんだか作ったものはへんてこな棒みたいだけど」

　そう言いながらリファナが俺の作った棒手裏剣を手で持ち、眉まゆを顰ひそめた。思ったよりも重くてびっくりしたんだろう。

「なんなの、これ」

「棒手裏剣だな。投擲して使う武器だ」

　俺も一本摑つかみ取り、近くに生えている木に向かって投げる。スコーン、と良い音を立てて棒手裏剣が半ばまで木に突き刺さった。本気で投げたら貫通しそうだな。残った三本も連続で投げ、同じ木に次々と命中させる。

　多少着弾点はズレているが、投擲スキルも完全に失われたわけではないらしい。

「ふぅん、結構器用じゃない」

　リファナも俺と同じ木に向かって棒手裏剣を投げたが、変に回転したのか上手く突き刺さらなかった。それが悔しかったのか、無言で棒手裏剣を拾いに行く。俺もその後について棒手裏剣を木から引っこ抜いた。

　先端も欠けたり丸まったりしていないし、どうやら上手く作れたようでほっとする。魔法文字を彫るための道具があればもう少し細工できるんだけどな。

　そんなことを考えながらリファナが差し出してきた棒手裏剣を摑む。




　ぐいっ。




　何な故ぜかリファナが棒手裏剣を離してくれない。

「……？」

「なんか負けたみたいで気に食わないわ」

「えぇ……？」

「ちょっと練習しとくから貸しときなさいよ」

「えぇ……まぁ良いいけど。五本作ったし二本やるよ」

　一本じゃすっぽ抜けてどっかに飛んでったら練習できなくなるしな。材料さえありゃ今後いくらでも作れるわけだし、とりあえず三本もあればいいだろう。

　リファナにもう一本棒手裏剣を押し付け、道具を回収して作業で出た灰やなんかを地魔法で埋める。作業を終え、視線を上げてギョッとした。リファナが両手に棒手裏剣をニギニギしてニヨニヨしているのだ。こう、笑みを無理矢理抑えているような表情で。

　ふと目が合う。

「な、何よっ!?」

「いや、気に入ってくれたみたいで良かったよ」

「べっ!?　なっ!?　あっ!?」

　あ、これなんかヤバい。逃げよう。危険を感じた俺はダッシュで逃げた。後ろから罵ば声せいと一緒に風圧弾が飛んできた。なんなんだよもう。当たっても効かんがな！








第六話　～なんだかおかしくなってきました～









　タイシです。

　ペンギンの里──じゃなく鳥人族の集落で取引を終えて帰路の最中です。帰路の最中なんですが……なんかエルミナさんとリファナの様子がおかしいとです。

「何見てんのよ？」

「別に見てないし。ってかお前なんでそんなカリカリしてんの？」

「煩うるさいわね！　なんでもないわよ！」

　ケットシーの集落に寄って今日は禁足地での野営を挟み、明日はハーピィの集落に夜着く予定なんですが、リファナの機嫌がどんどん悪くなっとるとです。ちょっと目が合っただけで嚙かみついてくる有様。一体俺が何をした？

「リファナちゃん、そう嚙みつかないの。そんなにカリカリしてちゃ怖がられちゃうわよ？」

　エルミナさんが俺とリファナの間に入り、やんわりと仲裁する。というか、なんだろうこの微妙なボディタッチは。間に入ったエルミナさんの手が俺の胸から腹を撫なでるようにさわさわと蠢うごめく。なんでしょう？　と視線を向けるとなんでもないわよ？　というような視線を返してくる。

　それを見たリファナが更に眉み間けんに皺しわを寄せ、キリキリと歯ぎしりをした。やめなさい、女の子がそんな顔するんじゃありません。ブリーダ、ブリーダ助けて。うわ、あの野郎姿を晦くらませてやがる。

　一体何が起こってるんだ。何が原因だ？

『ボクジャナイヨー』

　いや、お前だよね。間違いなくお前だよね。お前今度は何したの？　周りの人間にまで手を出すのは流石さすがにちょっと俺としても見過ごせないよ？　ましてや一人は義母で、もう一人は寧むしろ俺を嫌ってた子だよ？　ちょっとやりすぎじゃないかね。

『いやいやほんと、ボクは彼女達に何もしてないよ？　誓っても良い』

　うっそだろお前。明らかに二人の様子がおかしいぞ。

『噓じゃないってば。ボクは二人に何もしてないよ』

　じゃあなんだよこのプチ修羅場みたいな状況。ペンギンの里から帰ろうって段になってからあの二人明らかにおかしいぞ。

『なんでだろうねぇ？　キミのフェロモン的な何かにヤられたんじゃないの？』

　そんな不思議なことが起こってたまるかい。

『ヒトの心は複雑怪奇だしねぇ。キミに亡き夫の姿を見たのかもしれないし、我が身を顧みず危険な魔物に立ち向かう姿に心こころ惹ひかれたのかもしれないし、無邪気なキミの姿にキュンと来たのかもしれないし、何かに夢中になって打ち込むキミの姿に魅入られたのかもしれない』

　やだなんか具体的。

　お前、でもそんな……そんなチョロいことなんてあり得る？　ないだろ？　いやない。ない、と思うなぁ……でも前例を見るとなぁ。マールとか一ひと目め惚ぼれでビビッと来ましたってレベルだったしなぁ。フラムは……まぁアレとしても、ティナも……うーん。

『あり得ないなんてことはあり得ないんだよッ！　（キリッ）』

　キリッて自分の口で言う？　というかお前、二人には何もしてないって言ったけど俺に何もしてないとは言ってないよね？　何した？

『……ぴゅー、ひゅー』

　口笛吹いてるつもりか？　それ。おい何やった、吐け。

『大したことはしてないよ。キミのライブラリへのアクセス権限取得条件にちょっと細工しただけだし』

　ライブラリ？　アクセス権限取得条件？　まるで意味がわからんぞ、説明しろ。

『ライブラリはスキルシステムの大本みたいなもんかな？　ヒトの経験や知識を集積して統合、管理している場所だよ。実在する場所じゃなくて、位相というか次元というかまぁそういうのが違って人間が直接見たり認識したりはできないものだけど』

　アカシックレコード的な？

『そうそう、そんな感じ。知識と経験の根源みたいなもの。スキルシステムはユーザーの経験や習熟度に応じてライブラリに蓄積された情報や経験への常時アクセスを可能にするものなんだ。行動や経験によって『スキル』というプログラムへのアクセス権限が開放されて、特に意識しなくても一定水準のアクションを起こせるようになるってわけさ。それがスキルを習得するってこと』

　なるほど？　知識と経験のクラウドコンピューティングみたいなもんか。スキルポイントシステムはシステムに強制介入してサービスを無理矢理利用できるようにしてたわけだな？

『そゆこと。で、今回やったのはライブラリへのアクセス権限獲得条件が緩くなるような細工で、要はより少ない行動や経験でスキルを取得できるようにしたってこと。ごく簡単に表現すると『才能』に細工してきたってところかな』

　ふーん。そんなことしてあいつらにバレないのか？

『大丈夫大丈夫、これくらいの才能の持ち主はそこそこいるしね。というか、才能が異常に高い人、キミのすぐ近くにいたでしょ？　異常なスキル習得速度の人がさ』

　ああ……マールだな。あいつのスキル習得速度は異常だったわ。俺と初めて会った時はへっぴり腰で剣なんて振るのもやっとみたいな感じだったのに、ちょっと訓練しただけで二刀流までマスターしてたからな。風魔法も錬金術もすごい速度で上達したし。

『あの子はちょっとアレだね。本物の勇者だね。本気で鍛えたら多分キミより強くなるんじゃないかな？』

　なにそれこわい。何が怖いってそれで野獣化したら為なす術すべもなく吸い尽くされるしかないじゃないですか。こわい。

　ところでリアルさんや？

『はい、貴方あなたの永遠の恋人リアルちゃんです☆』

　今までの話と今の状況、どういう因果関係があるのかそろそろ吐いてくれない？

「ぐぎぎぎぎ」

「うふふふふ」

　俺が脳内で駄神を尋問している間もリファナはエルミナさんから俺を引き剝はがそうと必死になって俺の腕を引っ張り、エルミナさんは微動だにせず俺の身体を保持し続ける。結果として俺の腕がとても痛い。

　もうやめて！　腕が抜けそうになって泣いてる子もいるんですよ！

『エルフって生き物としての完成度が高いんだよね。寿命も長いから、基本的にあまり子供を作る必要がない』

　ふむ、それで？

『でまぁ、自然に任せた繁殖だと不意の事故とかで個体数が減った場合になかなか個体数が回復しづらくなる。だから発情期が設定してあるんだ』

　なるほど。

『でもその発情期は結構スパンが長い。優秀な個体と出会った時に発情期じゃないから子供を作れません、というのはそれはそれで困るわけよ』

　ああ、そう。

『だから自分より優秀な個体と出会うと発情期が強制的に訪れるようになってるんだ。もしかしたらボクがタイシの『才能』をいじったせいでそういうのが刺激されたのかも？』

　戻せ。今すぐ戻せ。ハリー！　ハリー!!　ハリー[image: ]

『えー、あいつらに気づかれないように細工するの結構苦労したんだよ？　スキル習得の面でもすごく便利だよ？』

　それでもだ！　お前ほんとこういうのやめろよ！　色々と気まずくなるじゃねぇか！

『というか今更戻しても発情期が収まるわけじゃないしね。まぁ楽しみなよ』

　このクソ邪神が……覚えてろよ。

『もう忘れたよ☆』

　駄神はそれきり黙り込んでしまった。きっとニヤニヤしながら今の状況を楽しんでいるんだろう。とことん趣味の悪い奴だ。

「あー……とりあえず、作業進めません？」

　ぐりん、と二人の顔が俺のほうを向く。

「……そうね、遊んでいる場合じゃないわね」

「……ふん」

　二人が俺から離れ、それぞれ野営の準備を始める。俺はひっそりと溜ため息いきを吐ついた。あの人数で仲良くやってた嫁達はほんとによくできた嫁達だったんだな。





─☆★☆─






　今日の見張りはブリーダと一緒にすることになった。女性二人の話し合いによるものである。男達に発言権は一切なかった。

　夕食を済ませ、女性二人が寝静まった頃合いを見計らってブリーダに話を振る。

「エルフ的にこう、未亡人が別の男とまた家庭を築くとか一夫多妻とかはどうなん？」

「ない話ではないな。我々の生はそれなりに長いから、死別せずともお互いにパートナー関係を解消して別のパートナーを見つける場合もある。それに男の数のほうが少ないから、稀まれに一人で同時に複数のパートナーを持つ場合もある」

「なるほど」

「それでも娘と義母を同時にというのは聞いたことがないがな」

「マズいかな」

「直接的な血縁関係があるわけではないし、そういう意味では問題ないな。他の種族をパートナーにすることもそれなりにあるし、そういった意味でも問題はないだろう。大森林の外で暮らしていた頃は人間とパートナーになるエルフも多かったようだし」

　そう言いながらブリーダは小枝を焚たき火に放り込んだ。パチパチと焚き火の爆はぜる音が聞こえる。焚き火の灯りと漂う燐りん光こうが幻想的な光景を作り出す。

「まぁ、二人がお前に惹ひかれるのも無理はない。お前は……言葉を選ばずに言うのならそう、可愛かわいらしい」

「はぁ？　か、可愛らしい？」

　真顔でブリーダにそんなことを言われてもどんな反応をすればいいのかわからないよ……一体どういうことだブリーダ！　説明しろ！

「うむ。なんと言えば良いいのかな……我々エルフは瞳ひとみを通して心根が見えるのだよ。邪よこしまな心根の者の瞳は汚く見えるし、逆に素直な心根の者の瞳は綺き麗れいに見える。お前の瞳は……そうだな、わざと汚さを装って綺麗なところを隠そうとしているように見える。そんなところが我々エルフにはたまらなく可愛らしく感じられるのだ」

「まるで意味がわからんぞ」

「これは言葉で説明するのは難しい。心で感じるものだからな」

　肩を竦すくめ、ブリーダはそれきり口を閉ざしてしまった。

　まぁ、俺がエルミナさんにせよリファナにせよ関係を築いたとしてエルフ的に後ろ指を指されるような状態にならないことは良かった。あとは俺の対応次第だろう。拒絶するのか、受け入れるのか。受け入れるとするなら今後どうしていくつもりなのか。嫁達にはどう説明するのか。

　どんな選択肢を取ったにせよ、考えるだけで気が滅入る。いっそのこと何も選ばずにそっと消えるべきだろうか？　いや、それは最低だな。どんな選択をするにせよ、正面から向き合うべきだ。しかし、でも、ううむ。

『Ｙｏｕ！　深く考えずヤっちゃいなＹＯ！　刹せつ那なの快楽を追求していこう』

　お前、最近邪神らしさを隠さなくなってきたね？　何が狙いだ？

『ボクとキミは文字通り一心同体なわけじゃない？　全て曝さらけ出して信頼関係を構築しようかなって』

　なんか噓くせぇなぁ。お前、なんか俺に隠してない？

『カクシテナイヨー』

　くっそ、わざとらしすぎて逆に真偽の判別がつかねぇ。

「はぁ……」

　深い深い溜息が出る。うだうだ悩んでも仕方ないな。どこかでタイミングを見計らって二人とじっくり話をするとしよう。

　しかし……どうだろう。どうしよう？　受け入れるべきなのか、拒むべきなのか。いや、ウジウジ考えるのは良くない。なるようになれの精神で行こう。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥って言葉もあるしね。俺もそろそろこの世界に慣れるべきだ、うん。

　ただ、帰るべき場所だけは見失わない。それだけは心に誓ってひたすら突き進もう。俺は必ず大森林を去る。必ずだ。俺の居場所は一つだけなんだからな。




　夜番を交代し、目覚めたらハーピィの集落を経由して獣人の村を通り、エルフの樹上村へと帰還する。ハーピィの集落ではピルルの家族と出会うことができた。ピルルの母と姉からは大層感謝され、手紙と彼女達の羽を預かった。これで帰るべき理由がまた一つ増えたな。

　ちなみに今回はハーピィさんと同どう衾きんすることはなかった。うん、残念じゃないよ？　本当だよ？

　獣人の村では物資を下ろしただけで特筆するような出来事はなかった。前回と同じようにティガの家でブリーダと一緒に雑ざ魚こ寝ねしただけだ。エルミナさんとリファナの様子も禁足地での野営以来落ち着いている気がする。俺が寝ている間に何か話し合いでもあったのだろうか。

「あー……着いたなぁ」

「そうね」

「今回の買い出しは楽だったわねぇ」

「重い荷物を運ばなくても良かったからな」

　真下から樹上村を見上げる。もうあちらも俺達が帰ってきたのに気づいているようで、何人かのエルフがこちらを見下ろしてきていた。エルミナさんを先頭にして各おの々おの樹上村へと飛び上がる。俺もエルフの三人と同じように飛び上がった。

　ハーピィさんと一夜過ごしてからは風魔法の扱いにも慣れて、他の三人と遜そん色しよくないフワッとした上昇ができるようになった。そんな俺の様子を見たエルフ達が感心したような視線を向けてくる。ふふふ、俺も進歩しているのですよ。

「おかえり」

「よく戻った」

「無事で何より」

　労ねぎらいの言葉を聞きながら交換してきた塩や物資を広場に吐き出していく。エルミナさん曰いわく、今回は相応の量の塩と物資を確保できたそうだ。他に頼まれた品も八割方は手に入り、手に入らなかった分は塩にしてきたらしい。

　欲しいものが絶対に手に入るとは限らないのはまぁ、モノの少ない大森林では仕方のないことなんだろうな。依頼者もそれならば仕方がないと納得してくれたようだ。というか、手に入れば幸運くらいに思っていたみたいなので問題ないらしい。

「ではな」

　ブリーダはそう言って出迎えに来ていたエルフの女性と一緒に歩いていった。妻帯者だったのか。リファナはこちらを暫しばらくじーっと見つめてから無言で何ど処こかに歩き去ってしまった。あ、いや、戻ってきた。

　戻ってきたリファナがツカツカと一直線に俺のもとに歩いてくる。うわぁお顔が怖い。ぐいっと胸ぐらを摑つかまれた。

「ちょっとツラ貸しなさいよ」

「はい」

　なんか断ったら殴られそうなので素直に頷うなずく。なんでエルミナさんは笑顔で手を振って俺を見送っているのでしょうか？　なんかこういう流れは覚えがあるなぁ。

　リファナに連れてこられたのは一軒の住居だった。見た感じ、間取りはエルミナさん達の家よりも一回り小さそうである。中へと招き入れられたので先に中に入る。

　この家も巨木をくり抜いて作られていて、家の中は濃厚な木の香りがする。それに混じっているのは花の香りだろうか？　爽さわやかな芳香が俺の鼻孔をくすぐる。何か背後でガタガタしているが、どうしたのだろうか？

　振り向いてみるが、そこにはむっつりとした表情で俺を睨にらんでいるリファナがいるだけだった。足元に塩や旅の道具が入った道具袋、弓矢が置いてあるからそれを置いた音かな。

「座りなさい」

「はい」

　ぎろりと俺を睨みつけて正に有無を言わさぬ迫力である。俺は借りてきた猫のように大人しくする他ない。大人しく丸太に背もたれをつけた不思議な椅子に座ると、リファナをそれを見守ってからキッチンへと向かった。どうやらお茶か何かを淹いれてくれるらしい。一応お客様として遇してくれるようだ。

　待っている間暇なので、不ぶ躾しつけなことは自覚しつつも室内を見回す。なんというか、割と質素な室内だ。家具はどれも実用性重視って感じのシンプルな品が多い。

　ただ、ドライフラワーを作ることが趣味なのか様々なドライフラワーがあちこちに飾られているのが印象的だ。木の香りの中に仄ほのかに感じられる爽やかな香りはきっとドライフラワー由来のものだろう。

　少ししてお盆にお茶らしきものを載せてリファナがテーブルに近づいてきた。ガラス製のグラスには濃い紅色の液体がなみなみと注つがれている。湯気が立っていないところを見ると、どうやら冷たいお茶らしい。

「どうぞ」

「これはどうも」

　目の前に置かれた紅色の液体を見つめる。窓から差し込む陽の光でお茶が煌きらめいて非常に美しい。

「何よ、別に毒じゃないわよ」
















「いや、綺麗だなと思って見てただけだ。頂きます」

　紅色の液体を口に含む。ふわりと爽やかな花の香が鼻を抜けていった。味のほうは特に甘くもなく、渋くもなく、サッパリとしている。しかしこの香りは素晴らしいな。味よりも香りを楽しむお茶なんだろう。

「いい香りだな」

「そ、そう」

　何な故ぜかリファナは俺がお茶を飲むのをガン見していた。俺の視線に気がつくと自分も慌てたようにお茶に口をつける。

「それで、これはどういう？」

「別に……ちょっと話をしようと思っただけよ。ねぇ、あんたメルキナとは普段どういうふうに過ごしてたの？」

「んー、俺は結構仕事で忙しいこともあったけど、二人で過ごす時は森を一緒に歩いたりとか、部屋で一緒にごろごろしたりとか、何か美お味いしいものがないか食べ歩きに行ったりとかかな」

　ベッドの上やお風ふ呂ろでくんずほぐれつな運動をすることも多かったけど、それを言ったら怒られそうなので黙っておく。

「その、他にもいたんでしょ？　どんな感じだったの？」

　そこ聞いてくるのか。まぁいいけど。

「関係は概ね良好だったと思うぞ。相性が悪い子もいたけど、それも本気でやり合うってよりはじゃれ合ってるみたいなもんだったしな」

　マールとは若干反りが合わなかったけど、別に本気で憎み合ってたわけじゃないし。クスハが間に入ってよくコントロールしてくれてたからな。

「そ、そう……」

　それきりリファナはうつむいて押し黙ってしまった。こちらから話題を振るべきかどうか迷いつつ、お茶を再び口に運ぶ。うーん、この香りは病み付きになるな。

　しかしこの状況はどうしたものか。このなんとも言えずもじもじしてるリファナの様子から察せられるものはあるのだが、俺からガツガツ行くべきかどうか踏ん切りがつかない。いや、むしろここは先手を打つべきか？

「俺な、近いうちにこの集落から出ていくつもりだ」

「……えっ？」

「今回大森林を歩き回って色々と勝手もわかったしな。旅立つ準備を整えたら大森林を歩き回って探しものをするつもりなんだよ。鍛錬も兼ねてな」

　リファナが口元に手をやり、目を見開いて震える。その様子を見ながら俺はリファナの淹れてくれた赤いお茶をまた一口飲む。鼻をくすぐる爽やかな香りが心を落ち着かせてくれる気がした。

「まぁ、ちょくちょくこの集落には戻ってくると思うけどな。食料や物資の補充とか、情報収集のためとか、単に休むためとかでな。他の集落にも多分足を運ぶだろう」

　地魔法のシェルターを使えば休むには問題ないだろうし、食料に関しては森で獲物を獲ればある程度は補えるだろう。しかし俺は食える野草とか果物の見分けは全然つかないし、何より地魔法のシェルターじゃ完全に気を抜いて休むことはできない。装備の整備もある程度安全が確保された場所でする必要があるだろうし、やはり完全に独りで大森林で生き抜くのは難しいだろう。

「探しものにどれだけ時間がかかるかはわからないが、目的を果たせば俺は大森林から出ていくよ。嫁達のもとに帰らなきゃならないからな」

　しっかりとリファナの目を見据えてそう宣言する。これは絶対だ。俺はマール達のもとに帰る。そこが俺の居るべき場所だからだ。

「……ずっとここに居ればいいじゃない」

　リファナがポツリと呟つぶやいた。

「あんたがどんな理由でここに来たのか知らないけど、ずっとここに居ればいいのよ。ここで獲物を狩って、森を駆けて、塩を運んでゆっくりのんびり生きればいいじゃない」

「そんな生活もまぁ、良いのかもしれないな。そこに可愛かわいい嫁さんでも居れば十分幸せな人生かもしれない」

「なら、そうしなさいよ」

「駄目だ。それじゃ俺は俺じゃなくなっちまうよ。背負うって決めた奴らがいっぱいいるんだ。俺はあいつらのもとに戻らなきゃならないし、戻りたいんだ」

　俺とリファナの視線が交錯し、張り詰めた空気が流れる。

「あんた、そうやって何もかも背負い込んでいたらそのうち死ぬわよ」

「自分で背負い込んで自滅するなら俺はそれまでの人間だったってことだな。でもまぁ、そうかもな」

　手の届く範囲、目に見える範囲、耳に聞こえる範囲の奴らはなんとかしてやりたい。そんな一心で力をつけた結果が今の状況なのだとすれば、それは確かにリファナの言う通りなのかもしれない。

「良いいじゃないの、別に逃げたって。自分の幸せだけを追求したって誰もあんたを責めたりしないわ」

「そうなのかもなぁ」

　いざとなったら嫁達を連れて逃げ出す。そんな決心を胸に抱いてた筈はずだったんだが、いつの間にか身一つで背負いきれないくらいのものを背負ってしまっていたな。三人くらいまでならともかく、十人も嫁が居てはそうもいかない。嫁以外にも守るべき奴らが多くなったし、守るべき場所もできた。退路は既になく、戦う以外の選択肢はあり得なかった。

「自由に生きたいと思っていたのにな。いつの間にかしがらみで雁がん字じ搦がらめだ」

　この世界に来た時は自由気ままに異世界をエンジョイしようってつもりだったのにな。一体どこで何を間違えたんだか。思えばマールに出会ったのが全ての始まりかね。後悔する気には全くならんが。これもまた運命だったのか。

　大体にして何にも縛られず自由気ままに生きるなんて、それこそ誰とも縁を結ばずに孤独に生きるしかないんだよな。そんな生き方は、ゾッとする。

「でも、やっぱり俺は皆のもとに戻るよ」

　幸せそうににへら、と笑うマールの顔が、静かに微笑ほほえむフラムの顔が、上品な笑みを浮かべるティナの顔が、余裕たっぷりの笑みを浮かべるクスハの顔が、朗らかに笑うデボラの顔が、眠たげなカレンの顔が、はにかんだ笑みを浮かべるシェリーの顔が、尻しつ尾ぽを振って全身で喜びを表すシータンの顔が、口元に手を当てて高笑いするネーラの顔が、それだけでなくクローバーに住む皆の笑顔が脳裏を過よぎる。

「あそこが俺の居場所なんだ」

　皆の笑顔を思い出して寂せき寥りよう感が胸にこみ上げてくる。早く帰りたいな、皆のもとに。

「そう」

　リファナはそうポツリと呟いて赤い液体の入ったグラスに視線を落とした。

　正解も不正解もないだろうが、これが俺に言える全てだ。

「でも、それはあんたの都合よ。私には私の都合があるの」

　グラスに視線を落としたままリファナはそう言ってぐいっとその中身を呷あおった。そして叩たたきつけるようにグラスをテーブルに置き、音を立てて席を立つ。

「くっ！　なんでよりによって人間のこいつに……ッ！」

　凄すさまじい速度でリファナの手が伸びてきて俺の胸ぐらを摑み上げる。すごい剣幕だ。これは殴られるかな、思ったより力強いな、なんてぼんやり思ってたらリファナの顔がもう目の前にあった。

「んぶっ!?」

「痛っ！」

　ガツン、と唇と唇がぶつかった、というか歯が、だね！　痛いよ！　そりゃ真正面からそんな勢いでぶつかったら痛いよ！

「痛いんですけど」

「うるさいわね！　黙って──んんっ!?」

　顔を真っ赤にして叫ぼうとするリファナの頭を押さえ、口を唇で塞ふさぐ。キスの経験値は自然と高くなってるよ、そりゃ嫁といっぱいちゅっちゅしたからね。

　リファナが暴れるのをやめ、目がトロンとしてきた辺りでキスをやめる。俺とリファナの唇が離れ、唾だ液えきの橋がかかる。リファナの唾液は爽やかな花のような香りがした。

「キスってのはこうするんだ」

　俺の言葉に正気づいたのか、リファナがハッとした顔をして後あと退ずさり、自分が座っていた椅子に引っかかって派手に転こけた。何やってんだ、こいつは。意外とポンコツなのだろうか。

　頭を搔かきながらテーブルを迂う回かいして真っ赤な顔のまますっ転んでいるリファナのもとに移動し、抱き起こす。見たところ怪我はしていないようだ。

「あ、あ、あぅ……」

「もう何がなんだかわかんないって顔だなぁ」

　呼吸を荒くして今にも目を回しそうなリファナを胸に抱いて背中をポンポンと叩いてやる。そのうちに落ち着いてきたのか、リファナの呼吸が静かになってきた。恐る恐る俺の背中に手を回し、キュッと抱きついてくる。

「さっきも言ったが、俺はそのうち森を出ていくぞ」

「どうしても？」

「どうしてもだ」

　リファナが俺を抱きしめる力が増す。少し苦しいくらいだ。

　暫しばらく俺を強く抱きしめた後、リファナの腕からフッと力が抜けた。そして俺の背中を何度か撫なで回し、もう一度キュッと抱きついてくる。

「じゃあ、いい。私がついてく」

「どうしても？」

「どうしてもよ」

「お前がそれで良いなら」

「うん」
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　目を覚ます。

　まず目に入ってきたのは見覚えのない天井。緻ち密みつに年輪が刻まれた木の天井だ。次に嗅きゆう覚かくが汗と情事の匂いを拾う。寝床に俺以外の温もりは感じられない。気配察知にはちゃんと引っかかる。先に起きているようだ。

　目を擦りながら身体を起こし、辺りを見回す。やはりあまり見覚えのない部屋だった。しかし心地よい疲労感と気け怠だるさ、それと自身の寝ていた寝床の状況から全てを思い出す。

『昨晩はお楽しみでしたね』

　はいはいテンプレ乙。ああ、んー……うん、やっちまったな。うん。

『ぎっこんばったん大騒ぎだったね』

　頭の中で下品に囀さえずる駄神を無視して余韻に浸る。うん、背負う相手が一人や二人増えたところで今更さしたる違いもない。これまで以上に頑張るだけだな。

　自分の身体に浄化をかけ、ベッドにも浄化をかけようとしてふと考える。うーん、自分の身体はともかく、ベッドまで浄化するのはどうかな？　一応聞いてからにするか。下着とズボンだけ身に着け、昨日お茶を飲んだ居間へと向かう。

　リファナは居間に据え付けられたキッチンで朝食の準備をしているようだった。俺が居間に現れた音にびっくりしたのか、後ろ姿がビクンと揺れる。

「おはよう」

「おっ、おはっ、おはようっ!?」

「どうどう、落ち着け」

　手に持った包丁を振り回さんばかりの勢いだったのでそっと近づいて包丁を持った手首をそっと押さえる。

「だ、だだ、大丈夫！　大丈夫よ！」

「本当か？　包丁で怪我するなよ？」

「大丈夫！　大丈夫だから！　いいから席に着いてお行儀よく待ってて!?」

　近くにいるとかえって危ない感じだったので素直にその言葉に従うことにする。

　リファナは銀色の髪を後ろでポニーテールにまとめ、ラフな格好にエプロンという姿でキッチンに立っていた。その後ろ姿をぼーっと眺めながら今後のことを考える。

　とりあえず、旅の用意をしなきゃならない。簡易的なものでもいいから寝具を一式、調理道具に保存の効く食料に調味料、着替えは塩交易の際に獣人の村で作られたものを何着か手に入れたので、それで大丈夫だ。燃料や水は火魔法、水魔法で代用できるから良いので、とりあえずはそんなところだろうか。灯りは生活魔法のライトで補えるが、最低限たいまつくらいは用意したほうが良いだろう。

　その辺の装備を一週間くらいで整え、擬神格の探索を開始する。

　恐らくは大森林に点在する古代の遺跡にあるだろうから、禁足地に関する情報も集めるべきだろう。あとはエルミナさんのほうもどうにかしなきゃならないかもしれない。今日一日くらいはゆっくりしたいところだが、エルミナさんとデルフィーダさんになんの挨あい拶さつもしないのはやっぱ不義理だろうな。

「難しい顔してるわね」

「今日からどう動こうか考えててな。ゆっくりもしてられないし」

「そう」

　俺の前に大きな目玉焼きとナンのようなパンが置かれる。なんの卵だろうか？

「美う味まそう」

「ハーピィの卵よ」

「[image: ]っ!?」

「心配しなくても無精卵よ」

「そういう問題か……？」

　目の前の目玉焼きを思わず凝視する。ハーピィの卵……これがハーピィさんから。食うのか？　これを？　それは良いのか？　アリなのか？

「どうしたの？」

　食ってるゥー！　ナンみたいなパンに載っけて普通に食ってるゥー！　気にするほうがおかしいのか？　そうだな、きっとそうに違いない。何から出てこようと卵は卵だ。うん、気にしない。

　俺もリファナに倣ならってナンのようなパンの上にハーピィの卵の目玉焼きを載っけてかぶりつく。目玉焼きには予あらかじめ適度な塩が振ってあり、程よい塩気だ。

「美味いな」

「そ、そう？　料理とも言えないような簡単なものだけど」

　そう言いながらリファナの耳がピコピコと忙せわしなく動く。やだこの子可愛い。目玉焼きナンをもぐもぐしつつ、昨日淹いれてくれたものと同じ爽さわやかな花茶で喉のどを潤す。

　ああ、大森林に来てから一番リラックスできてる気がする。

「気の抜けた顔ね」

「リラックスできてるからな」

「そう」

　リファナが微笑む。こいつ、こんな柔らかい顔できるんだな。ツンツンしないでいつもこんなふうに笑ってればいいのに。

「何よ？」

「別に。ただお前の顔を見たいだけだ」

「やめてよ、恥ずかしい」

　今度は顔を赤くして顔を逸そらす。なんというか猫みたいな奴だな。懐いたと思ったらそっぽを向く辺りなんか正に猫っぽい。

「そういえばベッドなんだが、浄化していいか？」

「だっ、ばっ……!?　あの部屋に入るの禁止！　禁止よ！　私がやるから！」

「お、おう」

　リファナが顔を真っ赤にして立ち上がり、がおーっと吠ほえる。うむ、猫ではなく猛獣の類たぐいであったか。いや、がおーっていうよりフシャーって感じだしやっぱ猫だな。しかし身体のほうはなんともないようだ。回復魔法は偉大だな。

「も、もうっ！　ごはんも食べたし私は掃除するから出ていきなさい！」

「えぇ？　昨日あんなに愛し合ったのに追い出すのか？」

「あ、あいっ!?　だうっ!?　い、いいからっ！　早くっ！」

「あー、わかった、わかったから引っ張るな押すな押すな」

　ぐいぐいと引っ張られ、押されて席から強制的に立たされて出口に追いやられる。ちょっとからかいすぎたかもしれない。

「こ、今晩は……どうするのよ!?」

　この子、なんで半ギレなんですかねぇ。

「うーん、エルミナさんに何も言わず外泊したからなぁ。今までの恩もあるし、ちょっと話してこないとなんともだな。大森林の探索準備もしなきゃならないし」

「そ、そう、そうよね……その、何を探しているかわからないけど私も」

「気持ちは嬉うれしいんだけどな、ちょっとなんとも言えない。禁足地に出入りするつもりなんだ」

「な、なんで……」

「探しものがあるのが禁足地なんだよ。絶対に危険だから、俺としては一人で行きたいと思ってる。でも、俺は旅の素人だしな。その辺もちょっとエルミナさんとかデルフィーダさんに相談するつもりだ」

　俺自身に戦闘力はあっても旅の経験が豊富とは言えない。ましてやここは大森林、比較的平和な街道沿いを旅するのとは勝手が違う。大森林での生活経験が豊富な人に意見を聞いたほうが良いいだろう。

「心配しなくてもお前に黙って出ていったりしないよ。安心しろ」

「べ、別に心配なんてしてないし」

「そっか。んじゃ、いってきます」

「い、いってらっしゃい」

　顔を赤くしたままのリファナに見送られながら俺はエルミナさんの家へと足を向けた。
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「無断外泊とはやるわねぇ」

「はい、すみません」

「随分とさっぱりすっきりした顔じゃない？」

「はい、すみません」

「なんで謝るのかしら？　もしかして謝らないといけないようなことをしてきたの？」

「いえその」

「メルキナを傷物にしておきながら他の娘と浮気なんてね……タイシくんは悪い子ね？」

「えぇ……昨日笑顔で見送って」

「何か？」

「いえ、なんでもありません」

　そっとデルフィーダさんに助けてくれと視線を送るが、無理だと首を振られた。

「少し私は出てくる。久々にガルニーダの顔を見てくるから三日ほど戻らん」

「ちょっ」

　デルフィーダさんが俺を見捨てた！　信じてたのに！　デルフィーダさんは俺の非難の視線を顔をツイッと逸そらすことで受け流し、玄関脇に置いてあった弓と矢筒を持ってさっさと出ていってしまった。

「さて、邪魔者は居なくなったわ」

「ひぇっ……」

　エルミナさんが正座している俺との間合いを詰めてくる。あの目は飢えた野獣、いや魔獣の目だ。

「だらしないタイシくんには教育が必要ね？」

　ぺろり、とエルミナさんが舌なめずりをする。獲物を前に舌なめずりは三流のすることだってどこかの軍曹が言ってたけど、これ威圧効果半端ないです。

「えっ？　ちょ、いやっ！　やめてっ！　そんなところ踏まないでっ!?　あ……アッー!?」










「はー、満足満足」

「うっ、うっ……」

　俺から諸もろ々もろ吸い取ってご満悦なエルミナさんのお肌がツヤツヤだ。色々と初体験させられてしまった。というか、一度も攻め手に回れなかった……エルミナさん強すぎる。野獣化したマールが子猫に思える。

「泣くことないじゃない。良かったでしょ？」

「そりゃそうですがプライドが、尊厳が……っ」

「経験の差よ。私に勝とうなんて五十年は早いわね」

　あっけらかんとそう言うエルミナさんに諸々の事情に対する懊おう悩のうは一切見られない。

「しかしその、ここまでしておいてなんですが良かったんですかこれ。色々と」

「別に構わないでしょ。長い道行きのうち五十年かそこらの時間をタイシくんに注ぐのくらいなんでもないわ」

「あ、その言い方メルキナにそっくりです」

「メルキナが私に似てるのよ。それに十人もいるなら一人や二人増えたところで構わないでしょ？」

「いやうん、良いんですけど色々とこう、あるじゃないですか？」

「大丈夫大丈夫、お姉さんに全部任せなさい。私がタイシくんのお嫁さん達には話をつけてあげるから。メルキナも含めてね」

　エルミナさんがそう言ってニッコリと微笑ほほえむ。やだ凄すごい頼りがいある。かっこいい惚ほれそう。なんだろうこの安心感。これが大人の魅力か。

「目下の目標は強くなることだったわよね？　何かあてはあるの？」

「はい。禁足地に神の力を取り戻すための道具があるらしいんで、とりあえずそれを集めるつもりです」

「禁足地に？　あまりオススメしたくはないわね」

「危険だって話ですよね。まぁそうなんでしょうが、それしか方法はないみたいなんで。普通の方法で元の力を取り戻そうとしたら数十年はかかるみたいですから」

「そんなに長い間お嫁さん達を放っておいたら愛想尽かされちゃうわね」

　エルミナさんが苦笑する。

「じゃあ禁足地に向かう準備をしないとね。手伝ってあげるわ」

「それは嬉しいんですが、一人で行くつもりだったんですよね」

「それはダメよ。他の集落のエルフに見つかったら殺されちゃうわよ？　今回の塩調達で寄った集落なら迎え入れてくれるだろうけど、それ以外の集落の人に見つかっても大騒ぎね」

「あ……なるほど」

　そう言えばこの大森林に住む人々は本来とても排他的なんだってことを忘れていた。俺が快く迎え入れられたのはエルミナさん達に同行していたからなのだ。

「私も一緒に行くわ。それに、一人旅は大変よ？　交代で夜番もできないし、ちょっとした怪我や病気で動けなくなったら野垂れ死に確定ね」

「やっぱそうですかね」

　寝床に関しては地魔法でなんとかできると思っていたが、ちょっと見通しが甘すぎたかもしれない。

「私に任せておきなさい。それに、禁足地への案内も必要でしょう？」

「そう、ですね。助かります」

「いいのよ。私も叶かなうなら禁足地の中を見てみたいしね」

　そう言ってエルミナさんはベッドから起き上がり、ぐっと身体を伸ばした。こちらに背を向けているが、白い肌と綺き麗れいなお尻しりが眩まぶしい。

「さぁ、そうと決まれば早速準備するわよ」

「元気っすね」

「タイシくんから沢山元気をもらったからね」

　エルミナさんが髪を紐ひもで束ねながら振り返り、色っぽい笑みを浮かべる。あー、いけません、いけませんお客様。私も元気になってしまいます。

「吸い尽くされるかと思いました」

「あら、嫌だった？」

「最高でした」

「素直でよろしい」

　頰に一つキスを落としてエルミナさんが部屋を出ていく。流石さすがに体力オバケな俺でもこの連戦はキツい。足腰立たなくなりそう。

『いいねいいねー、満喫してるねー』

　うん、そろそろ出てくる頃だと思ってたよ。何もかも思い通りに行って満足か？

『大満足だよ。キミは満足していないのかい？』

　大満足だ。しかしそれはそれとして、お前の手の平の上で踊らされたのは気に食わないね。お前何様だよ。

『神様だよ？』

　そうですよねー。ふぁっきん。

『いつでもＯＫ！　かもーん！』

　そういう意味じゃない。罵ののしり言葉だ。はぁ、やれやれ。

『でも、これで探索が楽になるね？』

　お前のそういうとこ嫌いだ。自分の目的のために他人の運命を捻ねじ曲げても屁へとも思わないとこがな。

『む、それは傷つくなぁ。それもこれも君のためなんだよ？』

　わかってるよ。結局のところ俺のために他人の運命が捻じ曲がるってことの重さが辛つらいだけなんだろうな。こんなのただの八つ当たりだな、すまん。ありがとうな。

『んぐっ……そう素直に感謝されると反応に困るよ』

　そう言って駄神──リアルは黙り込んでしまった。

　こうなった以上、もう開き直ったほうがいいんだろうな。なんせ相手は神なんだ。神に迫ろうって時にこんなことでウジウジと思い悩んでちゃ足を掬すくわれるってもんだ。どんな手を使ってでも俺は俺の居場所を取り戻す。そう心に決めよう。








第七話　～古代遺跡の探索を始めました～









　それから一週間ほどかけて旅の準備を整えた──と言っても、ほとんどエルミナさんに頼りっぱなしだったが。寝具に食料、調味料に調理器具、その他細々とした道具や装備の調達は俺一人じゃきっと集めきれなかっただろう。

　勿もち論ろん、俺も遊んでいたわけじゃない。地魔法を使ったシェルター作りの練習をしたり、エルフの樹上村で様々な道具を調達する対価として鍛か冶じ仕事をしたりした。やったのは主に刃物の手入れや矢じりの作製、その他金属製品の整備だったが、それなりに好評だった。

「それじゃ、行きましょうか」

　弓のチェックを終えたエルミナさんが微笑む。木漏れ日を受けてキラキラと輝く金髪が眩まぶしい。

「ええ」

　キリッとした表情のリファナが頷うなずく。こちらもエルミナさんと同様に弓と矢筒を背負った狩人スタイルだ。腰に大型ナイフを装備しているのもエルミナさんと同じで、この恰かつ好こうがエルフの狩人の基本的なスタイルなんだろう。

　微妙に肌の露出が多いので、それで大丈夫なのかと聞いてみたところ森での活動中は常にウィンドシールドを張り続けているので毒虫などに刺されたり嚙かまれたりする心配はないらしい。小枝などを引っかけないのかと聞いたら狩人はそんなヘマはしないと言われた。

「何よ？」

「いや、結局ついてくるんだなぁと思ってな」

「悪い？　これでも私だって狩人よ。足を引っ張ったりしないわ」

「そんな心配はしてないよ」

　リファナの実力は約二週間行動を共にしたことで十分に理解している。一日中風魔法を併用して移動しても平然としているスタミナと魔力に加えて、正確無比な弓の腕も確かだ。それでもこれから行く場所のことを考えると心配なだけだ。

「それよりあんたの準備は大丈夫なの？」

「勿論だ。武器もしっかりしたのを作ったしな」

　そう言って神木を加工して作った棍こんをくるくると回してみせる。

　結局金属製の大型武器を用意することはできなかったが、ベヘモスの爪や骨や皮、あと少量の金属パーツで神木製の棍を強化することはできた。元々魔力の通りが良く、魔力保持量も多かった神木の枝にベヘモス素材を使用することによって物理的な強きよう靭じんさも加わった。今となっては下手な金属製の武器よりもバランスの良いい武器に仕上がっている。なんの心配もない。

「そんな棒きれで本当に大丈夫なの？」

「大丈夫大丈夫。これなら大岩だって一撃で木っ端微み塵じんにできるぞ」

「あんたがそう言うなら信じるけど」

　そう言いながらリファナは疑わしげな視線を隠さない。まぁ、元々の棒きれ状態を知っているリファナとしては当然の心配なのだろう。

「じゃあ行きますか。とりあえずの目的地はここ、悪夢の爪つめ痕あとと呼ばれている禁足地だな」

　そう言って俺は簡素な地図の一点を指差す。

　この地図はエルミナさんとデルフィーダさんの記憶を頼りに描いた大森林の地図だ。エルフの樹上集落を中心に二人の知っている主な集落の位置と禁足地の場所、休息に向いた場所や水場、移動中の目印となるポイントが書き込まれている。

「あそこねぇ。ぼっこぼこのクレーターだらけで何もないわよ？　魔力溜だまりになってて魔物は近寄ってこないけど」

「ええ、なのでそこで野営して本命はここ、閉ざされし大扉ですね」










　最初に向かった場所は悪夢の爪痕と呼ばれている禁足地だ。

　エルミナさんの言う通り、多数のクレーターが存在するだけの寂しい場所だった。植物も乏しく、小動物の気配も殆ほとんどしない。

「ここで寝るといつも悪夢を見るのよねぇ」

「ええ、そうなんですか？」

「こっち方面の集落に用事がある時にたまにここに泊まるんだけど、高確率で悪夢を見るわ。別に実害はないんだけど、できれば長居したくない場所ね」

　エルミナさんが燐りん光こうの漂う禁足地を見回しながら苦笑いをする。リファナはエルミナさんの話を聞いてちょっと気味が悪そうに辺りを見回していた。

『擬神格反応も全くないね。恐らくだけど、ここは当時の神力砲の陣地か何かだったんじゃないかな。反撃で跡形もなく吹き飛んだみたいだね』

　悪夢を見るって辺りに何か心当たりは？

『カウンターでここをふっ飛ばした神力砲の動力源が悪夢を司る悪神か何かだったんじゃないかな。神力の微かすかな残ざん滓しは感じるけど、判別は難しいね』

　なるほど、と納得しながらリアルの見解をエルミナさんとリファナにも伝える。

「神様を武器の動力源にねぇ……なんというか、昔の人間は凄すごいことするわね」

「正に神をも恐れぬ蛮行ですね」

「結果として跡形もなく滅んでいる辺り、因果応報じゃないですかね」

　一応何かないかと辺りを探し回ってみたが、何も見つからなかった。完全に骨折り損である。収穫らしい収穫といえば魔力溜まりにしか生えない貴重な薬草を摘めたくらいだろうか。

「魔力回復薬の素材でね、結構貴重なのよ」

「大森林の外に持ち出したら高く売れそうですね」

「かもね。でも日持ちしないから持ち出すのは難しいと思うわ」

「なるほど。でもそれだと摘んだ意味がないんじゃ？」

「何日かは保つし、このまま食べてもそこそこ効くのよ。いざという時の備えになるから適度に摘んでおいたの」

　ちなみに、モシャモシャしてみたら結構美お味いしかったので少し多めに摘んで夕飯にサラダとして出してみた。そこそこ好評だった。










『じゃんじゃじゃーん♪』

　銀髪の邪神が現れた。

「流石悪夢の爪痕、夢見が最悪だ」

『いきなり喧けん嘩か売ってる？』

　満を持して登場したリアルが額に青筋を浮かべる。まぁ、久々だがいつぞやと同じ夢の空間だろう。いきなり合体してないだけでも有情だったのかもしれない。

「それで、久々だが今日はどうした。とっとと寝たいんだが」

『微かな神力の残ざん滓しがあるって言ったでしょ。それが寝ているヒトの精神に作用して悪夢を見せるの。今日出てきたのはそうならないように守るためなんだから、感謝して欲しいね』

　リアルが腕を組んで頰を膨らませ、プリプリと怒ってみせる。くそ、不覚にも可愛かわいい。

『あれあれぇ？　もしかしてちょっと可愛いとか思っちゃった？　思っちゃったよね？　うんうん、やっとボクの魅力に気づいたみたいだね』

「黙ってニコニコしてりゃ完かん璧ぺきなのになぁ。残念な奴だ」

『残念じゃないし！　もっと褒めても良いんだよ、ほらほら』

　駄神がニヤニヤしながら清せい楚そな白いワンピースの裾すそをちらちらと捲まくってみせる。見えそうでギリギリで見えない。くっ、視線が誘導される……悔しい！

『あははは、効いてるね！　いやぁ、苦労してパラメータいじった甲か斐いがあったってもんだよ！』

　以前の俺なら無視して腹パンくらいはしてただろうに、何な故ぜかそんな気が起こらない。これがいじられるってことなのか。

「悪夢だ」

『まだ言う!?』

「茶番はいい。なんの用だ？」

『もうちょっとトークを楽しもうよ。なんなら裸のお突き合いでもいいよ？』

「丁重に遠慮しておく。なんか怖いし」

　こいつに心を許して一度溺おぼれてしまったらもう二度と抜け出せない、そんな予感がしてならないのだ。底なしの深しん淵えんに足を踏み入れるのはあまりにも恐ろしい。

『ふーん、それはそれで面白いと思うけどね？　ボクの中で永遠に溺れ続けてくれてもいいんだよ？』

　銀髪の邪神が擦り寄ってくる。ふわりと女の子の匂いがして色々と反応しそうになった。やっぱダメだこいつ危ねぇ。

「やなこった」

『それは残念。まぁそうなっちゃうのはボクとしても本意ではないけどね』

　意志を総動員して睨にらみつけると駄神は案外あっさりと俺から離れた。

『まぁ、今日は別に用事はないよ。たまにこうして触れ合っておかないとキミに捨てられちゃうんじゃないかと思って出てきただけだから』

「捨てられるならとっくに放り捨ててるわ」

『あはは、それじゃあね』

　宙に溶けるように光の粒子となってリアルの身体が白い世界に溶けていく。目が覚める。





─☆★☆─






「ここが閉ざされし大扉よ」

「なんか想像してたのより小さいですね」

　翌日、悪夢に苛さいなまれることなく朝を迎えた俺達は目的地に到着していた。場所としては悪夢の爪痕から三時間ほど移動した地点の岩山である。エルミナさんの案内に従って岩山の南側に回り込むと、いつぞやの白い廃都で見かけたのと同じ、白い陶器のような質感の素材で作られた扉が現れた。

　扉の大きさは縦横三メートル程で、取っ手はない。というか、これは扉なのだろうか？　白い扉のようなものには複雑な幾何学模様のようなものが刻まれているが、どこがどう開いていくのか想像することが難しい。

　扉の前に幾つか錆さびた鉄片のような物が落ちているが、これはこの扉をこじ開けようとして犠牲になった道具の成れの果てだろう。

「これどうするの？　こじ開けるの？」

「昔全力で風魔法を篭こめたミスリルの矢を射ってみたけど傷一つつかなかったわよ？」

「うーん、ちょっと待ってくださいね」

　扉のような物体の周囲にペタペタと手を触れ、解錠装置のようなものがないか調べる。考えつくのはカードか何かを通すスリットとか、何かの入力装置とかなのだが。

「これはお手上げか」

　どこにもそういったものが見当たらなかった。そもそもこの物体が扉なのかどうかも定かではないが。

『確かにこれは扉だよ。対神シェルターの防爆扉だね。ちょっと待って、今ロック解除する。そのまま扉に手を触れといて』

　リアルがそう言うので言われた通りに扉に手を触れたままにしておくと、急に扉に刻まれた幾何学模様のようなものが緑色の光を発し始めた。程なくガシャガシャと駆動音を立ててまるでパズルが解けるかのように白い扉が開いていく。

『擬神格の波動はないけど、動力は生きてるみたいだし中に情報があるかも。ざっと見た感じ民間用のシェルターみたいだからあまり期待はできないけどね』

「いやいや、十分だよ」

　思わず駄神への返答を口に出してしまう。後ろを振り返ってみるとエルミナさんもリファナも口をぽかんと開けて驚いていた。

「ど、どうやったの？」

「頭の中にいる神が開けてくれたみたいです」

「そ、そう……半信半疑だったけど、本当なのね」

　とにもかくにも扉が開いたので内部を探索することにする。

　シェルターの内部も扉と同じ白い陶器のような素材で作られているようだった。どれだけの時間が経っているのかは判然としないが、塵ちり一つ積もっていない。空調のようなものが効いているのだろう。

　天井はさほど高くはなく、２メートル半くらいだろうか？　俺が手を伸ばしてぎりぎり手がとどかないくらいなので多分それくらいだろう。一定間隔で光源が設置されており、内部は結構明るい。ＬＥＤ照明のような白い光が壁面や床に使われている白い陶器のような素材に反射してちょっと眩まぶしく感じるくらいだ。

　俺が先頭に立ち、周囲を警戒しながら先に進む。気配察知に引っかかるのは俺達の気配だけで、生き物の気配は一切感じられない。少し進んで角を曲がると、再び扉のようなものが見えてきた。この扉はＳＦとかでよく見るような上下スライド式の自動扉だ。近づいただけで駆動音とともに上下に開いた。
















　音にびっくりしたエルミナさんとリファナが腰の大型ナイフを抜きかけたが、ただ扉が開いただけだとわかると二人とも深く溜ため息いきを吐ついた。

「びっくりしたわ」

「急に動くから」

　そこから先の探索はサクサクと進んだ。特に厄介なセキュリティなどもなく、生き物も一切いなかったからだ。

「これは……凍って干からびた死体？」

「そうみたいですね。冷凍睡眠カプセルか何かだったのかも」

「冷凍睡眠カプセル？」

「クマの冬眠の超長いやつみたいな感じ」

「なるほど」

　リファナは色々端は折しよった俺の答えで納得してくれたらしい。気配察知にも一切反応がないし、完全に死んでるんだろう。辺りには色々な道具があったが、どれもこれも経年劣化で使えなくなっているようだった。まぁ動いたとしても使えなそうなものも多かったけどね。タブレットとかノートパソコンみたいなものとか、スマホみたいなものとかがあっただけだ。有機物の類たぐいは朽ち果てて塵になってしまったらしい。

　探索の途中でシェルター内の案内図を見つけたので次は案内図に従って別の部屋に向かうことにした。

「よくわからないものだらけね」

「これは何かしら？」

「なんだろう」

　ぱっと見ですぐにわかるのは魔晶石がいくつかと、何かの金属のインゴットのようなもの、素材不明のケーブルのようなもの、シェルターの補修素材らしきパイプやボルトやナットの類くらいだ。工具のようなものもあるのだが、使い方がわからない。

　他には宇宙服のようなスーツが何着か壁にかけられている。なんというか見るからに動きにくそうだ。

「魔晶石と謎のインゴット、ケーブルは持っていきますか。パイプやボルト、ナットも何かに使えそうだし持っていくかな」

　魔晶石は魔核を加工したもので、魔力を溜ため込むことができるバッテリーのようなものだ。魔導具の動力として使うことができるので、そこそこ汎はん用よう性が高い。予あらかじめ魔力を篭めておけば魔法を使う際の外部魔力バッテリーとしても使うことができる。

「ここはこれくらいかしら？」

「そうですね。次はこの別の部屋でも見てみますか」

　案内図を見た感じだと、ナイフとフォークのようなマークが書いてあったので多分食堂か食料庫だと思う。

　どれくらいの時間が経っているのかはわからないが、数千年単位で時間が経っているのは間違いない。収穫に期待は全くできないが、行くだけ行ってみるのはアリだろう。なんせ時空庫なんてものも普及していたらしいし、意外と無事かもしれない。

　部屋の前に到着してみると、意外なことに先程の倉庫らしき部屋よりも随分と堅けん牢ろうそうな扉に守られていた。

「なんだか随分と立派な扉ね」

「開くの？　これ」

「とりあえず開けてみようか」

　何な故ぜか気配察知でこの部屋の中が探れない。何か特殊な魔法でもかけられているのだろうか？　扉の脇に開閉を操作するコンソールらしきものがあったので、適当に操作して扉を開く。まぁボタンが二つしかないんだから楽勝だ。

　プシュー、と空気の抜けるような音を立てて重厚な扉が開いた。

「おお、缶詰が整然と並んでいる」

　どうやら食料保管庫だったらしい。

「かんづめ？　何これ、本当に食べ物なの？」

「多分ですけどね。ちょっといくつか運び出してみましょうか」

　棚に整然と並べられていた缶詰をパッケージ別に二つずつ取り出し、部屋を出る。そうするとすぐに自動的に扉が閉まり、ロックされた。どうやら開けっ放し対策がされているようだ。

　持ってきた缶詰らしき物体はほぼ無地で、読めない文字が簡潔に一行から二行プリントされているだけのシンプルなものだ。きっと書いてある文字は中に入っている食品の名前だろう。

　クリーム色の大きくて少し重めの缶詰、ライトブラウンの軽い缶詰、黄色い缶詰、白くて無地で細長い缶詰の四種類を二個ずつ取り出してきた。どれもプルタブのようなものが付いていて、特別な道具がなくても開けられそうだ。

「まずこのクリーム色のを……いや、軽いライトブラウンのを開けてみますか」

　どの缶詰も変に膨らんでいたり錆びていたりしないので、多分中身は大丈夫だろう。味の保証はできないが。

　パキッ、という音を立ててライトブラウンの缶詰が開封される。ふわりと漂ってくるのは微かすかに甘い香りだ。中を見てみると丸いクラッカーのようなものが沢山重なって入っていた。おもむろにそれを取り出し、口に運ぶ。

「ちょっと!?」

「タイシくん!?」

　ボリボリと咀そ嚼しやくして飲み込む。うん、クラッカーだこれ。クラッカーというかビスケットかな？　湿し気けってる感じもしないし、普通に美う味まい。

「ビスケットですかね。普通に美味いですよこれ」

　缶詰からビスケットを取り出して差し出すとリファナが恐る恐るといった感じで受け取り、口に運んだ。両手でビスケットを持ってコリコリと齧かじる姿がちょっと可愛かわいい。

「へ、変な味はしないわね？　美お味いしい？　かも？」

「私はやめておくわ。全員で食べてお腹なか壊したら危ないし」

　エルミナさんは一歩下がり、苦笑いする。

「それもそうですかね。次行ってみましょうか」

　次々と缶詰を開けていく。クリーム色の缶詰の中身は野菜と鶏肉っぽいものが入ったホワイトシチューのような料理が、黄色い缶詰にはシロップ漬けの黄桃のような果実が入っていた。細長い白無地の缶詰は経口補水液のようなものだった。味は元の世界でよく飲んでいたスポーツ飲料にそっくりだった。

「この果物のシロップ漬けは結構美味しいわね」

「シチューはちょっと脂っこいかな。とりあえず全部持っていきますか。これでお腹を壊さなければ食料には困りませんし」

「いいけど、お腹壊しても知らないわよ？」

　もう一度食料庫を開けて中に入っていた缶詰や箱の類を根こそぎトレジャーボックスに収納した。細かい検分は後にしておこう。

　後は細々とした生活スペースやトイレで、さしたる収穫はなかった。そして最後に残っていたのがやたら厳重にロックされた扉である。銃のようなマークが付いていたので恐らく武器庫ではないかと思うのだが。

「開かないわね」

「ちょっと頭の中の奴に聞いてみます」

　というわけでヘイ！　開けてくれよ。

『別に良いいけど、大したものはないんじゃないかな？　民間の家族用シェルターっぽいし。とりあえず扉に触れてくれる？』

　最初にこのシェルターの扉を開いた時と同じように閉ざされた扉に手を触れて少し待つと、扉のロックが外れた音がした。

　ナイス、いい子だ。

『もっと褒めていいのよ？』

　リアルの言葉に賞賛の意を返しながらロックが解除された扉を開く。

「何かしら、これ」

「多分武器です」

「これが？」

　棚に整然と並べられているのは、多分銃のような類の武器だろう。身体の作りが同じなら、武器の形も大体似かようものだ。置いてあるのは二種類で、拳けん銃じゆうのようなものとライフルのようなものが四丁ずつだ。あるのは銃本体だけで、弾丸のようなものは見当たらない。ということは、実体弾を飛ばすようなタイプの武器ではないのだろう。

　全て回収してトレジャーボックスに収納する。

「試さないの？」

「試すなら広い場所のほうが良いだろうな。爆発でもしたら大変だぞ」

「それもそうね。これでこの建物は全部回ったわよね？　早く出ましょう」

　エルミナさんに促されてシェルターの外に出る。いざという時の隠れ家にできるかもしれないので、出入り口はしっかりと閉めておいた。





─☆★☆─






　今回のシェルター探索で手に入れた物は大量の缶詰と用途不明の資材少々、拳銃型の武器が四丁、長銃型の武器が四丁だった。手に入れた戦利品を地面に並べて検分する。

「缶詰は開けた分も合わせて各三百六十個ずつみたいね」

「冷凍睡眠カプセルの数も武器の数も四つずつでしたし、缶詰は一人あたり各九十個の取り分ってことでしょうね。一日一缶ずつ消費したとして九十日分かな？」

「水はこれっぽっちじゃ一日持たないわよ？」

「水の精製施設は別にあったのかもしれない。もしくは魔法で補う前提だったのかも？」

　資材倉庫らしき部屋にもしかしたら水を作る道具があったのかもしれない。

「結論としてはこの施設は恐らく四人用の避難所みたいな場所だったんでしょうね」

　そう言いながら拳銃型の武器を手に取り、二人から離れた場所で弄いじり始める。

　形そのものはシンプルな拳銃型だ。材質は白い陶器のようなものでできていて、先程まで潜っていたシェルターの構造材と同じものだろう。拳銃としては少々重いのではないだろうか？　弾倉の類は見当たらず、可動部分も少ない。分解整備することすら想定されていなそうな構造だ。武器としてそれはどうなんだろう？　メンテナンスフリーなのだろうか。

　グリップを握り込むことによって解除されるグリップセーフティと親指で操作できる位置にあるマニュアルセーフティの二つのセーフティで暴発を抑止しているようだ。どちらのセーフティも解除し、前方の木に向かって狙いをつけて引き金を引く。




　ビシュンッ！　という鋭い音と共に銃口にあたる部分から青白い光弾が発射され、狙っていた木の幹に握にぎり拳こぶし大の大穴を開けた。反動はごく少ない。連続で引き金を引くと三十発くらいで撃てなくなった。よく見ると銃の後部、元の世界の拳銃であれば撃鉄がある辺りに円形のインジケーターがあり、徐々にメモリが回復している。どうやらこれが残弾数らしい。動力はなんなんだろうか？

「なんか凄すごい威力ね？」

　大量の光弾を浴びて標的にしていた木が三本ほど倒れてしまっていた。拳銃のインジケーターが回復したタイミングを見計らい、再度射撃を開始する。うん、アホみたいな速度で連射しなければ連続で四十発くらい撃てるかな？　そんなにバカスカ撃つもんじゃないだろうし、ちょっとした魔物や対人の護身用としては十分な性能だろう。

「まぁ、魔法のほうが威力の面でも使い勝手の面でも優れている部分もありますけど、概ね優秀な武器ですかね」

　今度は二丁拳銃で光弾をばらまく。これはなかなか楽しい。

　エルミナさんとリファナにも使い方を教えて実際に撃たせてみる。一応最低限のルールとして味方に銃口を向けない、銃口を覗のぞかない、撃つ時以外は引き金に指をかけないということを徹底して教えておく。

「大丈夫よ。普段から弓矢や魔法を扱ってるんだから」

「それもそうですかね。でも慢心しないようにしてください」

「わかってるわ。でも、よく使い方がわかったわね？」

「俺が元々住んでた世界に似たような武器があったんだ」

　拳銃の射撃訓練を始める二人を横目に長銃型の武器を手に取る。こちらも使い方は基本的に同じようだが、より威力が強く、射撃モードが複数選べるようだ。

　単射、三連射、連射が選べるライフルモード、射程が長くなって威力が強い代わりに連射が利かなくなるスナイパーモード、射程が極端に短くなる代わりに同時に複数の光弾を発射するショットガンモードの切り替えができる。それぞれのモードで変形して銃身が長くなったり短くなったりするのにはびっくりしたね。可変ライフルとかロマンすぎる。

　しかしこんな摩耗の激しそうなシステムを積んでいる割りにはメンテナンスの仕方が不明だ。本当にメンテナンスフリーなのだろうか？

「そっちのほうはまた……強そうね」

「まぁ、普通の魔物相手には十分な威力だな。ただ、ベヘモスを相手にするのは少々辛つらいんじゃないか？」

「そうねぇ、一撃の威力なら風魔法を篭こめた矢のほうが上でしょうね。ただ、狙って撃つだけで良いこっちのほうが弓よりは使い勝手は良いかもしれないわね」

「お守り程度に使うのはアリかもしれませんけどね」

　俺としては全くもって物足りない。普通の魔物相手には十分有効な武器だろうが、神を相手にするには力不足も良いところだ。こんな豆鉄砲ではかすり傷一つ負わせられないだろう。威力が十倍くらいあれば牽けん制せいくらいには使えるかもしれない。

　なんせあいつら極大爆破の直撃とか至近距離での魔力爆ばく轟ごう食らってもピンピンしてやがるからね。

　一通りの検分を済ませた俺達は閉ざされた大扉の前で野営を行い、翌日の移動に備えた。

　ちなみに俺とリファナはお腹を壊さなかった。それによって俺達の食事に缶詰を利用した料理が並ぶことになるのはこの翌日からの話である。
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「さて、ここはなんて名前の禁足地でしたっけ？」

「嘆きの牢ろう獄ごく塔ね。ここは危ないわよ？」

「確かに、なんかいるわね」

　聳そびえ立つ白い塔、というかビルのようなものを遠くの岩陰から監視しながら小声で話し合う。何な故ぜすぐ近くまで近寄らないのかというと、白い装甲を備えた警備ロボットのようなものが塔の周りを巡回しているからだった。

　太陽の位置を見るに、まだお昼過ぎといったところだろうか。避難シェルターの遺跡からこの前の塩取引の際に寄った獣人の村を経由して更に二日移動した地点にその白い塔は建っていた。

　もはやおなじみとなっている白い構造材で構築されている塔のような建築物である。窓のようなものは少なく、全体的に堅けん牢ろうな雰囲気を漂わせている。塔の天てつ辺ぺんからは光り輝くアンテナのようなものが伸びており、定期的に明滅している。どうやら生きている施設のようだ。まぁ巡回している機械兵士のようなものを見ればそれは一いち目もく瞭りよう然ぜんなわけだが。

「あれ、壊せると思います？」

「前にも言ったと思うけど、あの白い身体の兵士は倒せないわよ。どれだけ魔法や矢を浴びせても足止めにしかならないし」

　一見白い鎧よろいを身に着けた人間のように見えるが、のっぺりとした頭部には覗き穴の類たぐいはなく、定期的に身体の各所が明滅している。見た感じ武器のようなものは持っておらず、割と軽快な足取りで歩いているところを見ると機動性はそこそこ高そうだ。

「こいつで壊せないかなぁ」

　トレジャーボックスから長銃型の魔法銃を取り出し、狙撃モードにしてみる。ホログラムのようなものを利用した照準器はあるのだが、倍率の高い狙撃スコープがあるわけではないので遠距離から命中させられるかどうかはちょっと微妙だ。

「どうかしらね。魔法を篭めた矢とそう変わらない威力みたいだし、難しいんじゃない？」

「ですよねー」

　射撃が効かないならあとは物理で殴ってみるしかないが、さて。

「どうしてもここを調べるの？　この前みたいにもっと安全な場所を探して調べてみたほうが良いんじゃないかしら？」

「うーん、でもリアルが言うにはここに目的のもののうちの一つがあるっぽいんですよね」

『うん、擬神格の波動を感じるね。間違いなくここには擬神格があるよ』

「やっぱ間違いなくここにあるって言ってますわ。まぁ、やるだけやってみましょう。いざとなれば逃げるんで、とりあえず俺だけ突っ込みます。ここから援護してください」

　そう言い置いて岩陰から躍り出る。

「あっ!?　もう、無茶して！」

「リファナ、援護するわよ」

「はい」

　後でリファナに怒られそうだな。まぁ今はいい、後のことは目の前の障害を乗り越えてから考えよう。走りながらトレジャーボックスから強化神木棍こんを取り出す。

　走り寄る俺に気づいたのか、巡回していた機械兵士のうちの一体が俺のほうを向いて警告音を鳴らした。俺はそれに構わず風魔法と魔闘術を併用して爆発的な加速で間合いを詰める。

『Ｂｉｉｉｉｉｉｐ!!』

「せめて意味のある言葉を発しやがれ！」

　魔力を篭めた神木棍を抉えぐり込むように白い装甲へと突き立てる。ズドォン！　と自動車同士がぶつかったかのような衝撃音が響き、白い機械兵士が吹き飛んだ。ついでに俺が手にしていた強化神木棍も砕け散った。

「うっそぉん!?」

　吹っ飛んだ機械兵士はピクリとも動かなくなったが、他の場所からも機械兵士が二体駆けつけてきた。腰から大型のブッシュナイフを引き抜き、魔力を纏まとわせる。

　こちらへと駆け寄ってくる機械兵士の肩パーツがパカリと開いた。咄とつ嗟さに過よぎった嫌な予感に従ってすぐに移動して近くの岩に身を隠す。そうすると聞き覚えのある射撃音とともに岩が砕け始めた。どうやらこの前手に入れた魔法銃と同等の銃撃を受けているらしい。

「こわっ」

　呟つぶやきながらトレジャーボックスから長銃型の魔法銃を取り出し、岩陰から半身だけ身体を乗り出して単射モードで応射する。何発か命中したが、大したダメージになっていないようだ。やはりこの銃では威力不足であるらしい。

　今度は連射モードで応射して連続で命中させるが、少し仰のけ反るだけで歩みを止めることすらできない。

　次いで魔力を集中し、純粋魔法レベル２の魔弾を発射してみるがこれも魔法銃とさして変わらない結果に終わった。つまり。

「全然効いてねぇ！」

　一体が射撃で俺を釘くぎ付づけにし、もう一体が悠々と距離を詰めてくる。接近戦で俺を仕留めるつもりか？　馬鹿め、俺は接近戦のほうが得意なんだよ！

　タイミングを見計らって岩陰から飛び出し、機械兵士に向かって最大限に魔力を篭めたブッシュナイフを振り下ろす。




　バギィン、という音と共にブッシュナイフは砕け散った。

「うっそだろお前!?」

　あれだけ魔力を篭めればオリハルコンだって切り裂ける筈はずなのだが、機械兵士の白い装甲には傷一つついていない。流石さすがに衝撃は殺しきれないのかたたらを踏んだが、逆に言えばそれだけのことだ。

　白い機械兵士は不自然な体勢のまま腕を振り回して殴りつけてきた。動きそのものは稚拙で回避は容易たやすいが、当たると骨の一本や二本は持っていかれそうだ。振り切った腕を取って投げ飛ばしてやろうと思ったのだが、後方で射撃をしてきている機体が誤射も恐れずにバンバン撃ってくるせいで関節技や投げ技を極きめる隙がない。

　こうなりゃ殴れればなんでも良いい。長銃型の魔法銃をトレジャーボックスから取り出し、フルスイングで目の前の機械兵士をぶん殴った。なかなか良い手応えだ。魔法銃も壊れていないようなので、そのまま繰り返しぶん殴る。

　後方で射撃をしていた機体のほうはエルミナさんとリファナが引きつけてくれているらしく、射撃がこちらに飛んでこなくなった。仕留めるなら今がチャンスだ。何度か殴っているうちに機械兵士は色んなところがひしゃげて動かなくなった。

　俺はその足を摑つかみ上げ、一気に間合いを詰めてエルミナさんたちの隠れている岩場に射撃を繰り返しているもう一体の機械兵士に叩たたきつけた。耳をつんざくような打撃音が響き、機械兵士がばらばらになる。

「我ながら嫌だなぁ、この脳みそまで筋肉詰まってそうな戦い方」

　繰り返し白い機械兵士を殴ったせいで歪ゆがんでしまった長銃型の魔法銃を眺めてボソリと呟く。機械兵士の外装と同じ素材で頑張って叩けば倒せる。それがわかっただけでも良しとするか。

　警告音を発しながら新手が現れるのを確認して、両手に機械兵士の残ざん骸がいを持つ。

「おらあぁぁぁぁぁぁっ！」










「流石に呆あきれたわ」

「倒せたから良いじゃない」

　呆れるリファナを宥なだめているエルミナさんも苦笑いしている。

「俺だって好きであんな戦い方したわけじゃないですよ」

　武器がことごとくぶっ壊れたから仕方なく、緊急措置としてやってみたらたまたま有効だっただけだ。流石に神木棍やブッシュナイフが砕け散るような装甲を素手で殴りたくない。

「それよりもどうするの？　武器、壊れちゃったんでしょ？」

「そこらにいっぱい落ちてるじゃないか！」

「結局同じ戦い方するわけね」

「呆れるほど有効な手段だから仕方ないね」

　そこらに散らばっている機械兵士の残骸を回収して回る。それにしてもこの白い素材は一体なんなんだろうな？　金属ではなくて陶器っぽいんだが、こんな強きよう靭じんな陶器なんて作れるのかね。

『今度教えてあげるから早く進もう』

　んだよ？　急せかすなんて珍しいな。

『ボクとしても今みたいになんの力もないような状態は落ち着かないの』

　いいだけ人をいじくり回しておいてなんの力もないとかうっそだろお前。まぁ元々の力に比べればなんの力もないようなもんなんだろうけど。

「進みますか」

「そうね、気をつけて行きましょう」

　リファナも無言で頷うなずく。嘆きの牢獄塔の入り口はもうすぐそこだった。
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「なんの施設なんだろうな、ここ」

「見当もつかないわよ」

　建物の内部にはよくわからない機械が林立していた。時折壁や天井から魔法弾を放ってくる自動機銃のようなものが出てくるので気が抜けない。どれも機械兵士の残骸を投げつけて破壊したけど。

　棒手裏剣？　投げてみたけどかすり傷も与えられずにひん曲がってたよ！

「まぁ、軍事施設っぽい感じではないな。探してるものは大規模な動力源に使われていたらしいし、エネルギー生産施設かな？」

　発電所みたいなものじゃないだろうかと見当をつける。職員の休憩スペースのような部屋や事務所のような部屋は見つけたのだが、特に何も収穫はなかったのだ。見取り図も見当たらなかったので三人で施設内を彷徨さまよっている。

　そうして暫しばらく階段を上ったり下りたりしているうちについに最奥部らしき場所へと辿たどり着いた。検問所のような場所だ。

「正面の通路の先に頑丈そうな扉、左右はガラスで覆われた検問所っぽい部屋か」

「なんだか物々しい雰囲気の場所ね」

「正面の通路は後にしてまずは左右のスペースを調べましょうか」

　調べてみるとここは実際に検問所であるようだった。この先に重要な区画があるようで、左右のガラス張りのスペースには魔力に反応するスイッチがあり、同時にそのスイッチを押し込むことで正面の扉が開くようだった。

「私達が居なかったらここで詰んでたわね？」

　エルミナさんがニヤニヤと笑う。最初一人で遺跡巡りをしようと考えていたからね、うん。

「エルミナさんの忠告に従って良かったです」

「私は？」

「リファナにもついてきてもらって良かったよ！」

　二人に頼らず一人で行動していなくて本当に良かったと思う。

「でもこれ、分断されちゃうな」

「こればかりは仕方ないわね。リスクを取らないとこの先は探索できなそうよ？」

「ここで更にスイッチを押してる人を殺しに来るような罠わなはないと思うけどね。寧むしろ中のほうが危ないんじゃない？　どっちにしろ神様とアンタが行かなきゃ意味がないんだから考えるだけ無駄よ」

「そうだな、覚悟を決めるか」

　リファナの言う通り、先に進むしかないのだ。一応二人に拳けん銃じゆう型と長銃型の魔法銃を渡し、扉を開けてもらって先に進むことにする。

「気をつけてね」

「怪我するんじゃないわよ」

「二人も気をつけて」

　お互いに声をかけ合い、扉を開いてもらう。中は薄暗いが、結構広い空間であるようだった。特に罠などはないようで、ひんやりとした白い通路を慎重に進んでいく。

『見つけた』

　通路を進んだ先に現れたそれを見た。

　リアルの声が頭の中に響く。

「なんだ、これは」

『擬神格だよ』

「これが？　こんな……こんなものが擬神格だっていうのか」

　遺跡の最奥部、妙な装置の上に擬神格はあった。その見た目はどう見ても……。

「全裸の女の子じゃないか」

　得体の知れない薄緑色に発光する液体に満たされたカプセルの中。そこに全裸の少女が浮かんでいた。

　体型は幼く、年の頃はシェリーやカレンと同じくらいだろう。ぼんやりと開かれたその目は虚うつろで、意識があるのかどうかも判然としない。胸の中央に光を放つ結晶のようなものが癒着しており、定期的に結晶が光を放っている。カプセルに接続された無数のケーブルは結晶が光る瞬間にその光を吸い上げているように見える。

『あれが擬神格の容いれ物さ。さ、手早く頂いちゃおうか』

「待て待て待て、もう少し説明しろ。あの子は生きてるのか？」

『身体だけはね。神格をその身に降ろした時点で魂は砕け散っている筈だし、よしんば神格の降臨に魂が耐えきれていたとしても擬神格の形成に伴う絶え間ない激痛で廃人になってると思うよ。今のアレは擬神格をその身に定着させているだけの肉の塊さ』

「あの子から擬神格を抜き取ったら、あの子はどうなる？」

『あの身体は死ぬだろうね。でも気にすることはないさ、とうに魂は滅びているんだから。肉がついているだけで白骨死体となんら変わりないよ』

　そうは言うが、抵抗を拭ぬぐいきれない。

『彼女のことを想うならさっさと擬神格から解放してやるのが一番だよ。そうじゃなければ彼女の身体はこの施設がいつの日にか朽ち果てるまでずっとあそこで独りきりだからね。それに、君が在るべき場所に戻るためにはどんな手でも使うんだろう？　こんなことで躊ちゆう躇ちよしてる場合かい？』

　頭の中でリアルが囁ささやく。

『さぁ、彼女の胸に輝く擬神格をその手で抜き取るんだ。終わらせてあげなよ』

「……わかった」

　手を伸ばし、カプセルに触れる。とぷり、と俺の手がカプセルの中に入り込んだ。どうやらこれはカプセルではなく、謎の液体がそのまま柱のようになっているだけらしい。

　少女の胸に手を伸ばし、硬い感触の結晶に手を触れる。少女はなんの反応も返してこない。虚ろな視線は変わらず中空に固定されている。

「行くぞ」

　力を篭こめて結晶を握り込み、一気に引き抜いた。肉を引き裂くような感触とともに結晶が彼女の身体から引き抜かれ、薄緑色だった液体が血の色に染まる。その光景に呆ぼう然ぜんとしている間に引き抜いた結晶がズブズブと俺の手に埋まり始めた。

「ぎっ!?　あっ!?」

　肉を引き裂く激痛が突き抜ける。どういう原理なのか、握にぎり拳こぶしほどもあった結晶が突き抜けることもなく俺の手の平に沈み込んでいく。それと共に肉を引き裂くような激痛が手の平から腕、肩を伝って全身に広がる。まるで体の内部をガラスの破片で引っ搔かき回されているような感覚だ。あまりの激痛に膝ひざを折り、白い建材の床に倒れ込んだ。

「がっ!?　ぐぁ、あァ!?」

　身体中を搔き毟むしり、激痛に藻も搔がく。肌の下を硬質の何かが這はい回っているような気がするのだ。

『言い忘れてたけど、擬神格を取り込む時って痛いらしいんだよね』

　言うのが遅すぎる。

　全身が痛くて指一本動かせない。あまりの痛みに意識を失いそうになるが、痛みでまた意識が戻る。それを延々と繰り返す。




　痛みに耐えてどれくらいの時間が経っただろうか？　激痛が徐々に収まってきた。

　ガクガクと震える身体をなんとか起こし、荒い息を吐く。身体中が汗で濡ぬれている。実に不快だ。痛みを堪こらえながら浄化を使い、不快感を一掃する。

　どれくらいの間苦しんでいたんだろうか。

『そんなに長い時間じゃないよ。カップ麵めんが五個くらいできる時間かな』

　その微妙な喩たとえやめろ。
















『じゃあ光の巨人が五人、空の彼方かなたに帰るくらいの時間』

　だからやめろ。

　落ち着いてきたのでなんとか立ち上がり、最初に擬神格の結晶が潜り込んだ右手を開いたり閉じたりする。とりあえず支障はなさそうだ。

「で、取り込みは成功したのか？」

『成功したよ。まぁ十全に力を引き出すのにちょっと時間が要いるけど。まだまだ完全復活には程遠いね』

「さよか」

　とりあえず一歩前進したならそれで良いい。

『今回のでまぁ、キミの力は八割がた戻せるんじゃないかな？』

「そいつは嬉うれしいね」

　少女の浮かんでいた液体に目を向ける。そこにはもう何も浮かんでいなかった。血の色も、彼女の軀からだも存在しない。

『擬神格を失って身体が崩壊したみたいだね』

　酷ひどすぎる。彼女が存在した証あかしはもうどこにも遺のこっていない。何もかもが滅び去り、消え去ってしまった。そうしたのは俺なわけだが。

『気に病んでも仕方ないよ。彼女はとっくの昔に滅び去っていたんだから。ここに在ったのは僅わずかな残ざん滓しさ』

　そう簡単に割り切れるもんかよ。とにかく二人が心配しているだろうから戻るとしよう。




「本当に心配したんだからね!?」




　検問所に戻ると二人から大層怒られた。開いた扉の先から俺の苦く悶もんの声が聞こえてきたのだから、それも当然か。

「すみませんでした」

「身体は大丈夫なの？」

「とりあえず不調は感じないですね。馴な染じむまでちょっと時間がかかるらしいんで、今後について乞こうご期待ってところで」

　実際のところ何も変わった感じがしない。駄神は取り込んだ擬神格の処理のために暫く作業に集中するって言ってたし。

「一いつ旦たん集落に戻りますか」

「そうね、少し安静にしたほうが良いかもしれないわ。何が起こるかわからないわけだし」

「ここから一番近いのは蛇人族の集落ね」

「蛇人族？」

「下半身が大蛇なの」

「ラミアか……なんでもいるな、この世界」

　まだ見ぬ蛇人族とやらに思いを馳はせながら、ちらりと既に閉ざされた最奥の扉に視線を送る。嘆きの牢ろう獄ごく塔に囚われていた者は、もういない。

　せめて俺だけでもここに囚われていた名も知らぬ少女の存在を覚えておこうと、そう心に誓いながら遺跡を後にした。








エピローグ　～不確かな光明～









「それで、その痣あざが夢が真実である証だと？」

　妾わらわはマールの左手首についた十字形の痣を眺めて考え込んだ。先日帰ってきたばかりのマールが夢の中で主あるじ殿に逢あったと騒ぎ出したのだ。

　マールが言うには例の『めもりー』に映っていた銀髪の少女が以前に主殿の言っていたこの世界に主殿を連れてきたという神で、その神の取り計らいでマールと主殿を夢の中で引き合わせてくれたらしい。

「絶対本当ですよ！　間違いありません！」

　マールは鼻息荒く主張しているが、ふぅむ。今のマールの精神状態から考えて、ただの夢である可能性も否定はできんの。妾も相当参ってしまっていたが、マールはそれ以上に落ち込んでしまっていたからの。メルキナの探索にも無理矢理ついていったくらいじゃし。

　そんなマールが『めもりー』で見た映像に影響されて都合の良い夢を見てしまったとしてもなんら不思議ではない。

「しかし、確かめるだけの価値はあるのでは？」

　そうフラムが意見を出す。普段は静かに一歩引いた位置にいるフラムも主殿の安否が関わればやはり黙ってはおらんか。そうじゃな、確かに今は藁わらをも摑つかみたいような状況じゃ。確かめてみる価値はある。

「じゃが、誰に行かせる？　我らが行ってはならんのじゃろ？」

「大森林なら本当は私が行くのが一番なんだけどね」

　メルキナが肩を竦すくめる。確かに、メルキナの古巣なのだからそれが本当なら一番じゃの。

「ご主人様の言いつけを破るのはやめておきましょう。ここはやはり私兵を向かわせるのが良いのでは？」

「ソーン達か。しかしあやつらは虎の子じゃしのう」

　階位が高く、また主殿の残した強力な装備を使い慣れている主殿の私兵部隊は今のクローバーにおける最高戦力だ。長期間空けさせるのは正直あまり好ましくない。開拓がある程度進んだ今でも大樹海の強大な魔物は脅威なのじゃからな。

「タイシがどっかの変態から助けた子の中にハーピィがいたわよね？　あの子はどう？」

「空を飛べるのは良いが、大森林は遠い。ひとっ飛びとはいかんじゃろ？　それにあの娘は旅慣れているわけではないじゃろうし、護衛も必要じゃの」

「やっぱりソーンさん達に行ってもらうしかないですね。資金と装備の用意をしましょう」

　今まで黙って話し合いを見守っていたティナがそう言う。そうじゃの、それしかないか。あやつらが抜けた穴は妾達が埋めるしかあるまい。

「仕方ないの。ではそのようにしよう」

　マールとメルキナは最後まで自分が行きたそうな顔をしていたが、却下じゃ。確信がないこととは言え、主殿の言いつけを破るのは良くない。万一マールの夢が本当であった場合、主殿を窮地に陥れてしまうやもしれぬ。

「ところでマール、メルキナ、お主ら身体の調子は大丈夫なのか？」

「んー、良くないですね。疲れのせいか食欲がありません」

「私もね。こんなにヤワだったかしら？」

「ふむ……体調が安定するまで安静にしてるんじゃぞ」

　もしかしたらもしかするかもしれんしの。

「そう、ですね」

　マールが自分の下腹をさする。ふむ、自覚があるなら何よりじゃな。

「やれやれ、早く帰ってきて欲しいの」

　主殿のことじゃから生きているなら上う手まくやっているじゃろうがな。もしかしたら嫁も増やしてくるかもしれん。それは流石さすがにないじゃろうか？　いや、あり得るの。少し鬼人族どもの村に行っただけで嫁を押し付けられそうになるくらいじゃからな。

　そうしたらどうしてやろうかの？　とりあえず一人ずつたっぷり愛してもらうとしようか。その時が待ち遠しいのう、主殿。








あとがき









　この度は七巻をお手に取っていただきありがとうございます、リュートです。

　ついに七巻、物語も佳境に入ってきました。ここまでこられたのも皆様のお陰です！

　あとがきも七回目、そろそろ慣れても良い頃だと思うのですが、やはり慣れませんね！

　とりあえずいつも通り、作者の近況をご報告しましょう。







　最近の初体験は健康診断でお腹の中を見てもらったことですね！　いやぁ、大変でした。三日前から食事制限、もの凄すごくマズいお薬２Ｌを時間をかけて飲む苦行、そして……アッー！

　いや、結局何事もなくお腹の方は健康だったんですけどね。それは良しとしても、検査の結果を伝える診察が三十秒もかからず終了したのにはびっくりでしたね。

　問題ないですねー、症状もないんですよね？　なら大丈夫です、経過観察しましょう。お疲れ様でした。

　あんなに苦労したのに軽いな！　（白目）







　後は毎回恒例、遊んだゲームのお話をしましょう。

　ここ最近熱中していたのはＳＦベースのストラテジーゲームですね。海外ストラテジーゲームメーカー大手の作品です。有志の方が日本語化のＭＯＤを作ってくれていて、作り込まれたランダムシナリオも深く楽しめます。

　戦闘艦の設計や惑星運営、領土の管理や他国との外交、貿易、宇宙の探査に技術の開発、そして戦争による領土の拡張や異次元からの侵略者との戦い……などなど遊べる要素満載で、ゲームを色々とカスタマイズできるＭＯＤも大量に作られていて奥が深いです。

　それに複数人でのマルチプレイにも対応しており、フレンドと一緒に遊んだりすることもできます。フレンドは別売りですけどね！　というか非売品ですね！

　私は四人で毎週予定を合わせてコツコツ遊んでいます。（勝者のドヤ顔）

　あっ、はい。生意気言ってすみません、踏んでください。

　国内ゲームは……つい最近発売した赤毛のあいつが現地妻とキャッキャウフフするＲＰＧを買いましたね！　今回は人妻から母性ロリまで取り揃そろえておりますが、彼はいつも通りのようで何よりです。

　相変わらず音楽も良いですし、ゲームそのものも面白いですね。今回は据え置き機で出てくれて良かったです。携帯機はどうしても肩凝りが酷ひどくなるのですよね。画面小さいから目も疲れるし。







　さて、そろそろ小説の方の話をしましょう！

　今巻は前巻のラストで飛ばされた大陸北方の大森林での冒険です。

　割と人気高めな駄神様といっしょ。人間がタイシしかいない大森林での出来事をメインに書いています。

　レベルはそのままですが、スキルと装備を失ったタイシが今までの自分との能力のギャップや物資不足に悩まされながらもやはり暴れていくというような感じです。

　綺き麗れい過ぎる義母との生活、種族的なものなのか、男女ともにツンデレっぽいエルフ達との交流、大型魔獣との戦い、エルフと行く大森林の歩き方、とりさん、ねこさん、怪奇、鳥人間！　古代文明の遺跡探索などの内容をお送りいたしております。

　だいたい駄神が悪い。







　次巻は古代文明のロマンと闇、そして神々にスポットを当てていくことになると思います。

　古代文明人はどんな生活をしていたのか？　何を考え、何を成そうとしていたのか？　そして何な故ぜ神々はタイシを排除しようとするのか？　頑かたくなにそれを成そうとする神々の真意とは？

　そんな感じで、次巻も乞こうご期待！







　では、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＨ氏、イラストの桑くわ島しま黎音れいんさん、本書の発刊に関わってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　また次巻でお会いしましょう！





リュート










リュート

RYUTO

北海道在住のエゾヒグマ。

冬眠から覚めるも、腰痛を再発。

暖かくなってきたので、七輪で炭を熾してイカを焼くのが楽しみ。

しかし今年はイカが売ってないし、売ってても小さいし高いしでテンション下がり気味。
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29歳さい独どく身しんは異い世せ界かいで自じ由ゆうに生いきた……かった。7
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